
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カジノ大国エルロードから無事帰ってきた俺はギルドの酒場で持ち金を確かく認にん中だ。

　なんだかんだで厄やつ介かい事に巻き込まれてばかりだったが、レヴィ王子から渡わたされた迷めい惑わく料りようのおかげで久しぶりに懐ふところが温かい。

「こりゃ、しばらく豪ごう遊ゆうできそうだ。まずはエルロードでの悶もん々もんとした気分解消に、サキュバスの姉ちゃんに会いに行くか」

　貧ひん乳にゆうばっかの旅に加えて牢ろう屋やに放ほうり込まれていたから、長い禁欲生活で俺の欲求は限界値ギリギリだ。今ならサキュバス店のツケも払はらえるからイヤな顔をされずに極ごく上じようの夢が見られる。

　あの店は夢だけじゃなくて雰ふん囲い気きも最高だからな。下着同然のエロい恰かつ好こうのサキュバスを眺ながめているだけで旅の疲つかれなんて吹ふっ飛ぶぜ。

「ニヤニヤして気持ち悪いわね。エルロードでも散財していたように見えたけど、結構残っているみたいじゃない」

　金の入った袋ふくろを覗のぞき込んでいるのは俺のパーティーの紅一点、魔ま法ほう使いのリーン。

　後二人仲間がいるが今日は酒場に来ていないみたいだな。

　リーンに見せつけるように金の入った袋を持ち上げた。

　これだけ迷惑料がもらえたのには理由がある。

『ギャンブルで富を成したエルロードの王子様が、ギャンブルにめっぽう弱い冒ぼう険けん者しやに完敗したってのが街中に広まると世せ間けん体ていが良くねえよな？　おっと、勘かん違ちがいしないでくれよ。別に王子様を脅おどそうってわけじゃねえんだ。ただなあ、安酒を飲んだ拍ひよう子しにぽろっと自じ慢まん話ばなしをしないか心配でな。最近、懐が寒いんだよな～。どこかの親切な王子様が温めてくれねえかなあ～』

　とレヴィ王子に話すと、ぷるぷる震ふるえながら快く大金を払ってくれた。

「俺の見事な交こう渉しよう術の結果だ」

「あれはただの脅しでしょ。一国の王子を脅きよう迫はくするなんて今でも信じられないわ」

「心配し過ぎだっての。カズマの親友ってのを強調しておいたから、余計な手出しはしてこねえよ」

　あの王子様はアイリスにべた惚ぼれで、カズマを目の敵かたきにしていた。

　こう言っておけば矛ほこ先さきは自然とカズマに向くはず。そうなれば俺の身は一ひと先まず安全って寸法だ。

「カズマにバレて怒おこられても知らないからね。でも、大金が手に入って一安心したわ」

「おうよ。これでしばらくは贅ぜい沢たく三ざん昧まいできるぜ」

「何言ってんのよ。これは全部レインさんに渡すわよ。クエスト失敗の賠ばい償しよう金きんと竜りゆう車しやの長期レンタル料で全額吹っ飛ぶから」

　リーンが大金の入った袋をひょいと奪うばい取る。

「……はああっ!?　ちょっと待てよ！　それじゃただ働きみたいなもんじゃねえか！　大体、賠償金も竜車のレンタル料も聞いてないぞ！」

「あんたが面めん倒どうな交渉を全すべてテイラーに任せて聞いてなかっただけでしょ。それにこうなったのもぜーんぶ、あんたのせいでしょ。依い頼らいを完かん遂すいできなかったのも竜車を返せなかったのも、牢屋に閉じ込められていた誰だれかさんのせいよね。なんか、文句ある？」

　反論を許さない鋭するどい眼光に射いすくめられる。

　全部事実なだけに上手うまい言い訳が思いつかねえ。

「……ありませんっ！」

　勝ち誇ほこった顔で立ち去るリーンの両手に握にぎられた俺の全財産。

　ちくしょう！　またいつもの貧びん乏ぼう生活じゃねえか！
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　とまあ憤いきどおっていたあの日から結構な月日が流れた。

　アクセルの街は相変わらず騒さわがしく、カズマが王都からなかなか帰ってこないと思ったら、爆ばく裂れつ娘むすめの妹がアクセルの街にやって来たりもしたな。

　他ほかにはダクネスの隠かくし子騒そう動どうもあって、毎日が賑にぎやかで飽あきさせてくれない。

「昔の俺には考えられない日常だな」

　ギルドの酒場で水を飲みながら呟つぶやく。

「何を黄昏たそがれてんのよ、似合わないわね。まーた、お金ないんでしょ。さっきウェイトレスが愚ぐ痴ちってたわよ。水しか頼たのまないから、次要求されたら大量に塩入れてやるって」

「塩分も不足してたから、丁度いいぜ」

「ダストよ。いい加減にしないと、しまいには毒を盛られるのではないか」

　リーンだけかと思ったらテイラーもいたのか。

「ダストなら毒飲んだって腹壊こわす程度だろ」

　失礼な事を言って俺の隣となりの席に座ったのはキースだ。

　一人で優ゆう雅がな時間を満まん喫きつしていたのに仲間が全員揃そろいやがった。

「腹壊したら、ギルドに慰い謝しや料りようをたんまり請せい求きゆうしてやんよ」

「本当にゲスというかクズよね。今いま更さらだけどさ、はあーっ」

　わざとらしく大きなため息を吐つくな。

「世の中ってのは金さえあれば、なんとかなるんだよ。そういう事だから金貸してくれ」

「ねえ、貯金とか節約って言葉知ってる？」

　優やさしい口調だがリーンの目が笑ってねえ。

「言葉は知ってるけどよ、意味は分かんねえな！」

「こ、こいつ、胸を張って堂々と言い切ったぞ。悪びれる様子すら微み塵じんもないというのか」

「開き直りのレベルが半はん端ぱねえ。こうはなりたくねえぜ」

　二人がなんか言っているが、テイラーは分かるとしても、キースには言われたくねえ。

　あいつは俺より運がいい程度で、日ひ頃ごろの行いは似たり寄ったりのくせしやがって。

「いいか、俺がクズに見えるのは金がねえからだ。金さえあれば身も心も豊かになって穏おだやかに幸せに暮らせるんだよ。金持ち喧けん嘩かせずって言うだろ？　だから金貸してくれ」

「嫌いやよ。頑がん張ばって働いて稼かせごうって気はないの？」

「ない！　俺は苦労をしないで楽して金が欲しいんだよ！　働くなら楽して儲もうかるか異様に儲かるか、もしくはその両方じゃねえと働かねえぞ！　絶対にだ！」

　俺がそう言い切ったタイミングで、

『緊きん急きゆうクエスト！　緊急クエスト！　街の中にいる冒険者の各員は至急、冒険者ギルドに集まってください！』

　ギルドの内と外から声が響ひびいてくる。

　これは冒険者ギルドの受付をやっているルナのアナウンスか。

　ギルドのカウンターの奥おくに視線を向けると、ルナが街中に声を響かせる事ができる魔道具を摑つかんでいた。

「緊急クエストのアナウンスなんて久しぶりね。今度はなんなのかな」

「キャベツの時期ではないはずだ。また魔王軍の幹部や厄介事でなければいいのだが」

「でもよ、テイラー。キャベツ以外でわざわざ緊急クエストを発注するような事って、なんかあったか？」

　キースが腕うで組ぐみをして考え込みながらこっちを見たが、分かるわけがないだろ。

　俺が肩かたをすくめると同時に、アナウンスの続きが流れる。

『繰くり返します。街の中にいる冒険者の各員は、至急冒険者ギルドに集まってください！……………………冒険者の皆みなさんっ!!』

　ここまで一気に話して疲れたのか、ルナが大きく息を吸い込むと、

『宝島です!!』

　と叫さけぶ。それを聞いた途と端たん、俺達も含ふくめたギルド中の冒険者が立ち上がると、カウンターに駆かけ寄る。

「ちょっと、押さないでよ！　あっち行きなさいよ！」

「誰だ肘ひじ入れたのは！　おいっ、尻しり摑むな！」

「俺が先だ、どけよっ！」

　既すでに何人もの冒険者が押しかけてごった返しているが、ここで負けるわけにはいかねえ！

「リュック、ツルハシ、ヘルメットの数は十分に用意していますので慌あわてないでください！」

　他の冒険者を押し分け、必死になって手を伸のばす。

　ギルドが用意してくれていた一式をなんとか借りると、仲間と一いつ緒しよにギルドを飛び出して行く。周囲には何十人もの冒険者が同じような恰好で全速力で走っている。

　俺達も負けてられねえぞ！

「最高じゃねえか！　あの宝島に遭そう遇ぐうできるなんてよ！」

「噂うわさを耳にしたことはあるけど、宝島と本当に出会えるなんて……。確か十年に一度ぐらいの確率で、神しん獣じゆうの玄げん武ぶが巨きよ大だいな甲こう羅らを天日干ししに地上に現れるって話よね。まさか、アクセルの街近くに出てきてくれるなんて思いもしなかったわ」

「千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。これを逃のがすわけにはいくまい！　タイムリミットは日にち没ぼつまでだ。それを過ぎると玄武はまた地中深くに戻もどっていくらしい」

「稼ぎに稼ぎまくってやんぜ！　神獣っていってもデカい亀かめだろ。ロープを張るのは任せな。一番いいところに矢を撃うち込んでやるよ！」

　こういう時はキースが頼もしい。《千里眼》に《狙そ撃げき》スキルがあるから、誰よりも先に良い場所を確保できるはずだ。

　宝島というのはリーンが言っていた通り、神獣玄武の事だ。巨大な亀の姿をしていて普ふ段だんは地中で生活しているのだが十年に一度だけ地上に現れる。珍めずらしい鉱石が好物らしく、その甲羅には希少な鉱石が大量にくっついている。

　故ゆえに宝島と呼ばれている。

　冒険者達は玄武本体ではなく、体に付いた鉱石を目当てにして宝島へ猛もうダッシュ中だ。







「…………おう、マジか。噂には聞いてたが」

　巨大な亀なのは知ってたが、まさかこれほどとは。

　宝島が街の入り口の近くに驚おどろくほどの巨体を晒さらしている。

　小さな山としか思えない巨大な甲羅の表面には、鉱石がみっしりとこびりついている。

　目を閉じ、足を投げ出して寝ね転ころんでいる姿は、くつろいでいるようにしか見えない。俺達の存在なんてどうでもいいんだろうな。

　予想以上の迫力に思わず足が止まり息を吞のむ。

　ただデカいだけではなく、その存在は厳おごそかなものすら感じさせる。神獣と呼ばれるのも納なつ得とくだ。

「おっと、呆ほうけている暇ひまはねえな。キース頼んだ！」

「うっし、任せな！　あそこら辺が狙ねらい目か」

　かぎ爪づめになっている矢にロープを巻き付け、キースが宝島の最上部近くに撃ち込む。

　うまい具合に引っかかったのを確かく認にんすると、俺達は一気に上っていく。

「おらっ、どけどけー！　俺様のお通りだ！」

　良質な鉱石がありそうな場所をいち早く確保すると、仲間を手招きする。

　下の方で聞き覚えのある声がしたから覗のぞき込むと、遠くの方にカズマ達が見えた。バニルの旦だん那なやウィズもいるな。

　先を越こされないようにとっとと掘ほらねえと。

「てめえら、死に物もの狂ぐるいで掘れよ！　こんなチャンス二度とねえからな！　周りのヤツらは全員敵だと思え！」

「言われるまでもないわよ！」

　リーンまでもが目の色を変えてツルハシを振ふり下ろしている。

　珍しく興奮しているのは、鉱石の塊かたまりを砕くだくたびに宝石のように輝かがやく石が砕け散るからだろうな。女ってのは光り物に弱いって相場が決まっている。……この場合は男も同じか！

　しかし、噂には聞いていたがマジで凄すごい量の鉱石が採さい掘くつできるんだな。こりゃ、時間ギリギリまで掘って掘って掘りまくるしかねえ！

　周りの連中も俺達と同じように必死の形相なんだが、ここにいるのは全員冒ぼう険けん者しやだ。

　これだけ簡単に稼げるなら街の住民も参加しそうなもんだが、それには理由がある。

「ああっ、くそっ！　鉱石モドキに当たっちまった！」

　悲鳴とざわめく声がする方に顔を向けると、結構近くで一人の冒険者がデカいタコみたいな生き物に囲まれていた。

　鉱石モドキとは、その名の通り鉱石に擬ぎ態たいして襲おそい掛かかる厄やつ介かいなモンスターだ。

　これがあるから、戦う術すべのない住民は手を出せない。

「ダスト、頼む助けてくれ！」

　見知った冒険者が俺を見つけると助けを求めてきた。

　そんなヤツに返す言葉は決まっている。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　お前がそんな弱いわけないだろ！　お前の実力なら倒たおし切れると信じてるぜ、頑張れ！　やればできるって！　万が一やられた時は、その場所は俺が採掘してやるから安心して成じよう仏ぶつしな」

「てめえ、見捨てる気か！　俺がやられたら分け前が増えるとか思ってんだろ！」

　こいつは何を当たり前の事を言ってんだ。

「ここは戦場だぜ。実力がないものは去るべきなんだよ！　弱者はさっさと尻しつ尾ぽを巻いて逃にげやがれってんだ。俺が手に入れた最高級の鉱石を見み舞まいの時に見せてやるから、涙なみだ流して喜びやがれ！」

「脱だつ落らくして稼ぎ口が一人減れば、俺達がもっと儲かるんだぜ！　助けてやる義理はねえよ！　モンスターに加勢しないだけでも、ありがたいと思うんだな！」

　俺が煽あおると欲に目がくらんだキースが便乗してきた。

　今は一秒も惜おしい。宝の山を目の前にして他ほかのヤツらに構っている時間はねえ。

　それにあいつの実力はよく知っている。

　苦戦はするが負けるような敵じゃない。手を貸さなければ倒すのに手間取るだろうけどな。

「あんた達って……。人の心ってものがないの？」

「馬鹿野郎！　冒険者に危険はつきものだろうが！　ここにいる全員が覚かく悟ごの上で挑いどんでいるはずだ。助けるのは相手に対する侮ぶ辱じよくだぞ。おっとでっけえマナタイト見っけ！」

　これだけでも今月の酒代が確保できるんじゃねえか。他人に構っている場合じゃねえ！

「もう……。ちょっと行ってくる」

「放ほうってはおけぬな。俺も行こう」

　鉱石モドキに手間取っている連中をリーンとテイラーが助けに行った。

　お人ひと好よしだな、あの二人は。他人の事よりまずは目先の利益だろ。

　戦せん闘とうが始まったようだが俺とキースは無視して掘り続ける。

「うおおおおお……おお？　だ、だ、だ、ダスト!?」

「なんだ、うっせえな。口を動かす暇があるなら手を動かしやがれ」

「掘り当てちまった……鉱石モドキを」

　視線を上げると俺達の前に特大サイズの鉱石モドキがいた。タコの足みたいな触しよく手しゆをゆらゆらと揺ゆらしながら迫せまってくる。

「リーン、テイラー、手伝ってくれ！　お前らも傍ぼう観かんしてないで手を貸せよ！」

　周りにいる冒険者にも助けを求めるが、ちらっとこっちを見て「フッ」と鼻で笑うとすぐに採掘作業に戻る。

「冒険者は助け合いの精神だろ！　薄はく情じよう者ばっかだなおい！」

　キースも叫ぶが無視しやがる。

　リーンとテイラーは助けた野郎と一緒に掘り始めていて、こっちを見ようともしねえ。

　先に助けを求めていた野郎は中指おっ立てると、舌を出して挑ちよう発はつしやがった！

「俺達がぼろ儲けしても奢おごってやんねえからな！　くそっ、キースとっとと片付け……おい、キース？　おおおい！　なんのつもりだ！」

　少し目を離はなした隙すきに安全な場所まで逃げやがった！

「ダストができるヤツだって、俺は信じてるぜ。……これでライバルが一人脱だつ落らくか。骨は拾ってやるから安心しな！」

「てめえら、覚えてろよおおおおおっ！」

　右手に剣けん、左手にツルハシを構えて鉱石モドキに飛び掛かった。

　その後なんとか撃退して、遅れた分も取り戻せた。

　仲間や周りの連中に言いたい事は山ほどあったが、予想以上の稼かせぎと極度の疲ひ労ろうで文句を言う気力すらない。

　結局、宿を取る元気もなく、馬小屋にたどり着くと気を失うように眠ねむりに落ちた。
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「──ン。ねえちょっと、いい加減起きなさいよ！」

「えっ、なんだなんだ!?」

　耳元で大きな声がして目を開けると、眼前に見慣れた顔が迫っていた。

「あれ、あんたいつからそんな言こと葉ば遣づかいになったの。いつもの堅かた苦くるしいのより、そっちの方が断然いいわよ」

「何を言って……仰おつしやっているのですか。失礼しました、どうやら寝ねぼけていたようです」

　なんで俺──私はあんな粗そ暴ぼうな話し方をしたのだろうか。

「ドラゴン達のいる厩きゆう舎しやで寝るなんて、あんたらしいけどね」

　あのお方は白い歯を輝かせながら楽しそうに笑っている。

「ねえ、あの話聞いた？」

「あの話とは？」

　笑え顔がおに影かげが落ちたのを見逃さなかったが、あえて気づかぬ振りをして質問を質問で返す。本当は何を言いたいのか全すべて知っている。

　そして、私に何を言わせたいのかも。

「ふーん、知らないならいいわ。ねえ、いつになったらドラゴンに乗せてくれるの？」

「いつになっても乗せられません。危険だといつも言っているではないですか」

「何よ、ケチ臭くさいわね」

　頰ほおを膨ふくらまして拗すねているが、あれは本気じゃない。

　本気で拗ねた時やわがままが全開になった時は……思い出したくもない。

「──様、そのような話し方はどうかと」

「あんたまで爺じいやみたいな事を言わないでよ。公式の場ではちゃんとしているんだから、いいじゃないの。私だって時と所と場合をわきまえているわよ」

「だと良いのですが」

　いつもの事だが、翻ほん弄ろうされっぱなしだ。

　これでも一国の──。









「いつまで寝ているのよ」

「あなたに引っ張りまわされて、昨晩は眠れ……なんだ、リーンか」

　久しぶりにあの方の夢を見たせいで、リーンと見み間ま違ちがえちまったか。

　俺の顔を覗のぞき込んでいる顔が呆あきれから驚きよう愕がくへと変化していく。

「何よ、今の気持ち悪い話し方……」

「どうよ、騎き士し様の真ま似ねは。最近は高収入で安定してる騎士がモテるって聞いてよ、結けつ婚こん詐さ欺ぎ狙いでちょっと練習してんだ。あれー、もしかしてキュンときちまったか？」

「くるわけないでしょ。バカな事をやってないで、とっとと起きなさいよ」

　どうにか誤ご魔ま化かせたか。

　今のはヤバかった。素すで間違えるとは、本気で疲つかれてたんだな。

　昔は頻ひん繁ぱんに見ていた夢だが、最近はほとんど見なくなった。吹ふっ切れたのか、それとも今が楽しすぎて過去を思い出す事すらなくなったのか。

「そうそう、ゆんゆんがあんたの事を捜さがしていたわよ」

「珍めずらしいな、あいつが自分から人捜しをして声を掛けるなんて。少しは人慣れしてきたのかね」

「どうかな。挙動不ふ審しんな感じであたし達の近くを行ったり来たりして、何度もこっちをちらちら見ていたから、声掛けてみたらそう言われたのよ」

　ただの不審者じゃねえか。いい加減、俺の仲間とぐらいはまともに話せるようになれよ。

　寝起きの失敗のおかげで完全に目が覚めたのはいいが、ゆんゆんは俺に何か用でもあるのか。

　ギルドに入ると窓まど際ぎわの席にゆんゆんが座っている。視線が彷徨さまよっていて見るからに落ち着きがない。

　テイラーとキースは少し離れた席からこっちを見ている。二人きりで話したいって事か？

「じゃあ、あとはよろしくー」

　リーンがテイラー達の方に行ったので、俺はゆんゆんの前の席に座った。

「朝っぱらからなんの用だ？　金でも貸して欲しいのか？」

「そこまで落ちぶれていません！　えっと、あのですね、ちょっと頼たのみ事がありまして」

　指をもじもじさせながら、上目遣いで何かを言おうとしている。

　ははーん、これはピンと来たぞ。

「なんだ告白か。悪いがお前の年じゃ立つものも立たねえんだよ。三年後ぐらいにもう一度告白してくれや」

「こ、告白なんてしませんよ！　私にだって選ぶ権利はあるんですからね！　『最近はろくでもないチンピラに騙だまされている』って噂うわさが広まって、ますます人が寄り付かなくなっているんですよ。どうしてくれるんですかっ！」

「知るか。それで話があるんじゃないのかよ。用がないなら帰るぞ。俺は朝っぱらから飲んだくれる仕事があんだよ」

「それは仕事って言わないですよね！　もう、ちゃんと話を聞いてください」

　いつもなら、もうちょい辛しん辣らつな文句を言ってくるんだが、どうにも様子がおかしい。

　挙動不審なのは相変わらずだが、それは俺以外の誰だれかがいる時の話であって、二人きりだともっと自然体だよな。話ぐらいは聞いてやるか。

「本当はダストさんにだけは頼みたくなかったんですけど、他に頼める人がいなくて。渋しぶ々しぶですが、お願いが」
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「嫌いやなら他ほかを当たれや。……おっと、他が誰もいないんだったな！　迷えるボッチ紅こう魔ま族よ、話だけでも聞いてやろうではないか。俺様に話してみるがよい」

「バニルさんの真似やめてください！　そういうところが嫌なんですよ！」

　からかいすぎたか、机をバンバン叩たたいて怒おこっている。

　どうやら、結構深刻な頼み事のようだ。

「悪かった、悪かったって。でよ、話を脱だつ線せんさせてねえで、さっさと進めてくれや」

「誰のせいで……。あのですね、その、えっと。ダストさんに……でも、ダストさんを連れて行くと、お父さんが勘かん違ちがいしないかな」

　自分から呼び出しておいて言い淀よどむと、またぶつぶつ独り言を。

　丁度近くをウェイトレスが通りかかったので呼び止める。

「ちょっと、そこの姉ちゃん。酒と腹に溜たまるもの持ってきてくれ。金だ？　こいつが払はらうってよ。なあ、ゆんゆん」

「えっ、はい？」

　人の話を聞いてなかったらしく、適当な相あい槌づちを返す。

「ほらな。じゃんじゃん持ってきてくれ」

　これで人の金で腹が満たされる。今はこれぐらいの飯代は軽く払えるが、ただで食えるならそれに越こしたことはねえ。

　飯と酒が運ばれて食い始めると、俯うつむいていたゆんゆんが勢いよく顔を上げた。

「わ、私も覚かく悟ごを決めました！　ダストさん、私と一いつ緒しよに紅魔の里に来てください！」

「ぶっはっ！　げはっ、ごほっ。気管に酒がっ」

「きゃあああ、お酒が！　汚きたないいぃぃ」

　予想外の言葉に思わず酒が吹き出た。

「おいおい、付き合ってもないのに結婚の報告は気が早くねえか？」

「ち、ち、違いますよ！　私にだって選ぶ権利ぐらいあります！　そうじゃなくて、私個人からの依い頼らいです。紅魔の里に行って、一緒に族長の試練を受けて欲しいんです。紅魔族は族長を決める際に二人組で受ける試練がありまして、それに同行してもらえませんか？　私が魔法使いなので、守ってくれる人が必要なんです」

　そこまで一気にまくしたてたゆんゆんの頰が少し赤らみ、怯おびえたような表情でこっちを見ている。

　なるほど、そういう話か。

　族長の試練とやらが紅魔族と二人で参加するものなら、もう一人は剣けん士しや戦士といった前衛に頼むのが筋ってもんだな。

　ゆんゆんの知り合いで前衛が務まりそうな相手といえば、俺ぐらいしかいなかったと。

　頼たよれそうな男として俺を選んだのは評価してやりたいが、

「ああん？　俺は宝島で儲もうけたから今は働く必要ねえんだよ。バインバインの紅魔族のチャンネー紹しよう介かいするってなら、まあ請うけてやらなくもないけどよ？」

　残念だったな。今は金もあるから仕事なんてやる気が出ねえ。

「ちょっと迷うぐらいしてくださいよ！　なんでそんな最低な事を言えるんですか」

「最低だあ？　おいおい、労働ってのは金を稼かせぐためにやるんだぜ。懐ふところが満たされた今、どこに労働する必要性があるってんだ」

「と、友だ……知り合いの女の子が困っていたら、助けてあげようとか思わないんですか!?」

「思わねえな！　俺を動かしたかったら、金持ちで美人でスタイル抜ばつ群ぐんで惚ほれっぽくてエロいチャンネー連れてこいや！」

「要求が増えてる！　もう、いいです。他の人に頼みますから！」

　捨て台詞ぜりふを残して、ゆんゆんが走り去っていく。

「なんだあいつ。反はん抗こう期きなのか」

「もうちょっと、言いようがあるでしょ。あまりにも哀あわれで見ていられなかったわ」

　近くの席で聞き耳を立てていたリーンが俺の正面に座る。

　言いようも何も、素直に受け答えしただけじゃねえか。

「あいつもタイミングが悪かったな。宝島が来る前なら請けてやっても良かったんだが、今は金が唸うなるほどあるから働く必要がねえ」

「……人選を間違えたとしか言えないわ。前衛が欲しいみたいだったからあたしじゃ手伝えないし」

　紅魔族といえば魔法使いのエキスパート。言動とネーミングセンスに問題はあるが、実力は誰もが知っている。

　ゆんゆんは紅魔族の中でも優ゆう秀しゆうな部類らしい。そんなあいつが助けを求めるって事は相当厄やつ介かいなんだろうな、試練ってやつは。

「マジで誰もいなかったら、考えてやってもいいけどよ」

「あんな断り方をしたら二度と来ないでしょうね。でも、ゆんゆんって他に頼れる人いるのかな……」

　リーンにそう言われて、ふと考えてみる。

　アクセルの街でゆんゆんが比ひ較かく的だが自然に話せる相手は……同郷の爆ばく裂れつ娘むすめを除いたら、バニルの旦だん那なと俺、ぐらいか？

　あとはカズマとも仲が良かったな。紅魔の里が絡からんでくるとなると爆裂娘の仲間もやっているカズマに話がいきそうだ。

　ダチはクズマなんて呼ばれたりしているが、お人ひと好よしなところがある。

　ゆんゆんはボッチで人見知りなのを除けばまともだ。あの色物集団に囲まれているダチにとっては希少な相手。それにカズマの性格だと頼まれたら断れない。

　まあ、なんとかしてくれんだろ。

「でも、あんたが断るなんて意外ね」

「そうか？　ゆんゆんはまともだけどよ、頭のおかしい爆裂娘みたいな性格なのがうじゃうじゃいるんだろ紅魔の里ってよ。どんな魔ま窟くつだ」

　紅魔族は目立ちたがり屋で戦せん闘とう狂きようらしい。全員がアークウィザードで上級魔法をバンバン使えるそうだ。

　そんな連中の巣そう窟くつにわざわざ飛び込みたいとは思わない。

「だってさ、紅魔族って名前のセンスは、まあ、あれだけど、美人が多いって噂よ」

「……ちょっと待て。今、なんつった」

「だから、めぐみんもゆんゆんもそうだけど、紅魔族って美人ばっかりらしいわよ。おまけに外の人との交流が少ないらしくて『出会いを求めている女が大勢いる』って前にカズマが言ってたのに覚えてないの？」

　そんなことを酒の席でカズマが言っていた気がする。

　結構酔よっぱらっていたから適当に聞き流していたが……そういや言ってたな。

「おい、ゆんゆんさんはどこ行った!?　喜んで同行すると伝えねえと！」

「もうとっくにギルドを出て行ったわよ。残念だったわねー」

　こ、こいつ。何が楽しいんだ、嬉うれしそうに笑いやがって。

　くそっ、惜おしい事をしたな。美人だらけの紅魔族かー。それなら少々頭がおかしくて好戦的でネーミングセンスに問題があって発言があれでも我が慢まんできたかも。

　逃のがした獲え物ものを後こう悔かいしながら窓の外を眺ながめていると、爆音が響ひびき巨きよ大だいな土煙が視線の先に見えた。

　また日課の爆裂魔法をぶっ放しやがったか、あの問題児。

　あれと同族か……。ん、んー、やっぱ紅魔の里はいいや。







　金に余よ裕ゆうがあるからギルドの酒場ではなく、繁はん華か街がいの一角にある行きつけの居酒屋で飲むことにした。

　いつものように酒を飲んでいると店内に珍めずらしいタイプの男がやってきた。

　フード付きの真っ黒なローブを着た男だ。それだけなら見逃してやってもいいんだが、顔が女のようにも見える中性的なイケメン。

　恰かつ好こうがどう見ても堅かた気ぎの職業には見えない。おそらく冒ぼう険けん者しやだ。

　アクセルの街で見覚えのない顔って事は新入りか？

　新人教育は街の冒険者の顔として有名な俺の仕事みたいなもんだ。いつものように難なん癖くせをつけて教育料でも巻き上げ……あれはカズマじゃねえか。何してんだ。

　黒ローブのイケメンを遠巻きにカズマが眺めている。

　もしかして知り合いか？　だとしたら教育は止やめにしておいてやるが。

「おいカズマ、どうしたんだ？　さっきからアイツの事見てるけど、まさかそっちの趣しゆ味みなのか？　それとも、ダチか知り合いか？」

「そんなわけないだろ！　知り合いでもないけどな……」

　違うのかよ。だったら俺が何しようと構わねえよな。

　一人で飲むフード野や郎ろうに近づくと相手がこっちを見る。

　近くで見れば見るほど女が好きそうな顔をしてやがる。こいつはナンパなんてしなくても、勝手に女の方から寄ってくるんだろうな。

　……そう考えると無む性しようにムカついてきた。

「おう、見ない顔だなイケメンの兄ちゃんよお。俺の名はダスト。この街でちょっとした顔で通っているもんだ」

「……いきなり何だこの男は。俺に何か用か？」

　こいつ声までイケメンじゃねえか。びびるような素そ振ぶりもねえ。ちょいきつめに脅おどしてみるか。

「俺が名乗ったんだからお前も名乗れよ。礼れい儀ぎってもんを知らねえのか？　あ？」

「…………俺の名はデューク。もう一度訊きくが、何か用か？」

　涼すずしそうな顔をしやがって。本当は今にも泣きそうなくせに見み栄えを張ってんだろうな。

　イキがっているヤツにありがちな対応だ。あと一押しか。

「お前、見ない顔だが新入り冒険者か？　さっきも言ったが、俺はこの街のちょっとした顔でな。一杯ぱい奢おごっとくと何かと助かるぜ？」

「ほう、この俺にたかる気か？　……なるほど、人里には出てみるものだな。こんな面おも白しろい経験はなかなかできはしないからな」

　おうおう、偉えらそうな物言いじゃねえか。

　仰ぎよう々ぎようしく立ち上がったが、そんなもんでびびる……な、なんだこいつ!?

　相手から押し寄せてくるプレッシャーに全身の毛が逆立つ。

　こいつ、力を隠かくしてやがったのか。なんちゅう威い圧あつ感だ。そんじょそこらのモンスターとは比較にもならない、化け物じみた力の持ち主だぞ！

　ど、どうする。今ここでびびって引くわけにはいかねえ。こいつに舐なめられるのも癪しやくだが、居酒屋の客の目もある。

「フッ、合格だ。そうだ、冒険者はそれでいい。俺達の商売は舐められちゃおしまいだからな。新入りにはこうして粉をかけ、反応を見るのさ。素す直なおに金を払はらう腰こし抜ぬけは、冒険者には向いてねえから田舎いなかに帰りなと諭さとしてやる。そして、あんたみたいな骨のあるヤツには一杯奢ってやる事にしているのさ」

「……そうか。なかなか面白い事をしているのだな」

　そう言って、デュークは再び座る。

　セーフ!!　よおおおし、上手うまく切り抜けたぞ！

　今のは我ながら完かん璧ぺきじゃねえか。舞ぶ台たい役者も真っ青な演技力だったぜ。こりゃ、役者目指すのも悪くねえな。

　店員に自然な感じでこいつの酒を注文して「じゃあな」と言ってさりげなく立ち去る。

　隠れて観察を続けているカズマの許もとに、ゆっくりと余裕の態度を崩くずさずに歩いて行き……。

「おいカズマ、なんだよアイツは！　あんなヤバそうな相手なら最初に言っといてくれよ！　一杯奢るハメになったじゃねーか！」

　詰つめ寄る俺に呆あきれているカズマだったが、どうやらデュークの実力に興味があるらしく、魔王幹部に匹ひつ敵てきする実力じゃねえかと教えると何やら考え込んでいる。

　人が親切に教えてやったのに何を思ったのか、自ら絡んでいき最終的には仲良くなったようだ。

　……結局カズマは何がしたかったんだ？




　　　　４




　数日後、またあの居酒屋に来てみるとデュークがいやがった。

　関かかわらない方がいい相手なのは確かだが、カズマが興味を示していたのが気になる。

　遠巻きに眺めていると、場末のこの店には相応ふさわしくないドレスを着込んだ女が現れた。バッチリと化け粧しようもしているが……あれはダクネスだよな？　めかし込んで何やってんだ？

　デュークの隣となりに座って何か言っているようだが、まあ考えるぐらいなら直接訊いた方が早いな。

「あれっ、ダクネスじゃねーか！　おい、こんなとこでドレスなんて着ちゃって何してんだよ。ここはお貴族様が来る店なんかじゃねーぞ？　ダスティネス家のお嬢じよう様さまよお、せっかくここで会ったんだし、ちょっと一杯奢ってくれよ！」

　俺の顔を一いち瞥べつしたダクネスが心底嫌いやそうな顔をしやがった。

「……嫌ですわ、どなたかと間ま違ちがえられているのではありませんか？　私は」

「何言ってんだよララティーナ。俺だよ俺。ダストだよ！　一いつ緒しよにパーティー組んで冒険もしたし、他ほかにも色々あっただろうが！　忘れたなんて言わせねえぞ！」

　なんだこいつ、他人行儀な真ま似ねしやがって。

　お、おい、なんだいきなり手を握にぎって。カズマに相手にされないから男に飢うえ………金を渡わたしてきやがった。

　よく分かんねえけど、今は構っている暇ひまがねえってか。しゃあねえな、今日のところは大人しく引き下がってやるよ。

　この金でサキュバス店に行っても良かったんだが、カズマと宴えん会かいプリーストのアクアの姉ちゃんがダクネスの奇き行こうを店の隅すみから見物しているのを発見して、俺もしばらく観察することにした。

　どうやら逆ナンしているみたいだな。かなり無理しているようだが何がしてえんだ？

　最終的には相手にもされず、ダクネスが赤っ恥ぱじを搔かいただけだった。

　カズマ達が楽しそうに見物していたという事は何かの遊びか？　あの堅物そうなイケメンの兄ちゃんのナンパに先に成功したら勝ちみたいな感じだな、たぶん。

　んー、性格はあれだが見た目だけは抜ばつ群ぐんなダクネスの誘ゆう惑わくが通用しねえって事は、デュークの好みは真逆と考えるべきか。

　そうなると、あいつを落とせそうな人材に心当たりがあった。恥を搔かされた恨うらみを込めて同じ思いを味わわせてやる。







「てなわけで、協力してくれや」

「嫌ですよ。なんで見ず知らずの人を口説かないといけないんですか」

　サキュバス店に昼間から出向いてやって清せい掃そう中のロリサキュバスに頼たのんだら、この態度だ。

「はあ、お前さんの魅み力りよくならイケメンでもころっと落ちるかと思ったんだがな。まあ、勝てない勝負には挑いどまないってのは利口か。悪かったな」

「そうやって私のプライドを刺し激げきしたら、なんでも言う事を聞くと思わないでくださいね」

　おっと、こいつ学んでやがるな。

　いつもならこの流れであっさり折れるってのに、妙みような知ち恵えをつけやがって。

　……そういや、なんで俺はあんなヤツに執しゆう着ちやくしてんだ？

　よくよく考えると、そこまでムキになって本気で取り組むような案件じゃないな。このあいだは酔っぱらった勢いもあったが、酔いが醒さめたらどうでもよくなってきた。

「まあ、いっか。あのイケメンが何をしたいのかはちいとばっか気になるが。そういや、ウィズを嫁よめにしたいとかなんとか、カズマと話していたな」

「その話を詳くわしく！」

　な、なんだ、急に迫せまってきやがって。

　ぎらぎらした目でこっち見んな。さっきまでのやる気のない態度はどこ行きやがった。

「カズマとの会話を遠くから聞いていただけだけどよ、なんでもウィズを嫁にして魔ま道どう具ぐ店を辞やめさせたいらしい」

「お嫁さんにですか！　結婚後に魔道具店を寿ことぶき退職したら、バニル様は一人で店を切り盛りする事になりますよね。そうしたら当然人手不足になって誰だれか雇やといたいという流れが待っているはず。そこで店の看かん板ばん娘むすめとして私を雇ってくださり、一緒に過ごしていくうちに愛が芽生え……。きっと、そうなります！　そうなるべきです！」

「お、おい。ぶつぶつ言って気持ち悪いな」

　俯うつむいて何か呟つぶやいていたかと思えば、勢いよく顔を上げた。

　ロリサキュバスはなんでにやけ顔なんだ？

「ナンパのお手伝いします！」

「あ、いや、もう、どうでもいいんだけどよ……」

「いいえ、やります！　やらせてください！」

　鬼き気き迫る表情で詰め寄ってくるロリサキュバスの迫はく力りよくに負けて、俺はただ頷うなずくしかなかった。







　あの居酒屋の前でぼーっと突つっ立っている。

　店の中を確かく認にんするとデュークは同じ席で酒を飲んでいた。今日も一人酒らしい。

「まだ来ねえのか、ロリサキュバスは。もう、帰ってもいいんじゃねえか」

「帰らないでくださいよ」

　待つのも面めん倒どうになってきたところで声がした。

　小走りで寄ってきたロリサキュバスの服装を見て眉まゆをひそめる。

「なあ、その大人しい感じの服はなんだ？　女から誘さそうんだぞ。どう考えてもむしゃぶりつきたくなるようなエロい恰かつ好こうでやるべきだろ」

　いつもの純じゆん朴ぼくそうな村娘の服で現れやがった。

　もっと露ろ出しゆつしたサキュバス店での恰好みたいな方が男を落としやすいだろ。

「はあ、分かってませんね。私の調べによりますと、男性がナンパする時は派手な相手より、大人しく見える相手の方が声を掛かけやすいのですよ」

「あー、なるほど。確かに派手な姉ちゃんはナンパ慣れしてるイメージがあるから、酔よった勢いでもないと手は出さねえな」

　こいつこう見えてもサキュバスとして成長してんのか。胸とか尻しりとかに成長の兆きざしはねえのに。

「失礼な事を考えませんでしたか？　あのフードの人がターゲットですよね。なるほど、かなりのイケメンですね。ああいう人は自分が格かつ好こ良いいと理解していて斜に構えたりします。そこを褒ほめて刺激すると話が弾はずみやすいんですよ。接客の基本ですね！」

　デュークを指さして即そく座ざに対策を練っている。

　怖おじ気けづく様子はなく、自信満々に見えるが勝算はあるのか？　ちょっとは期待していいのかもしれない。

「よっし、お前さんの実力であのいけ好かないイケメンを口説いてくれや」

「えっ、何言っているんですか？　私は悪魔ですが今日ばかりは天使の真似事をします！　二人をくっつけて後あと釜がまに座る計画ですから！」

「ちょっ、待て！　話が違う………」

　ロリサキュバスが人の話も聞かずに店内に突っ込んでいく。

　そのままの勢いで相手の許可も得ずに隣に座りやがった。あいつはバニルの旦だん那なが絡からむと積極的になるな。

　少しだけ心配になったので、近くの席に腰を下ろして様子をうかがう事にした。

「そこの素敵なお兄ちゃん、私と少しお話ししてくれませんか？」

　おっと、自分のロリ要素を利用して妹キャラで攻せめるつもりか。

　上うわ目め遣づかいに甘えた声。芝しば居いのクオリティーも上がっている。

　やるようになったじゃねえか、今まで共にエロについて熱く語り探究してきた成果が出始めているな。

　ロリコンなら一発で落ちるシチュエーションだが、相手の反応は……。

「なんだ、貴様。そんななりで男を誘惑……お前、この臭においに気配。もしかして下級の悪魔か？」

「な、な、何を仰おつしやっていらっしゃるのであらっしゃるので!?」

　動どう揺ようしすぎて滅め茶ちや苦く茶ちやになってんぞ。

　しかし、何者だ。あっさりとサキュバスの事を見み抜ぬくなんて。下手したら騒さわぎになるかもしんねえな、すぐに飛び出せるようにしておくか。

　椅い子すから少しだけ腰こしを浮うかせて、聞き耳を立てる。

「下級悪魔がなんの真似だ。もしや、ウィズにちょっかいを出していることを警けい戒かいして、バニル殿どのの命令でやってきたのか!?」

　立ち上がったデュークの全身からオーラがあふれ出し、その迫力にロリサキュバスが怯おびえている。

「ち、違うんです！　あの、そうじゃないんです。ウィズさんと上手うまくやれるようにお手伝いしようかなーと、思いまして。私は応おう援えんしているんですよ！」

「あの男といい、なぜかこちら側に付く者がいるのだな。面おも白しろい街だ」

　どうやら険悪なムードは避さけられたみたいだ。

　椅子に深々と腰を下ろして、大きく息を吐つく。

「だがな、俺は悪魔やアンデッドが嫌きらいだ。バニル殿の知り合いらしいから今日は見み逃のがしてやる、消えるがいい」

「は、はい」

　とぼとぼと歩いていくロリサキュバスの後を追って店を出る。

「ダストさん、なんなんですかあの人は！　あんなヤバそうな人なら初めから言っておいてくださいよ！　下手したら殺されるところでしたよ！」

　涙なみだ目めで詰つめ寄ってきて、俺の胸をぽかぽかと殴なぐりながら文句を口にする。

　こいつ、俺がカズマに言ったのと似たような事を言ってやがるな。

「あいつはお前らの仲間じゃないのか？　ヤバい雰ふん囲い気きは俺も感じ取ったんだけどよ」

「どうでしょうか。バニル様の事を知っていたようなので上級悪魔かとも思ったのですが、悪魔とアンデッドを嫌っていましたから」

「ただの危ないヤツか？　それとも旦那を知っていたって事は旦那の関係者か？　どっちにしろ、これ以上は関かかわらない方がいいみたいだな」

　ウィズとの結末が気になるが、厄やつ介かい事になるのは火を見るよりも明らかだ。

　カズマやバニルの旦那に後で結末だけでも教えてもらうとしよう。
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　その数日後、そんな事もすっかり忘れて魔道具店に行ってみると………何かとご機き嫌げんな旦那と号ごう泣きゆうしているウィズがいた。

　机に突っ伏ぷして泣き喚わめいているウィズを放置して、旦那は棚たなの整理をしている。

「うわああああっ！　もう嫌いやです無理ですうううう。あんまりですううううっ！」

　何があったのかは聞かなくてもおおよそ予想はできるが、それでもハッキリさせるために訊きいてみるか。

「旦那。めっちゃ泣いているけど、なんかあったのか？　もしかして、デュークとかいうイケメンが原因とか？」

　俺がその名を口にするとウィズの全身がびくんっと縦に揺ゆれて、泣き声の音量が増した。

「うむ。行き遅おくれが一人でモテていると勘かん違ちがいをして突っ走り、その結果自じ爆ばくしただけの話だ。毎日悪感情を垂れ流してくれるのは良いのだが、泣き声がうっとうしい」

「つまり、プロポーズだと思ったら違ったって事か？」

「それどころか、相手は無能未婚店主を倒たおしに来たというオチでな。あまりに滑こつ稽けいで無残な結末だとは思わぬか。貴様にも見せてやりたかったぞ、フハハハハハハハッ！」

　豪ごう快かいに思い出し笑いをする旦那の背後でゆらりと立ち上がる人ひと影かげ。

　日ひ頃ごろの優やさしく微笑ほほえむ姿からは想像もできない、悪鬼のような表情のウィズがいた。

「や、やべえ………。だ、旦那。後ろ、後ろ！　さ、寒さみいいいいっ！　ちょっ、凍こおる、凍る！」

　ウィズから極ごつ寒かんの冷気が一気にあふれ出す。

　吐はいた息が途と端たんに白くなり、あまりの寒さに全身が震ふるえて、歯がうるさいぐらいにガチガチと鳴る。

　昔は有能な冒ぼう険けん者しやで氷の魔女と恐おそれられていたウィズと、底が知れない実力があるバニルの旦那。本気で喧けん嘩かしたらここ一帯が更さら地ちになるぞ。

「どうしたというのだ？　まだ冷れい房ぼうが必要な季節ではないのだが。もしや、無む駄だに興奮して火ほ照てったその体を少しでも冷まそうとしておるのか？　あまり店内を冷やすのはやめてもらえぬか。引き出物として購こう入にゆうしておいた高級な酒が凍ってしまうでは……。おっと、これはもう無用であったか！　これは失礼した！」

「いくらバニルさんでも、言っていい冗じよう談だんと悪い冗談があるのですよ……」

　口元の笑えみをわざとらしく隠かくして煽あおっていく旦那を見て、更に冷気が濃こくなり俺の体に霜しもが降りている。

　マジでヤバい。ここに居たら巻き込まれて確実に死ぬ！

　震える体をどうにか動かして、這はうようにして店の外へと転げ出る。

　背後からは泣き叫さけぶ声と大笑いが聞こえてくるが、俺は体を温めながら安全圏けんまで逃にげるのに必死だった。

　その日から受うけ付つけ嬢じようのルナだけではなく、ウィズにも結けつ婚こんの話は禁句となった。
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「──ねえ、私が結婚するって言ったらどうする？」

　いつものように愛あい竜りゆうの体を磨みがいていると、唐とう突とつにそんな話を切り出された。

「姫ひめ様さま。竜舎に近づいてはいけませんと、何度も言っていますよね」

「いいじゃないの別に。姫なんて、やる事なーんにもないんだから」

　自由奔ほん放ぽうな姫らしい発言だ。

　公式の行事がある時を除いて、このお方は好き勝手に行動している。

　城を抜け出して騒そう動どうになった回数はもう数える気すら起こらない。お転てん婆ばを絵に描かいたらきっと目の前の姫になるのだろう。

「ねえ、なんか失礼な事を考えてない？」

「……滅めつ相そうもございません」

「その間は何？　……まあいいわ。それでさっきの話なんだけど、私が結婚したらどうする？」

「おそらく結婚式当日は警備に回されるのではないでしょうか」

　ドラゴンナイトなので上空の警備を担当させられるはずだ。

　そんな私の返答が気に入らなかったのか、不機嫌さを隠そうともせずに半眼でじっと睨にらんでいる。

「そういう事を訊いているんじゃないって分かって言ってるわよね！　そこは『最愛のお姫様がいなくなったら寂さびしくて死んじゃいます！』ぐらいの気が利きいた事言えないわけ!?」

「最愛の姫様がいなくなったら寂しくて死んじゃいます」

「なんで棒読みなのよ！」

　地団駄を踏ふんで暴れる姫をなだめている自分。

　困り顔をしながらも、きっと口元は笑っているのだろう。

　生き真ま面じ目めで堅かた苦くるしいと同どう僚りようにも言われる私と、破は天てん荒こうで自由気ままな姫。

　真逆の性格をしているからなのか、こうして頻ひん繁ぱんに訪おとずれては無理難題を申し付ける事もあれば、ただの雑談をして帰る時もある。

　先さき程ほどの質問への本心は……臣下として口にしていい事ではない。私はただの貧びん乏ぼう貴族の跡あと取とりなのだから──。









　……またかよ、勘弁してくれ。

　馬小屋の窓から見える空には星が瞬またたいている。もう、夜か。

　魔ま道どう具ぐ店から命からがら逃げ出して馬小屋にたどり着き、冷え切った体を温めようと藁わらに飛び込んだまでは覚えているが、まさかそのまま寝ねちまうとはな。

　過去のクソ真面目だった自分を見るのも苦痛だが、もう吹ふっ切った当時の想おもいが蘇よみがえりそうになる。

「シリアス展開はいいっての」

　こんな日は仲間達とバカ騒ぎでもしたいところだが、なんとなくリーンに会うのが気まずい。

「一人で飲むとすっか」

　誰だれにも会う事がない小さな酒場に行き、浴びるほど酒を飲む。

　もう夢を見ないで済むぐらい泥でい酔すいするように。
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　最近はアクセルの街で騒動もなく、穏おだやかな日々を過ごしている。

　宝島の一件以降、冒険者の大半が金に余よ裕ゆうができて大人しいのも理由の一つだが、最大の要因はカズマ達一行がこの街を離はなれているからだ。

　毎日、鳴り響ひびく爆ばく裂れつ魔法の音もなく静か。

　アルダープが行ゆく方え知れずとなってからこの街の領主となったダスティネス家の娘むすめのくせに、何かと問題を起こしているララティーナお嬢様もいない。

　夜になると宴えん会かい芸で場を沸わかせるアクアの姉ちゃんがいないのはちいと寂しいが、静かに酒を飲みつつナンパするのも悪くねえ。

　唯ゆい一いつの問題はそろそろ金が尽つきる点だ。

「宝島であんだけ荒あら稼かせぎしたのに、あの金はどこに行きやがった。ちょっと豪遊して、酒を飲んで、ギャンブルで負け越こしただけじゃねえか……」

　俺がぶつぶつと愚ぐ痴ちをこぼしていると、いつもの賑にぎやかさが薄うすれたギルド内に見かけない女がいた。

　見た目は肩かたで切りそろえられた黒くろ髪かみに目元の泣きぼくろが印象的な美人。

　スタイルも悪くねえ。ダクネスやルナには劣おとるが、リーンに見習って欲しいぐらいのボンッキュッボンッは十分に魅み力りよく的だ。

　だが、問題は恰かつ好こうだ。白の神官服のようなローブに腰こしのメイス。

　穏やかそうな笑みもひっくるめて、理想的なプリーストに見える。

　体つきも顔も合格点。色気のある目つきも好み。

　普ふ通つうならナンパするところだが、プリーストに……良い思い出がこれっぽっちもねえ！

　俺が出会ったプリーストは一ひと癖くせも二癖もある連中ばかり。あの女も一見まともそうに見えるが何か裏があるに違いない。もう騙だまされねえぞ！

　誰かを捜さがしているような素そ振ぶりをする女プリーストを警けい戒かいして眺ながめていると、騒さわがしい声がギルドの外から響いてくる。

「「「それはない」」」

「カズマはどっちの味方ですか!?」

　あのやかましい連中は間違いなくカズマご一行だ。

　カズマを先頭にしてギルドに入ってきたのはアクセルの名物となっている四人組。

　今日からまた騒がしくなりそうだぜ。

　受付に向かったカズマの話を盗ぬすみ聞きしていると、どうやらまた大物を倒して賞金をもらったようだ。こりゃ、奢おごってもらわねえと。

　いつものようにはしゃいでいるカズマ達に、すっと近づくのは白い神官服の女プリースト。

「あの……。あなたが、サトウカズマ様ですか……？」

　あいつカズマを捜していたのか？

「お噂うわさはかねがね……。貴方あなた様さまのご高名は伺うかがっております。わたくしはセレナと申します。……突然ですが、どうか貴方様のパーティーに入れて頂くわけには参りませんでしょうか？」

　予想外の展開に聞き耳を立てていた、俺も含ふくめたギルド中の連中が黙だまり込む。

　あのプリースト何を言いやがった。

　カズマ達が活かつ躍やくしているのは事実だが、あの個性の塊かたまりのようなパーティーに加入したがる物好きは、この街には皆かい無むだ。

　驚おどろいているのは俺達だけじゃなく、カズマ達も信じられない様子で魔王軍の連中じゃないかと警戒している。

　特にアクアの姉ちゃんは青髪を振り乱して怒おこってんな。自分の立場がなくなるのを警戒してんのか。

　結局、カズマが断ってセレナとかいう女プリーストは去った。

　どうにも胡う散さん臭くさいな、あの女。

　余よ所そから来て、実力を勘かん違ちがいしているだけのようにも見えるが、俺の勘が警戒を告げている。しばらくは様子を見た方が良さそうだ。
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　次の日。ギルドでリーンと飯を食っているとまたセレナがやってきた。

「あのプリーストっぽい人、初めて見る顔ね」

「昨日、カズマ達に仲間にして欲しいって頼たのんでたぞ」

「……えっ、冗談よね？」

　まあ、そんな反応になるわな。

「カズマはリーダーとして優ゆう秀しゆうだと思うけど、こう言ったらなんだけど残りの三人が……ね。あのパーティーに加わろうなんて勇気あるわ、あの人」

　エルロードの一件で見張っていたからこそ分かる、あの連中の異常さ。

　元から問題児ばかりの集団だと認にん識しきされていたが、俺達は他ほかの連中よりも触ふれ合う機会があったからな。より正確な情報を得ている。

　セレナがただの世間知らずなら別に構わないんだが、何を思ったのかギルドの片かた隅すみで冒ぼう険けん者しやを集めて何やら始めている。

「では、討とう伐ばつに出られる方はこちらに並んでくださいね。効果が長時間持続する支し援えん魔法を、無料で掛かけさせて頂きますので……」

　それを聞いていた他の冒険者が列を作って並びだした。

　パーティーにプリーストがいるのは稀まれなので、正直に言えば俺達のようにプリーストのいないパーティーの冒険者にとって、支援魔法はありがたい。

「へええ、できたプリーストみたいじゃない。あたしもクエストを受けていたら頼みたいぐらいよ。どこの宗派なのかな？」

「……アクシズ教じゃないのは確かだぜ」

　アクシズ教の連中が無む償しようでこういった行こう為いをしないとまでは言わねえが、魔法を使った後に「感謝しろ」だの「入信しろ」だの「お布ふ施せしろ」だの恩着せがましく言ってくるに決まっている。

　今のところそんな素振りを一いつ切さい見せていないので、アクシズ教徒じゃないと断言できる。

　セレナは人々が思い描えがく理想的なプリーストと言っていい。……だからこそ、胡散臭い。

　俺が怠だるそうに机の上へ体を投げ出して疑いの眼まな差ざしで眺めていると、ギルドにカズマ達がやってきた。

　早さつ速そく、アクアが謎なぞの女プリーストに難癖を付けに行ったが、正論で言い負かされて落ち込んでいる。

「……気に入らねえなあ」

　近くにいるカズマ達に聞こえるように口に出す。

「気に入らねえなあ……。あんな聖職者らしい聖職者、見た事ねえ。……他の連中は支援魔法一つでホイホイ心を許してやがるが、俺は騙されねえぞ。プリーストとしての腕うでなら、昔、俺を生き返らせてくれたアクアの姉ちゃんの方が上だろ。俺はこっちを推おすぜ。……気に入らねえ、気に入らねえなあ……」

　あんなに心の綺き麗れいなヤツなんて存在するわけがねえ。

　特にプリーストってのは何かにつけて入信書を押し付けて強ごう引いんに勧かん誘ゆうしたり、エリス教の悪口を言いふらしたり、カジノや酒場で堕だ落らくした日常を謳おう歌かしているもんだろ！

　最近遭そう遇ぐうしたアクシズ教のプリーストは全員そうだったぞ。なのにまるでプリーストみたいじゃねえか！　……ん？　なんか俺、おかしな事を考えてないか？

　何かに引っかかって首を傾かしげていると、ギルドの職員が冒険者に向かって声を上げた。

「冒険者のみなさーん！　本日も、張り切って討伐に行きましょう！　さて、本日は少々いつもとは事情が異なりまして……」

　珍めずらしいな。他の職員達はいつもなら掲けい示じ板ばんに依い頼らいを貼はり出す時間なんだが、誰もその作業を行っていない。

　その代わりなのか一枚の紙を取り出して、再び口を開く。

「実は昨夜ゆうべから、街の共同墓地周辺にアンデッドが発生しておりまして、本日はこれから討伐を行って頂きたいのです。なにせ街に近いものですから、いつ住民に被ひ害がいが出るか分かりません。特に、プリーストの方は絶対参加でお願い致いたします！」

　アンデッドの大量発生か。

　うちにはプリーストが一人もいないが、カズマのとこには能力だけは、能力だけは！　優秀なプリーストがいる。

　そう思いながら視線を向けると、なぜかカズマ、めぐみん、ダクネスもアクアを見ていた。

「……お前には、手て抜ぬきの前科があるしなあ……」

　カズマの呆あきれた口調と慌あわてふためいているアクア。

　もしかして、こいつが何かやらかしたのか？

「ねえ、みんなそんな目で見ないで!?　私、今回はちゃんと仕事しているから！　いいわ、見てなさいな！　今日はアークプリーストの本気を見せてあげるわ！　ゾンビやスケルトンなんて私一人で十分よ！」

　大声で宣言しているが、あの実力なら確かに一人でもなんとかやってくれそうだ。

　こりゃ、楽な仕事になりそうだぜ。







　墓場には職員の報告通り、ゾンビの群れがいた。

　その数を確認すると、俺も含めた冒険者達の顔がしかめ面つらになる。

　百、いや二百を超こえてんじゃねえか。こんなに大量のゾンビを見たのは初めてだ。見た目のグロさは覚かく悟ごしていたから耐たえられるが、それよりも大きな問題があった。

「臭くせええっ！　こんだけ集まると臭においが半はん端ぱねえな。三日ほど風ふ呂ろ入ってねえが、ここならバレそうにもないぜ」

「ダスト、それ以上こっちに近寄らないで。ここにいるだけで髪に臭いが染しみつきそう。あっ、ほら、あのゾンビ結構スタイルいいわよ。あんたらの好みのタイプじゃないの？」

　俺とキースに向けて、リーンが鼻をつまみながら言い放つ。

「片方の胸がねえじゃねえか！　女ならなんでもいけると思うなよ！　腐くさってない方の顔は好みだけどよ！」

「ちょっと待てよ、ダスト。もしかしてなんだが……。お前みたいに蘇そ生せいしてもらえばありじゃねえか？」

「キース、お前って……天才じゃないのか？　ちょっと後でカズマに口を利きいてもらって頼むってのもありだな」

「なしに決まってんでしょ！」

　俺とキースが真ま面じ目めに計画を練っているとリーンが邪じや魔ましやがった。

　そんな話をして気を紛まぎらわせようとしていたが、だんだんと悪あく臭しゆうに耐えられなくなってきている。

「あまりの臭気に目が痛いてええっ！　やべえ、吐はき気が……。朝飯に食った卵が喉のど元もとまで戻もどってきやがった……」

「胃に帰ってもらえよ、キース。しかし、これほど大量のアンデッドが今まで気づかれずにいて、今回一いつ斉せいに現れたというのか？　墓場の管理者は何をしていたというのだ」

　結局、パーティーメンバー全員で討伐に参加する事にしたが、全員が参加したのを後こう悔かい中だ。

　ゾンビは動きが鈍にぶく雑ざ魚こ扱あつかいされるモンスターなので楽な敵だという認識。でも、ここまで集まると存在そのものが暴力。

　あまりの異臭に冒険者連中も呻うめいている。

「アクアの姉ちゃんにぱーっと一気に倒たおしてもらって、とっとと帰ろうぜ」

「完全に他人任せじゃないの。でも、今回はあの群れに突つっ込む勇気はないから、そうしてくれると助かるわね」

　全員がそう思ったらしくアクアに視線が集中すると、隣となりで群れを見て興奮している爆ばく裂れつ娘むすめをダクネスが捕つかまえていた。

　出しゃばって爆裂魔法でも撃うとうとしたんだろうな。墓場を更さら地ちにするどころか、腐ふ肉にくがそこら中に飛び散って阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図になんぞ。

　カズマもそれを理解しているようで、アクアをゾンビの群れに引っ張っていく。

「うっし、俺達は魔法の邪魔をしそうなゾンビを引き付けんぞ。楽して儲もうけさせてもらうにしても、ちっとは働かねえとな」

　働かずに食う飯もうまいが、少し体を動かして腹を減らしておくのも悪くねえ。

「そうね。せめてそれぐらいはしないと肩かた身みがせまいし」

「守りは任せておけ。クルセイダーの活かつ躍やくの場だからな」

「じゃあ、遠えん距きよ離りからチクチクやるか」

　他の冒険者もカズマ達を助けるようにゾンビの相手をしている。

　なんだかんだ言ってもアクアのプリーストとしての腕を信頼している連中だ。そう思っていると待ち望んでいた声が響ひびく。

「ターンアンデッド！」

　墓地全域が白い光に包まれる。

　こんな広こう範はん囲いに魔法を放てるのは、さすがと言うしかない。

「これで終わりか、あっけないもんだ……。んんっ？　おい、ゾンビ共がめっちゃ元気だぞ」

　魔法の光を浴びたゾンビ達はさっきと変わらずに蠢うごめいている。

「ど、どういうことだよ？　さっきのは何か狙ねらいがあってやったのか？」

　そう思って二人の様子を見てみると、

「おおおお!?　アクア、アンデッド退治はお前の唯ゆい一いつと言ってもいい長所だろ！　なんとか、なんとかしろよ！」

「おかしい、おかしいわ！　アレ、アンデッドじゃないかも！　だって目が赤いゾンビなんて見た事ないし！　ていうかカズマ、どうして私から離はなれ」

　醜みにくい言い争いをしていた。

　マジで魔法が通じなかったのか。吞のん気きに構えている場合じゃねえな。

　周りの連中も現状を理解したらしく慌て始めている。

　アクアがいるから大だい丈じよう夫ぶだと高を括くくっていたが、魔法が効かないとなると話ががらっと変わってくる。これだけの数が相手だと死者が出てもおかしくない。

　最悪、逃にげることも頭に入れてゾンビに斬きりかかろうとすると、視界の隅にセレナの姿が見えた。

　こんな状じよう況きようにもかかわらず、一人だけ落ち着いた様子で口を開く。

「ターンアンデッド！」

　その声が響き渡わたると同時に、セレナを中心にして風が吹ふき抜けていく。

　するとアクアの魔法は通じなかったというのに、ゾンビ達が次々に倒れピクリとも動かなくなった。

「「「「おおおおおっ!?」」」」

　あれだけの数をセレナの魔法一発で倒したというのか。

　討とう伐ばつ依頼があっさり終わったのは嬉うれしいが、この結果をなぜか素す直なおに喜べない自分がいた。
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　ギルドに戻ると冒ぼう険けん者しや達が一いつ斉せいに勧誘を始める。セレナをどうにかパーティーに入れようと、どいつもこいつも必死だ。

　だがカズマのところに入りたいという意志が強いらしく、断っているようだ。

「ねえ、あんたは声掛かけないの？　真っ先に行きそうなものなのに」

　リーンが俺を見て不思議そうにしている。

　まだまだ、俺の事が分かってねえな。

「はっ、俺はアクアの姉ちゃん推しだって言ったろうが。あの如い何かにも聖職者っぽい素そ振ぶりが気に入らねえんだよ」

「捻ひねくれてるわね。うちにもそろそろプリーストが欲しいって言ってたじゃないの」

「けっ、あんなのがパーティーにいたら堅かた苦くるしくてしょうがねえ。もっと、気楽に付き合える仲間が欲しいんだよ」

　見た目だけなら合格点だが、問題は中身だ。

「そうなると、条件に当てはまるのはアクシズ教のプリーストにならないか？」

「……それはそれで勘かん弁べんしてくれ」

　テイラーの指し摘てきには否定しておく。

　セレナにお株を奪うばわれたカズマのところのプリーストに目をやると、

「さあ！　テーブルに置かれたこのコップに、離れた所からこの松ぼっくりを投げ入れます。するとコップの中から、ニョキニョキと……！」

　なんか芸をやっていた。

　……アクシズ教のプリーストかー。ないな。

　だが、あの女も肌はだに合わねえ。無欲な振りをしておいて、今回の討伐は一人で掃そう討とうしたようなものだから全額よこせとか言い出すんだろ。

　そんな俺の心が聞こえたかのようなタイミングで、セレナに対して冒険者がある事を言った。

「──しかし、本当に良いのかセレナさん？　今回の討伐はほとんどあんた一人の活躍だ。それなのに、報ほう酬しゆうを俺達だけで分けていいってのは……」

「わたくしは聖職者です。寝ねる場所と飢うえないだけの食事代があれば、それで十分ですから」

　そう言って微笑ほほえむセレナ。

「……俺が間ま違ちがってたぜ」

「えっ、ダスト今なんて？」

　俺は立ち上がるとセレナに歩み寄った。

「最初見た時から、あんたは違うなって思ってたんだよ！　どこぞのガッカリアークプリーストに比べて、なんて人間ができてるんだ！　金に汚きたなくないってとこが良いよな！」

　こっちは懐ふところが寂さびしくてたまんねえんだ。俺に金を多く回してくれるなら話は別だ。

　良い女じゃねえか。プリーストってのはやっぱこうじゃないと！
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　今日は珍めずらしく仲間が誰だれもいないので、一人で優ゆう雅がに朝食を食う予定にしている。

　俺はギルド一階のいつもの席に座り、ウェイトレスを呼ぶために指を鳴らす。

「ちょっと耳みみ障ざわりなので静かにしてもらっていいですか。お客様の邪魔になりますので。お帰りはあちらです」

「今来たとこだよ！　俺も客だろうが！　注文したいから呼んでんだよ！」

　赤毛短たん髪ぱつのウェイトレスがしかめ面つらで歩み寄ってくる。

「今日はエリス教会で炊たき出しをしているそうですよ。一人二杯はいまでなら大丈夫だって言ってました。良かったですね」

「なんで金がないって決めつけてんだよ！　たまには金持ってるかもしんねえだろ、さっさとメニューよこせや！」

「やだなー、ダストさんに限ってそんなわけないじゃないですか。ねー」

　口元を押さえてケラケラと笑っている。

「だよなー。金持ってるわけねーよ。貧びん乏ぼうじゃねえダストなんてダストじゃねえだろ。それじゃまるで普ふ通つうの冒険者みたいだぜ」

「ギャグにしても面おも白しろくねえぞ！　もっと笑えるネタ持ってこいや」

　他ほかの席にいる冒険者共が口をはさんできやがった。

　こ、こいつら、俺のことを完全に舐なめてやがるな。

「おいおい、俺だってたまには金持ってんだぜ？　ほーら、これを見ろよ。お前達にはこれが何に見えるってんだ」

　懐から出した財さい布ふの小こ銭ぜにを摑つかんで、じゃらじゃらとテーブルに置く。

「えっ、偽ぎ造ぞう硬貨……じゃないみたいですね。どうしたんですか、このお金。受け取ったら私も罪になるとかやめてくださいよ。牢ろう屋やには一人で入ってください」

「犯罪絡がらみじゃねえよ！　墓場でのゾンビ討伐の金が入ったんだよ。お前らもそうだろうが！」

　セレナが遠えん慮りよして金を受け取らなかったため配分が増えたので、こうやって朝食にあり付けた。

　他の冒険者連中も小金持ちになっているので、朝っぱらだというのにテーブルの上に並ぶ飯はいつもより豪ごう勢せいだ。

「いいから、なんか腹の膨ふくれる物を持ってきてくれ。大至急な。お前ら雨降ってないか確かく認にんしてんじゃねえぞ！」

　窓まど際ぎわの連中が一いつ斉せいに窓を開けて空を見上げてやがる。

　まあいいか、金持ち喧けん嘩かせずって言うからな。金に余よ裕ゆうがあるうちは、小さなことで腹を立てたりはしない。

「あれ、珍しい。あんたがあたし達より早く来てるなんて。外は……明るいわね」

「天気は晴れか。不思議な事もあるものだ」

「槍やりでも降ってくるんじゃねえか。それか世界の終わりだな」

　やって来た仲間達が三人揃そろって窓から外を眺ながめている。

　本当に失礼なヤツばっかだな、ここは！

「なんも降ってこねえよ！　俺が朝飯を普通に食うのがそんなに変──」

　俺の言葉を遮さえぎるように突とつ然ぜん、鼓こ膜まくを揺ゆるがす破は壊かい音がギルドに鳴り響く。

　慌あわてて身構えた俺の目の前に、派手な音を立てて何かが降ってきた。

「うおっ、なんだ!?　なんだ!?」

　テーブルの上にちょこんと乗っているのは──長く真っ白い髪かみをした幼女だった。

　窓があった場所から射さす光を浴びて、真っ白い髪と肌がきらきらと輝かがやいて見える。

　後十年ぐらいしたら、誰もが振り返るような美人になりそうな顔つきだ。

「えっ、えっ、この子どこから？　窓を突つき破ってきたの？」

　あまりの状況にリーンも戸と惑まどっているようで、風通しの良くなった窓と幼女を何度も見比べている。テイラーもキースも似たようなもんか。

　しかし、この幼女は痛がる素振りの一つもしないどころか、無表情でじっとこっちを見ているだけだ。

「なかなか大だい胆たんな登場だが、怪け我がはねえのか？」

　どんな理由があるにしろ、窓を突き破れば怪我をしてもおかしくない。

　見知らぬ少女はワンピースに裸足はだしという露ろ出しゆつの多い恰かつ好こう。血が出てないかざっと確認してみたが見える範はん囲いは大丈夫みたいだな。

「見ちゅけたの」

　舌足らずな発音で妙みような事を口にした。

「あん？　なんだって」

「見ちゅけたの。ごちゅじんちゃま」

　…………はい？

　この幼女、今なんて言いやがった？

「悪わりい、良く聞こえなかった。もう一度言ってくれや」

「ご、ちゅ、じ、ん、ちゃ、ま」

　俺を指さすと、さっきよりも大きな声で嚙かみしめるように口にした。

　シーンとギルド内が静まり返っている。

　こいつ、今、俺の事を「ご主人様」って言ったのか？

「おい、なんの冗じよう談だん──」

「「「ええええええええええええっ！」」」

　リーン達が絶ぜつ叫きようを上げると、それにつられたかのように冒ぼう険けん者しや共が騒さわぎ始める。

「ダストの野や郎ろう。モテないからって、とうとうあんな小さな子にまで手を出しやがったのか！」

「それもご主人様呼ばわりだ。きっと弱みを握にぎられてんだぞ、あの子」

「うううっ、哀あわれな幼女がダストの毒どく牙がに。いつかやると信じてたわ！」
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　好き勝手な事を言っている冒険者の連中をひと睨にらみして黙だまらせると、何も言わない仲間に向き直る。

　持つべきものは仲間に限るぜ。俺を信じて馬ば鹿かな事を口走ったりはしな──。

「ダスト、巨きよ乳にゆう好きはこのためのカムフラージュだったんだな。最近、あの店で一番ぺたんこなロリーサとばっか一いつ緒しよにいるから、怪あやしいとは思ってたけどよ」

「自首すると罪が少し軽くなるらしい。安心しろ、一緒に行ってやるから」

　キースとテイラーが俺の肩かたに手を置く。

「いたたたたたたっ、肩に指がめり込んでんぞ！　くそっ、指が外れねえ！　ガキの冗談に決まってんだろ。てか、まず俺の話を聞きやがれ！　リーンも黙ってねえで、なんとか言ってやってくれ！」

　最後の頼たのみの綱つなであるリーンにフォローを頼むと、薄うすく開いた目ま蓋ぶたの隙すき間まから凍いてつくような視線が突き刺ささる。

「リ、リーンさん？」

「クズだとは知っていたけど、まさかここまでだったなんて。何か遺ゆい言ごんがあるなら聞いてあげるわよ」

「えっ、俺死ぬの？」

　杖つえを構えてじりじりとリーンが近づいてくる。

　逃にげようにも両肩にテイラーとキースの手が置かれていて、立ち上がることすらできない。

　杖の先せん端たんが徐じよ々じよに輝き始めている。

　あっ、これは死んだな。

「ごちゅじんちゃまをイジメないで」

　両りよう腕うでを広げて杖の前に幼女が飛び出してきた。

「ダメでしょ。危ないから下がってなさい。今からとってもグロい事になるから、お子様には刺し激げきが強すぎるの」

　恐おそろしい事を口にするリーンを相手に、何度も首を横に振ふって抵てい抗こうしている。

「イジメたらダメ」

「……はあー、分かったわよ。イジメないから安心して。あんた、なんか言い分があるなら聞いてあげるわよ」

　こいつのおかげで命拾いしたようだ。

　……ん？　いや、ちょっと待てよ。そもそも、こいつが妙な事を言い出したからこうなってんだよな。

「言い分も何も、このガキ誰だれだ。なあ、お前さんどっかで会ったか？」

「この期ごに及およんでしらばくれるなんて、いい度胸しているわね」

「杖突きつけんな！　マジで知らねえんだって」

　こんなに特とく徴ちようのある幼女だったら、いくら俺でも一度見たら忘れない。だというのに、これっぽっちも見覚えがない。

　でも、なんとなく違い和わ感かんというか懐なつかしい感じがするのは、なんでだ？

　白に近い銀ぎん髪ぱつに白い肌はだ。何かが引っかかる。

「噓うそにしても、もうちょっとマシな噓吐つきなさいよ」

「噓じゃねえって！　おい、ガキ。俺を誰かと勘かん違ちがいしてんじゃねえか？」

　幼女は俺の正面に立つとじっと顔を見つめてくる。

「わちゅれちゃったの？」

　そんなうるんだ瞳ひとみで見つめられてもな。忘れるも何も銀髪の幼女なんて知り合いにいないぞ。

「上に乗って暴れたのわちゅれたの？」

　さっきよりも威い力りよくのデカい発言に場が凍こおり付いた。

「いっちょで気持ちいいって言ってくれたの」

「お、おい……。頼むから噓ですって言ってくれ！　じゃないと、数秒後に俺は昨日倒たおしたアンデッドの仲間になるぞ!?　今なら冗談で許してやるから！　あれっ、もしかして……フェイトフォーなのか？」

　ガキの肩を摑つかんで発言の訂てい正せいを求めている最さ中なかに、懐かしいその名前が頭に浮うかぶ。

　二人して見つめ合っていると、背後から無数の殺気を感じる。

　ゆっくりと振り返るとそこには……鬼おにの形相の仲間と冒険者達がいた。
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「なんだもう、先に言ってくれたらいいのに。ねー」

「そうだぜ。ダストはそこまで外げ道どうじゃないって俺は信じてたけどな」

「ああ、仲間を信じるのは当然だ」

　都合のいい事を言っている仲間達をじっと見つめる。誰一人としてこっちを見ようとしないで、幼女──フェイトフォーを構っている。

「俺は身に覚えがねえって言ったよな!?　そいつとは冒険者になる前に知り合ったんだよ。色々と世話になった……人の子でな」

　一度全員に叩たたきのめされた後に、ギルドにいたプリーストに一杯ぱいの酒と引き換かえにヒールを掛かけてもらってなんとか復活した。

　あのあと俺は少女が誰なのかを完かん璧ぺきに思い出し、ざっと事情を説明して今に至る。

　思い出せていなかったら今いま頃ごろは牢ろうの中か墓の下だ。

「でも、それなら先に言ってくれたらいいのに」

「聞かなかったのはてめえらだろ！　すぐに分からなかったのは……昔とは見た目が全然違ったんだよ」

　話題の中心であるフェイトフォーは俺の膝ひざの上に乗っかって、無表情なまま左右に揺ゆれている。かなり喜んでいるようだ。

「これぐらいの年だと、数年で見た目ががらっと変わるものだからな。ダストがすぐに気づかなかったのも無理はない」

「そりゃそうか。反省してんだから、そんな目で見んなよ。酒を奢おごってやるから、機き嫌げん直せって。俺達は仲間でダチだろ」

　頷うなずくテイラーとおどけているキースには、後でたっぷり礼をしてやろう。

「でも、こんな小さな子を置いてどこに行ったのかしらね、ご両親は」

「さてな。昔から適当なとこあったからな。俺の姿を見つけたから、こいつを預けて遊び歩いてるんじゃねえか。昔から俺には懐いてたからな」

　適当に言葉を並べて、まずはこの場を凌しのがねえと。

　俺が頭を撫なでるとフェイトフォーは首筋に顔をうずめて、クンクンと匂においを嗅かいでくる。

「匂い、落ち着くの。ねえ、らあいんちぇ」

「あーっ！　前に会った時はこんなに小さかったから、ちゃんと覚えてないだろ。俺の名前はダストだ。ほら、言ってみな。ご主人様もなしだからな」

　危ねえ、完全に油断していた。唐とう突とつに何を言い出すんだ、こいつは。

　今の誰にも聞かれてないよな？

「わちゅれてないよ。だちゅと、じゃなくて、らあい」

「おーっ、ダストって言えたじゃねえか。俺の名前はダスト、分かったな？」

　つぶらな瞳がじーっと俺を見つめている。

　そんな目するなよ。言いたい事は分かるが、ここは俺の言う事を聞いてくれ。

　俺が目で語り掛けると渋しぶ々しぶといった感じで小さく頷いた。

「分かったの。だちゅと」

　強ごう引いんだったが納なつ得とくしてくれたようだ。フェイトフォーは物わかりが良くて助かるぜ。

　舌足らずなのも幸いして、今の発言に誰も気づいてないみたいだな。

「それで、この子はどうするのよ。あんたがしばらく面めん倒どうみるの？　自分の面倒すら危あやういのに？」

「そりゃまあ、俺がお守もりするしかねえわな。両親を見つけようにも手掛かりすらねえからよ」

　両親がこの街に来ているってのが、そもそも噓だからな。捜さがしても見つかるわけがない。

　フェイトフォーのことを思い出した今となっては、このまま放ほうっておくわけにもいかない、か。

「ダスト、大だい丈じよう夫ぶなの？　あんた子供の世話なんかできないでしょ」

「まあ、なんとかなんだろ。頭の良い子だからな」

　向こうでもこいつの世話をしていたから、大丈夫だろ。

　ぽんぽんと頭を軽く叩たたいていると、フェイトフォーがぐいぐいと服の袖そでを引っ張った。

「だちゅと、お腹なかちゅいたの」

「お、飯か。リーンは……無理だな。ちょっとついてきてくれ」

　手を繫つないでギルドの受付まで歩いていく。

　カウンターを磨みがいていたルナを発見したので頼む事にする。

　今日もたわわに実った大きな胸がいい具合に揺れているな。

「ルナ、今忙いそがしいか？」

「忙しくはありませんが、その子がさっきの騒さわぎの？」

「ふぇいとふぉーでちゅ」

　ぺこりと頭を下げると、一いつ瞬しゆんにしてルナの頰ほおが緩ゆるんだ。

「あらー、ちゃんと名乗れるなんて、お利口さんですね」

「おう、頭の良い子だからな。ところで物は相談なんだが、フェイトフォーが腹を空すかしていてな。ちょっとだけでいいから分けて欲しいんだよ」

「子供の前で情けないこと言わないでくださいよ。仕方ないですね、一食分ぐらいなら」

　勘違いしたルナがウェイトレスを呼ぼうとする。

「ああ、ツケを頼んだわけじゃねえんだ……母乳をやってくれよ。そのデカいのなら出るんじゃねえか？　おっと、搾さく乳にゆう中は邪じや魔まが入らないように俺がしっかりと見張、ぐおおおっ！　誰だ殴なぐりやが……りましたのは」

　俺の背後には杖を振り下ろした恰かつ好こうのリーンがいた。

「あんたいい加減にしないと、冒ぼう険けん者しやの資格はく奪だつされるわよ。それにさっき、あたしの胸を見て無理だな、って言わなかった？　それってどういう意味？」

「あ、その、なんだ。ほら、大きくないと出るもんも出ねえだろ。それにルナぐらいの年ねん齢れいな……ら」

　そこで俺が最大級の失言をした事に気づかされた。

「私ぐらいの年齢ならなんですか？　結けつ婚こんしていて子供がいても当然とでも仰おつしやりたいのですか？　それは働く女性に対する差別ではないでしょうか」

　言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいで笑え顔がおだが、ルナの目がこれっぽっちも笑ってねえ。今日は厄やく日びかよ！

　前後からにじり寄る二人に挟はさまれて逃げ道を探していると、フェイトフォーがリーンの顔をじっと見て小首を傾かしげた。

「ねえ、なんで、ひめちゃまがいるの？」

「お、おい！」

「えっ、姫ひめ様さま？」

　思いもよらない言葉にリーンが怒いかりを忘れている。

「お姫様みたいにかわいいって褒ほめられてんぞ！　よかったじゃねえか、リーン」

「あ、ありがとう？」

　戸と惑まどいながらも礼を口にしている。

　こいつはこれ以上ここにいると、もっと余計な事を口走りそうだな。

「よーし、俺様が飯を奢ってやる、外に行くぞ！」

　フェイトフォーの返事も待たずに小こ脇わきに抱かかえると、大急ぎでギルドから飛び出していく。

「ちょっと、待ちなさいよ！」

　背後からリーン達の呼び止める声がしたが、無視して全力でその場から逃にげ出した。







　ギルドから離はなれて周りに知り合いがいないのを確かく認にんすると、フェイトフォーを地面に降ろす。

「ねえねえ、だちゅと。なんで、ひめちゃまがいたの？」

「あれは違うんだって。良い子だから、もう二度とリーンにそんな事を言うなよ。それから昔の俺の事を誰かに話すのもなしだ、いいな？」

「うん。でも、ちょっくりだったの」

「ああ……そうかもな」

　お前もそう思ったのか。

　これ以上この事について話す気はなかったので、フェイトフォーを連れて街中を散策する。

　屋台で適当に飯を購こう入にゆうして手て渡わたすと美味おいしそうに頰張っている。

「なあ、どうしてここに来たんだ」

「話ちぇるようになったから、会いたくなったの。それに……ちゃびちかった」

　寂さびしかった、か。置いていった負い目があるからな。

「そうか。なら、しゃあねえな」

　正体を知っちまったら、もう怒おこれねえよ。

　改めて見ると本当に変わったな。足首まで伸のびた銀ぎん髪ぱつにシミ一つない白い肌はだ。服は小こ汚ぎたないワンピース一枚で靴くつすら履はいていない。

「服とか買わねえと、色々とヤバいか」

「ふぇいとふぉー、このままでも平気なの」

「そういうわけにはいかねえんだよ。人の目ってのがあってな。俺がそんな恰好のお前を連れ回したら、虐ぎやく待たいしている親だと思われるか、変態扱あつかいされて警察のお縄なわだ」

　アクセルの街には俺を目の敵かたきにしている警察が多い。こんな恰好の幼女を連れて歩いていたら、問答無用で牢屋に放ほうり込まれる。間ま違ちがいない。

「そこら辺で適当に服でも買って着き替がえるとすっか」

「あっ、ダストさんじゃないですか。ええっ……そ、そんな。お金に困ってとうとうやっちゃったんですね。越こえてはいけない最後の一線を越えてしまいましたか。いつかやるとは信じてましたけど」

「そんな信しん頼らいはいらねえよ！」

　ほーらな。こういう事を言い出すヤツが現れると思ったよ。

　声から誰だれか分かっていたが、一応確認のために振ふり返ると怯おびえた目のゆんゆんがいた。あれは犯罪者を見る目だ、間違いねえ。

「おまわりさーん！　ここに犯罪者がいますー！」

「おいやめろ！　ちげえって言ってんだろ！　どいつもこいつも、揃そろいも揃って同じようなセリフを言いやがって。こいつは知り合いの子供だ。ほら、挨あい拶さつしな」

「ふぇいとふぉーでちゅ」

「うわああああ、かわいい！　お人形さんみたい！　あれっ？　ダストさんといるのに嫌いやがってませんね。知り合いならそう言ってくださいよ。お金に困って、つい誘ゆう拐かいしちゃったのかと思って、もう少しで警察呼ぶところでした」

「もう呼んだだろ！　そんなお手軽感覚で重罪を犯おかすか！」

　ゆんゆんは串くし焼やきを食べているフェイトフォーを見つめ、にこにこ笑っている。女ってのはガキに弱いよな。

「俺の事より、お前さんはどうなんだ。あの族長の試練とかなんとか言ってたのは」

「あの一件は無事……無事？　終わりました」

　なんで疑問っぽい言い方なんだよ。

「あれか、どうせカズマに助すけっ人とを頼たのんだんだろ」

「なんで知っているんですか!?　もしかして、カズマさんに話を聞きました？」

　驚おどろいているようだが、ちょっと考えれば誰だって分かる。

　ゆんゆんの交友関係と性格を知っていれば答えは少ない。いや、一つしかない。

「俺以外にまともに話せるのはバニルの旦だん那なかカズマぐらいだろ。旦那を紅魔の里になんて連れて行ったら大おお事ごとになるに決まってる。それに前衛でもねえしな」

「バニルさんに頼むのは、少しだけ考えたんですよ。でも紅魔の里のみんなをからかって、大だい惨さん事じになる未来しか見えなくて……」

　上級悪魔で人間をからかうのが生きがいの旦那と、アークウィザードばっかで好戦的な紅魔族。

　……とんでもない未来が待ってそうだ。

「そりゃ、賢けん明めいな判断だったな。戦せん闘とうに関してはちょいと頼たよりないが、機転が利きくカズマに頼むのが妥だ当とうじゃねえか」

「うんうん。カズマさんは誰かさんと違って優やさしいですから、喜んで引き受けてくれましたよ！」

　やけに誰かを強調しやがったな。

　その誰かってのは間違いなく俺の事だが、まあそれはいい。でもな、今の発言には同意できねえ点がある。

「お前さん、どこの誰が優しいって言ってんだ？」

「カズマさんに決まっているじゃないですか」

「ああんっ？　ダチが世間ではクズマやらカスマとか呼ばれてるの知らねえのか？」

　俺は陰かげでも面と向かってもゴミカスやらクソ野や郎ろうやら呼ばれたりはするが、カズマの悪名だって相当なもんだ。

「し、知ってますよ。でも、私には優しいですし」

「はっ、下心があるに決まってんだろ。大方、美人揃ぞろいの紅魔族の前で良い格かつ好こしたいとかじゃねえのか。大体、てめえは分かってんのか？　カズマは俺様の親友なんだぜ！」

　断言すると、ゆんゆんが凍こおり付いた。

「ダストさんの親友。これほど嫌な説得力はありません……」

　思ったよりも発言に説得力があったみたいだ。

　カズマは俺が親友だと言っても「知り合いだ」としか言わねえけどな。あれは照れ隠かくしだと信じている。

　だから、金が尽つきたらまた奢おごってもらわねえと。

　ゆんゆんは俺とこんな話をしているぐらいだから、いつも通り暇ひまそうだ。頼んでみるのもありか。

「そうだ、お前さんは曲がりなりにも女だろ。だったら、こいつが着れそうな服を売っているところ知らねえか？」

「曲がりなりにもっていうのが気になりますが、まあいいです。服屋さんならいっぱい知ってますよ。一人でウィンドウショッピングとか得意ですから！　……誰かと一いつ緒しよに入ったことはないですけど」

　悲しい事をさらっと言ってるが、一人でやれる暇つぶしならゆんゆんの右に出る者はいないからな。

　こいつの日常はギルドにいるか、爆ばく裂れつ娘むすめとじゃれているか、街をうろついているかのどれかだ。他ほかにはたまに一人でクエストを受けているみたいだが。

「そんなボッチ道を究きわめたお前さんを見込んで、こいつの服選びを頼みたい。適当に良い感じのを見み繕つくろってくれ」

「いいんですか!?　昔からお人形さん遊びは得意でしたから、任せてください！　ああっ、女の子と一緒にかわいらしい服を買いに行ける日が来るなんて、感激です！」

　断られるのを覚かく悟ごして頼んだんだが、思いのほか嬉うれしそうだ。

　頼んでおいてなんだが、他人の着る服なんて選んで何が楽しいんだ。それに服の買い物なら、あいつと行けばいいだろうに。

「一緒にって、爆裂娘とは行かねえのか？」

「めぐみんはいつもあの服で無む駄だ遣づかいは滅めつ多たにしないんですよ。それにちょっと服装のセンスがアレだから」

「あー、そういうことか」

　そういやカズマがめぐみんはクエストの金もほとんど受け取らないとか言ってたな。爆裂魔ま法ほうが撃うてたらそれでいいんだったか。

　目が悪いわけでもないのに、たまに眼帯とかしているぐらいだから服装のセンスは容易に想像できる。

　金にも興味がなくあそこまで筋金入りの爆裂魔法好きだと、大したもんだと感心しちまう。だからといってパーティーに欲しいかと問われたら、いらねえけど。

「ふぇいとふぉーは、このままでいいの」

「ダメですよ。女の子はかわいい恰かつ好こうをしないと！　素材がいいんですから、どんな服を着せてもきっと映はえますよ」

　ゆんゆんが珍めずらしく熱弁を振るっている。

　フェイトフォーはよく分かってないようで、ぼーっと見つめているだけだ。

　この調子ならゆんゆんに任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。
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　女の買い物ってのはなんでこんなに長いのかね。

　服屋に入ってから、どれぐらい時間が経過したのか考えたくもない。

　フェイトフォーは何着も服を着せられているが無表情を貫つらぬいている。いや、少しうんざりしているな、あれは。

「やっぱり！　これも似合うと思ったんですよ！　さっきのも捨てがたいですけど」

「ですよね！　次はこれを着せてみましょう。やだもう、かーわーいーいー！　連れて帰って飼いたいぐらいです！」

　なんか知らんがゆんゆんと店員が意気投合して、フェイトフォーで着せ替え遊びに興じている。

　……女店員の目つきと表情がヤバいので、あっちには注意しておこう。

　ゆんゆんは人見知りで社交的じゃないくせに、今日はやけに饒じよう舌ぜつだ。着せ替えに夢中になりすぎて状じよう況きようが把は握あくできてないな、あれは。

　結局、更さらに倍の時間待たされて、ようやく目的の服が決まったようだ。

「服二着と靴も買っちゃいましたけど、どうせダストさんお金ないですよね」

「おいおい、俺を甘く見るなよ。女の服の一着や二着……なんだ、このでたらめな金額は！　女の服ってこんなにも高いのか!?　ちょっと文句言ってくるぜ」

　俺の一か月分の食費を超えてないか。

「やめてください！　これぐらいは普ふ通つうなんです、むしろ安いぐらいなのに。しょうがないですね。これはダストさんのためじゃなくて、フェイトフォーちゃんのためですから、勘かん違ちがいしないでくださいね。ここは私が払はらいます」

　どん、と胸を叩たたいてドヤ顔でこっちを見ている。

「おう、それはありがとうよ。……あー、いや、やっぱいいわ。俺が払う」

　こいつには昔、散々世話になったからな。その時の礼も兼かねてこれぐらいは払うさ。

　きっちり支払って服と靴を受け取ると、一着はその場で着替えさせた。

　これもワンピースだがさっきのとは違い爽さわやかな色合いで、これなら変な目で見られる事もない。

「おっ、かわいいじゃねえか」

「えへへ」

　フェイトフォーが珍しく少しだけ照れた表情になった。

「ダ、ダストさんが他人のためにお金を使った……。それどころか、自分になんの得もないのに子供の服装を褒ほめるなんて。……酒とギャンブルでしかお金を使わないダストさんが、どうかしちゃったんですか!?　何か変な物を拾い食いしたとか、頭強く打ったとか……」

　そんなに驚く事じゃないだろ。こっち指さしてぷるぷる震ふるえんな。

「何があったんですか！　子供相手に、そんな優しい顔をする人じゃなかったですよね!?　さてはダストさんの皮を被かぶったナニかですね！」

「ナニかってなんだよ！　ちなみにあっちは皮被ってねえからな！　なんなら直接見て確かめてみるか？　おっと、魔法を放つのはなしだぜ。ここで撃ったらフェイトフォーも巻き込むぞ」

「子供を盾たてにするなんて卑ひ怯きようですよ！」

　はっ、なんとでも言いやがれ。

「もう、お前さんは用済みだ。今日は助かったぜ、あばよ」

「ありがとうごじゃいまちた」

　フェイトフォーは頭を下げて、俺にとてとてと駆かけ寄ってくる。

　ちらっと振ふり返ると、渋しぶい顔のまま立ち尽くすゆんゆんがいた。

「さーてと、次は何するか。何かしたい事とかあるのか？」

「らあいん……だちゅとがいつも何をちているのかちりたいの」

「いつもやってる事か。よーし、順序は逆だがせっかくきれいな服を着てんだから、体も綺き麗れいにすっか。風ふ呂ろに行くぞ」

「うん」

　行きつけの大衆浴場でひとっ風呂浴びてから、どうするか決めよう。

　フェイトフォーは傍はたから見ればなんの感情も見当たらない表情だろうが、俺には喜んでいるのが分かる。

「歩くの辛つらくないか？」

「うん。ちょっと難ちいけど楽ちいの」

　自分でもらしくないとは思うが、ついつい構ってしまう。

　これがただのガキなら仲間かゆんゆんに投げ出して飲みにでも行くのにな。

「たいちゅうよくじょうってなーに？」

「あれだ、大勢で温かい水浴びするような場所だな」

「水浴びちゅき」

　そういや、俺が体を洗ってやるといつもはしゃいでいたな。

　……待てよ、今の状況から考えて、これはいけるんじゃねえか？

　大浴場の入り口に着いたので、カウンターの老人に料金を手て渡わたす。

「大人一人、子供一人ですね。ありがとうございます」

「おうよ、じゃあ行くぜ」

　俺がフェイトフォーの手を引いて扉とびらを潜くぐろうとすると、肩かたを摑つかまれる。

　老人とは思えない力で俺の動きを止めやがった。

「何すんだ。金は払ったろ」

「それはこっちのセリフですよ、お客様。そっちは女風呂ですが」

「分かってんぜ。こいつは俺が洗ってやらないとダメだからな、渋々だけど我が慢まんして俺が一緒に女風呂に入ってやろうと思ってよ」

　そう、これは妥だ協きようしての行動だ。まだ一人じゃ体を洗えないフェイトフォーのために一緒に風呂に入ってやろうという優やさしさ。

「はっはっは、ご冗じよう談だんを。お嬢じようちゃんの年ねん齢れいなら一緒に男風呂へどうぞ」

「男風呂なら女の子が入ってもいいってのはおかしくねえか？　じいさん男女平等って知ってっか。俺はいつまでも子供心を忘れていねえ。つまり俺は子供と同じってこった。そういうことだから」

「そういうことではありませんな」

　くそっ、うまく説得したはずなのに手を離はなさねえ。

　しぶといぞ、このじいさん。

「それ以上抵てい抗こうされるようでしたら、出禁に加え、警察を呼ばせていただきますが？　そういえばお客さん、以前も何か問題を起こしていませんでしたか。確か覗のぞき──」

「あーっと、俺が間違ってたぜ。よーし、一緒に男風呂に入るか！」

　大声を出して老人の言葉を遮さえぎり、大人しく男風呂に入る。

　昼間なので俺達以外の客はいないようだな。

「服は邪じや魔ま。裸はだかの方がいい」

「風呂ではいいけどよ、外では裸になるなよ。変人だらけのアクセルの街でもそれはアウトだ」

　切っ掛かけがあれば、いつか裸になって街中を歩きそうな女クルセイダーが頭に浮うかぶ。

　いや、いくらなんでもやらねえか。一応、立場ってものがあるからな。

　だが、想像の中の女クルセイダーは頰ほおを赤らめて涎よだれを垂らし、喜んでいるようにしか見えなかった。

「どうやって体洗うの？」

「おう、俺がやってやるよ。覚えたら一人でやるんだぞ」

「だちゅとは話ちかた変わったけど、やちゃちいのはいっちょ」

「俺様はいつだって優しいっての」

　そう言って頭をごしごしと洗ってやる。

　昔みたいに目を閉じてされるがままになっている姿を見ていると、過去を思い出してむず痒がゆくなってしまう。

　あの頃ころの自分は……。

「……あっ、ルナも昼間っからお風呂？」

「リーンさん、奇き遇ぐうですね。さっき冒ぼう険けん者しやの方が持ち帰られた素材の一部が腐くさっていて、その腐ふ臭しゆうが……」

　俺は速そつ攻こうで壁かべに耳を押し付ける。

　今のはリーンとルナの声だよな。この壁を挟はさんだ向こう側に二人ともいるのか!?

　くそっ、それが初めから分かっていたら、じいさんを倒たおしてでも押し入ったのによ！

「だちゅと、何ちてるの？」

「ちょっと待ってくれ。今忙いそがしいからな」

　泡あわだらけの頭で俺をじっと見つめるフェイトフォー。

　その純じゆん粋すい無む垢くな瞳ひとみを向けるのやめてくれ。

「……大きくなってない？」

　何が！　ちゃんと部位名を詳くわしく！　もっと頑がん張ばって実況しろよ、リーン。

「あの、真顔で揉もむのやめてもらっていいですか。リーンさんだって、つんと張りがあるし肌はだが綺麗で羨うらやましい」

「きゃっ！　指ではじかないでよ、もうー」

　何を揉んだんだよ！　何がつんとしてるんだよ！　何をはじいたんだよ！　もちっと詳しく、事細かく！

「だちゅと、目が痛いの」

　聞き耳に夢中になりすぎて、フェイトフォーの泡を洗い流すの忘れてた。

　いいところだったが、壁越ごしの声も聞こえなくなっちまったな。

「おっと、すまねえ。ほら、流してやるから、しっかり目を閉じておけよ」

　お湯をかけている最さ中なかに背中に違い和わ感かんを覚えて振り返るが、浴よく槽そうには誰だれもいない。

「あれっ、おっかしいな。確かに誰か見ていた気がしたんだが。まさか、女の覗きか？」

　その時の俺は湯船に泡がぶくぶくと浮かんでいたことに、まったく気づいてなかった。




　　　　４




　体がさっぱりしたので、街の案内も兼ねてぶらついている。

「あれは物がこれっぽっちも売れない雑貨屋だ。あのだらしない腹をしているのがオッサンっていう哀あわれな生き物だぜ。近づいたら貧びん乏ぼうが移るから気を付けろよ」

「小さな子供に妙みような事を吹ふき込むんじゃない。年中貧乏なのは、お前だろ。お嬢ちゃん、変な事をされたら大声で叫さけんで人を呼ぶんだよ？」

　たまに暇ひまつぶしを兼ねて邪魔しに行く雑貨屋が見えたので、フェイトフォーに教えてやったら、いちゃもんを付けてきやがった。

「オッサン、こいつに似合いそうなガラクタねえか」

「ガラクタなんて一つもねえよ！　おっと怒ど鳴なってすまなかったね、驚おどろいちまったよな。選よりすぐりの品の中から、お嬢ちゃんに似合いそうなのを選んでやるから待ってな」

　文句を言いながら店の奥おくに引っ込んでいく。

　店頭に置かれた商品の中に目ぼしい物がないか漁あさっていると、オッサンが戻もどってきた。

「これぐらいしかなかったが、持っていきな。お嬢ちゃんにきっと似合うぜ」

　そう言ってフェイトフォーの首に掛けられたのは、赤い宝石がぶら下がった首くび飾かざりだった。

　だけど、それは大人用にしてもサイズが大きすぎて、まったく合っていない。

「おっと、かなり鎖くさりが長いな。これだと腹の下まで宝石がぶら下がって不ぶ恰かつ好こうになるか。調整するから一いつ旦たん返してもらってもいいかい？」

「このままでいい。ありがとう」

「そうかい？　いつでも調整するから気になったら持ってきな」

「今は手持ちがないから、金が入ったら払はらいにくるぜ」

　宝石の大きさからしてそれなりの値がしそうな品だ。

　宝島のおかげで鉱石や宝石が大量に出回って相場が下がっているそうだが、だとしても今の財さい布ふの中身じゃ全部出しても足りないだろう。

　幼女の見た目にはまだ早い首飾りだが、気に入っているみたいなので今いま更さら返すとは言えねえよな。

「金を払う、だ……？　悪い、年のせいか耳がちょっと遠くなったみたいだ。まさか、あのダストが自分から代金を払うなんて口が裂さけても言わねえよな」

「払うって言ったんだよ。こいつは俺にとって……まあ、なんでもいいだろ。じゃあ、またな」

　俺の対応が意外だったのか、オッサンが眉み間けんにしわを寄せてずっと唸うなっている。

　あんまり悩なやみすぎると髪かみの毛もっと後退すんぞ。

「ちいと不恰好だが、赤い宝石も悪くねえな。高価な物だから、外では服の中にしまっておけよ」

「うん」

　表情にはあまり出ていないが上じよう機き嫌げんなフェイトフォーと一いつ緒しよに裏通りを進んでいく。

「おっと、こんなところに来ちまったか。さっさと抜ぬけるぜ」

「ダストさん、今日はまだお店は開いてませんよ？」

　店の前を掃はき掃そう除じしているロリサキュバスが俺に気づいたようだ。

　いつもの癖くせで無意識の内にサキュバスの店の前に来てしまった。

「幼女とダストさん……」

　呼んでもないのに歩み寄ってくると、その場にしゃがんでフェイトフォーと視線を合わせる。

　他ほかのヤツらと違ちがって犯罪だとか言ってこないのか。意外と見る目があるじゃねえか。

　俺の中でちょっとだけロリサキュバスへの評価が高くなった。

「新たな刺し激げきを求めて偏へん見けんは覚かく悟ごの上で、あえて巨きよ乳にゆうとは逆の危険なジャンルに挑いどんだのですね。巨乳から貧乳、最終的に幼女から老女まで網もう羅らするつもりなのでは。深いエロへの探究心には頭が下がります」

「おい、やめろ！　遠回しに変態扱あつかいするな！」

　悪気はないみたいだが、だからといって嬉うれしくはない。

　目が合ったフェイトフォーは小首を傾かしげて、俺の服の裾すそを引っ張ってくる。

「どうした？」

「臭においが変。人じゃない、食べていい？」

「な、なんですかこの子!?　いきなり物ぶつ騒そうな事言ってますよ！」

　おっ、臭いだけで見抜いたか。

　いきなり妙な事を言われたロリサキュバスは驚いたようで、しゃがんだまま器用に後あと退ずさっている。

「いくら腹が減ってるからって、こんなの食ったら腹壊こわすぞ。やめとけ、やめとけ」

「こんなの!?」

「それによく見てみろ、胸にも尻しりにも肉ねえだろ。食べ応ごたえ全然ないぞ」

「うん」

「同意された!?」

　食べないようにフォローしてやったら泣きそうな顔をしている。

　助け船を出してやったんだから、そこは礼を言う場面だろ。

「こいつは無害で悪いヤツじゃないから気にすんな」

「うん、分かったの」

「あのあの、分かりあっているところ申し訳ないのですが、この子は何者なんでしょうか」

「ふぇいとふぉーでちゅ」

「そ、そうなんですか。ええと、私はロリーサと申します。以後お見知りおきを」

　卑ひ屈くつになって名乗り返す。

　幼女相手に怯おびえている姿に違和感しかないが、当人はいたって真ま面じ目めなようだ。

「どこか不思議な感じがしますね、この子。悪魔の本能が歯向かったらダメだって訴うつたえかけてきます」

「気のせいだろ。こいつは知り合いの子でな、今は街を案内中だ。店にはまた夜にでも来るぜ」

「あっ、ちょっと待ってください。今日は日差しが強いみたいなので」

　一旦、店に引っ込んで出てきた時には、手に大きなつばの帽ぼう子しを持っていた。

　それをフェイトフォーの頭に被かぶせる。

「せっかく、お肌が真っ白なんですから、日焼けには気を付けないと。うん、似合ってますね」

「ありがとう」

「ダストさんと違って、ちゃんとお礼が言えて偉えらいですねー」

　俺が何もしなくても勝手に衣類や装そう飾しよく品ひんが揃そろっていく。

　この流れで、いずれ住居とかも手に入ったりしないだろうな。







　ロリサキュバスと別れて大通りに戻ってくると、また腹が減ったと言うので飯を一緒に食ったが、フェイトフォーの食欲が半はん端ぱねえ。

　目の前で次々と皿が積み上げられていく。

「いっぱい、食うんだな」

「うん。おいちい。だちゅとは食べないの？」

「俺は腹減ってねえからよ。水でいいや」

　そういや、前から大食漢だったな。

　うまそうに食うのはいいんだが、この調子だと二日と待たずに財布が空っぽになんぞ。

　ツケや借金は……フェイトフォーの前ではしたくねえ。となると、働くしかないか。

　俺の悩みなんてどこ吹く風で、一いつ生しよう懸けん命めい食べている姿を見て苦く笑しようしてしまう。

　フォークもナイフも使わずに手て摑づかみで食べているから、手や口がソースでべとべとになっている。

「ほら、拭ふいてやるから動くなよ。よーし、綺き麗れいになった」

「あーもう、耐たえられない！　誰よあんた、気持ち悪いのよ！」

「うおっ、なんだ!?」

　いきなり背後から大声が響ひびいてきた。

　振ふり返った先にいるのは、リーン、キース、テイラー。

「お前ら尾び行こうしていたのか？」

「フェイトフォーちゃんが心配だったから。って、そんな事はどうでもいいのよ。ダスト、さっきからその子こ煩ぼん悩のうなお父さんみたいな言動は一体何なの？　正直、別人としか思えなくてキモいんだけど。クズでゲスでどうしようもない本物のダストをどこに隠かくしたの？」

「風呂で妙みような事をしたら飛び出そうと見張ってたのに、何もねえし。仲睦むつまじい家族にしか見えなかったぞ」

　キースの言葉にテイラーが頷うなずいている。

　あの時に感じた妙な視線はこいつらのか。

「ねえ、もしかしてなんだけど……その子、あんたの実の子とかじゃないでしょうね」

「リーンもか。俺も薄うす々うすそうじゃないかと思ってたんだよ」

「子供が苦手だと言っていたわりには楽しそうに見えたが」

　いきなり現れて何言ってやがるんだ、こいつらは。

　フェイトフォーが俺の子のわけがないだろ。冗じよう談だんにしても笑えねえよ。

「俺はいつだって女子供には優やさしい男だろうが」

「美人を見たらセクハラかナンパしかしないじゃないの」

「それは魅み力りよく的な女に対しての挨あい拶さつみたいなもんじゃねえか」

「前に子供がぶつかった拍ひよう子しに服を汚よごされて、洗せん濯たく代を脅おどし取ろうとしたのはどこのどいつだ」

「あん時は金もなくて、たまたま機嫌が悪かっただけだ。俺は悪くねえ」

　俺が反論すると半眼で仲間が睨にらんでくる。

　そんな視線はもう慣れたが、隣となりから服を引っ張って無む垢くな瞳ひとみで見つめるのだけはやめてくれ。

「正直に話せよ……。独り身の俺を陰かげで笑ってたんだろ、この裏切り者がっ！　既き婚こん者の癖に最近は他の女ともいい感じだしよ。ちくしょおおおおおっ！　世界中のカップル全員別れちまえ！」

「泣きながら殴なぐり掛かかってくんな！」

「落ち着け、キース！　気持ちは分からんでもないが、まだ確定したわけではないだろ」

　暴れるキースをテイラーが羽は交がい締じめにしている。

　騒さわぐ俺達を尻目にリーンは一人冷静に見えた。

「クズの化け身しんみたいなあんたが、他人の子供相手にそんなに優しく接するなんてあり得ない……」

「そうだ、そうだ。もう、認めちまえよ。お前の子なんだろ！　他にも隠し子が山ほどいるに決まってる！　本当の事を言えよおおおぉぉ！」

「何もかも話して楽になってしまえ」

　俺の言う事をこれっぽっちも信じてねえな。

　もう、いっそ俺の子供って事にした方が話は早く済みそうだ。フェイトフォーの事情を探さぐられるぐらいなら、その方がいいのか？

「いやー、実は」

「本当は結婚していてお嫁よめさんもいるの？　あたし達にずっと隠してきたの？　隠さずに正直に答えて」

　いつになく真しん剣けんな顔で俺をじっと見つめるリーンを見て、喉のど元もとまでせり上がっていた言葉を吞のみ込む。

「はあー、お前らよーく考えてみろよ。この俺が結婚できるように見えるか？　それにこいつがいくつに見えてんだ。どんだけガキの時に子供作ったんだよ。早熟にも程ほどがあるってもんだろ」

　フェイトフォーの見た目から逆算すると、俺が十歳前後で作った子という計算になる。身体的に不可能だ。

「あー、そっか。それもそうよね。冷静になって考えてみれば、ダストなんかと結婚するような物好きがいるわけないし。そりゃそうよね」

　それは言いすぎだろ。なんで嬉しそうなんだよ。

「ダスト。俺はお前を信じてたぜ」

「ああ、俺もだ」

「お前らのそのセリフ、今日聞くの二回目だからな。次はねえぞ」

　調子のいい連中だ。フェイトフォーの前だから喧けん嘩かはしねえでおくけどよ。

　話がややこしくなるから仲間に余計な事を言わないように、後で釘くぎを刺さしておくか。

「その子がいるならしばらくはクエストにも行けないわね。宝島とこの前の報ほう酬しゆうがあるから、いいんだけどさ」

「あー、それなんだが。クエスト受けねえか？」

「ねえ、ダスト。本当に変よ？　いつも楽してお金を稼かせぐ事しか考えてないのに、自分から働こうだなんて。熱でもあんの？」

　リーンが俺の額に手を伸のばして熱を測ってくる。失礼なヤツだ。

「平熱だっての。こいつ、かなりの大食いでな。食費だけでも稼がねえと飢うえ死にしちまいそうだからな」

　フェイトフォーは注文した料理を全すべて平らげ、じっと空になった皿を見ている。

　大人が食う量で軽く五人前はあったのに、もうないのかよ。

「だちゅと……」

「分かった分かった、好きなだけ食べていいぞ」

「うん」

　ほんの少しだけ悲しそうだった顔がほんのり笑え顔がおになる。俺以外には表情の変化が分からないぐらいの差だが。

　ウェイトレスを呼ぶとさっきと同じだけ注文をしている。

　……今日で金が尽つきるかもな。

「そんなに食べられるの？　無理してない？」

「うん」

「余ったら俺達が食べればいい」

「余らないの」

「いっぱい食っていい女にならねえとな」

「がんばる」

　子供には優しいヤツらだから、すぐに馴な染じみそうだな。今も甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれている。

　そんな最さ中なかリーンは何を思ったのか、食事中のフェイトフォーから離はなれるようにテーブルの隅すみに移動すると手招きした。

　俺達が近寄ると、顔を寄せて小声で話し掛けてきた。

「それで話を戻もどすけど、この子の食事代ぐらい出してあげてもいいわよ」

「ダストに奢おごるのはごめん被こうむるけどよ、ガキになら奢ってやるぜ」

「子供が飢えるのは見ていられないからな」

　こいつらの事だから、そう言ってくれるんじゃないかとは予想していたが。

「気持ちはありがたいけどよ、こいつの食い扶ぶ持ちぐらいなんとかするって」

「「「…………」」」

「なんだよ、黙だまり込むなよ」

　心の底から驚おどろいたのか、目を限界まで見開いて馬ば鹿か面づらを晒さらす三人。

　静かになった店内にはフェイトフォーのそしゃくする音だけが響いている。

「病院行こう？」

「病気じゃねえよ」

「今から教会に行くぞ」

「呪のろいでもねえよ」

「誰だれだお前」

「ダストだよ！」

　何回同じようなやり取りをすれば気が済むんだ。

「お前らな、俺がまともな事を言ったら、そんなに変か？」

「「「変」」」

「こういう時だけチームワーク抜ばつ群ぐんだな、おい！」

　その団結力はモンスターと戦っている時に発揮してくれ。少なくとも今じゃねえ。

　これだけ大声で言い合っているというのに、一人黙もく々もくと食事を続けるフェイトフォー。

　動じないな、お前は。

「気楽に食事代を払はらうとか言ったけどよ、マジで払えるのか？」

「馬鹿にしないでよ。ダストと違ちがってあたし達……あたしとテイラーは貯金してるから」

「人生何があるか分からんからな。それなりには蓄たくわえている」

「おい、なんで俺を外した。まあ、確かにそんなには持ってないけど、ダストと違ってガキの食事代ぐらい軽いもんだ」

　ほう、言ったな。

　お前らは俺との会話に気を取られて、現在進行形で恐おそろしい事になっているのに気づいてないだろ。

「テーブルの上を見てみろや」

　俺が少し離れた場所でまだ食べているフェイトフォーを指さす。

　釣つられて視線を動かした仲間達が思わず息を吞のんだ。

　何十枚もの皿が積み上げられて小さな体が見えなくなっている。

　それでもまだ足りないのか、ウェイトレスをまた呼んで追加注文中だ。

「えっ噓うそでしょ。これだけの量を一人で？　この短時間に？　体と食事量合ってなくない!?」

「こ、これは想定外だ。子供は食欲旺おう盛せいと相場が決まっているが、この量はさすがに……」

「おいおい、末恐ろしい食欲だな。割り勘かんの飲み会にこんだけ食うのが来たら、どんだけ美人でもドン引きされんぞ」

　俺が何を言いたいのか理解してくれたようだ。

　この場で話を続けると永久に飯を食われ続ける気がしたので、そこで切り上げて店を出る事にした。

　二日どころかこれで俺の財さい布ふは空だ。早く手て頃ごろなクエスト見つけて金を稼がないと明日あしたどころか今日の晩飯も抜ぬきになる。

　焦あせる俺を尻しり目めに最後の皿を積んだフェイトフォーは、まだ少し物足りなそうな顔をしていた。
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　ギルドに戻ってきて手頃なクエストを探すつもりだったが、太陽が沈しずんで辺りが暗くなってきている。今日は断念して明日の朝一からやるしかない。

　仲間達は晩飯を食うようだが、俺は手持ちの金が限界だ。今日は宿屋で寝ねるのは諦あきらめて馬小屋決定だな。

　俺はそれでいいんだが、問題は隣の席にちょこんと座って、足をぶらぶらさせているこいつだ。

　あれだけ食ったのにまだ食べ足りないらしく、指をくわえてメニュー表を見ている。

　仲間達に偉えらそうな事を言った手前、今いま更さら金を貸してくれというのはプライドが……。いや待てよ、俺にプライドなんて崇すう高こうなものが残ってたのか？

「ん──っ！　んんんんんっ！」

「ちょっと、うるさいわね。なんで腕うで組んで唸うなってんのよ」

「自分の中に残ってたもんに戸と惑まどっている最中だ」

「ダスト。あんた、やっぱり今日は変よ」

　もしかして、本気で心配されてんのか。キースもテイラーも物もの珍めずらしそうな顔でこっち見んな。

　仲間は無視して、まずはこいつの食料の確保が優先だ。

　金を使わずに済む方法はないかギルド内を観察していると妙みよう案あんを思いついた。

「よーし、あそこで騒さわいでいる四人組が見えるか」

「どれ？」

　フェイトフォーがきょろきょろと辺りを見回している。

　冒ぼう険けん者しやは大体、三から五人組が多いからどれか分かんねえか。みんな騒いでるしな。

「変態っぽいのと、頭おかしそうなのと、宴えん会かい芸やってる三人の女がいるだろ。そいつらに囲まれて酒飲んでる男に甘えた感じで『お兄ちゃんお腹なかちゅいた』って言ったら、たらふく食わせてくれるぞ」

「本当なの？」

「おうよ。ダチは金持ちだから遠えん慮りよなくたかっていいぞ」

「……行ってくるの」

　俺の提案に素す直なおに乗っかると、アクセルの街で良くも悪くも一番有名なパーティーのところへ歩いていく。

　カズマは女子供には甘いってのはよーく知っている。おまけに妹属性に弱いらしい。懐なついているアイリスや爆ばく裂れつ娘むすめがその証しよう拠こみたいなもんだ。

　他ほかには爆裂娘の妹やダクネスの隠かくし子騒そう動どうの時も、その片へん鱗りんが見えていたからな。……まあ、アクセルの街の冒険者連中はみんな子供には甘いけどよ。

　たどり着いたフェイトフォーが、カズマのズボンを摑つかんで何か言っている。

　距きよ離りが離れすぎていて声は聞こえないが、上手うまくいっているみたいだ。大量の食い物をカズマ達からもらっている。

　大皿に山盛りの食べ物を手に入れて、満足そうな顔で戻ってきた。

「いっぱいくれたの」

「おう、良かったじゃねえか。遠慮せずに、いっぱい食うんだぞ」

「あんた、いつかカズマに愛あい想そを尽かされるわよ」

「いいんだよ。あいつらは幼女に感謝されて嬉うれしい。こいつは腹いっぱい食べられて嬉しい。誰も損してねえだろ。こういうのを、カズマの国の言葉だとウインウインとか言うそうだぜ」

「どう考えても、あっちが損しているでしょ。でも、これだけ美味おいしそうに食べてくれたら文句はないかもね」

　一心不乱に食べ続けている姿を見つめて、リーンが微笑ほほえむ。

　この光景、少しだけ昔を思い出しちまうな。あの時もフェイトフォーに飯をやって、そんな俺達を楽しそうに見つめる──。

「ねえ、フェイトフォーちゃん。ダストのどこがそんなに気に入ったの？　ハッキリ言って欠点なら山ほどあるけど、良いところなんて微み塵じんもないわよ」

「俺もそこが知りたかったんだよ。ここじゃ、ゴブリンよりも嫌きらわれている男だぜ」

「好かれる要素は乏とぼしいな」

「一つぐらいは良いところあるだろ！　仲間だったら良いとこ探せよ！　もっと頑がん張ばれよ！」

　誰一人として俺を褒ほめやがらねえ。

　問われた本人は手を休めてじっと考え込んでいる。

　わずかだが表情に変化がある。ちょっと不ふ機き嫌げんな顔だ。

「だちゅとは、ふぇいとふぉーをたちゅけてくれたの。牢ろうに囚とらわれていたのをちゅくってくれたの。『もう大だい丈じよう夫ぶだ。あんちんちて』って言ってくれたの」

　懐かしい話だ。初めて会った時の事をまだ覚えていたのか。

　俺もあの時の事は鮮せん明めいに覚えている。怪け我がをした状態で牢の中でうずくまり、怯おびえて警けい戒かいしていたんだよな。

「そんな辛つらい過去があったのね。嫌いやな事を思い出させてごめん。……でもその時のダストって、あなたにだけ見えた幻じゃないの？」

「おい、こら」

「本当にダストだった？　こんな軽けい薄はくそうな顔をしていたかちゃんと思い出して。勘違いしてない？」

「おい、待てや」

　リーンが俺の顔を摑んでフェイトフォーの前に引っ張り出す。至近距離で見つめる瞳ひとみの色が徐じよ々じよに赤へと変化していく。

　あっ、これはヤバい！

「お、落ち着けって！　こんなのはいつものじゃれあいだから、怒おこらなくていいんだぞ。仲間同士だったら普ふ通つうの事だからな」

　無言の怒いかりが俺にも伝わってきたので慌あわててなだめる。

　頭を撫なでると少し怒りが収まったようで、目の色も元に戻った。

「だちゅとの悪口言う、この人は嫌い」

　かわいい声で嫌い宣言されたリーンが、ショックのあまり仰のけ反ってふらついている。

「あーあ、俺様の悪口を言うから嫌われてやんの。母性足りてないんじゃないか？」

「うっさいわね！　だって、今の話ってどう考えても、あたしの知っているダストじゃないでしょ。まるで英えい雄ゆうか物語の騎き士し様みたいじゃない。勘違いか間違いとしか思えないわよ。本当にそれってダストだ……」

「むっ」

「もう、言いません」

　フェイトフォーにひと睨にらみされてリーンが黙だまった。

　仲間達は信じたというより、子供の手前納なつ得とくした振ふりをしているだけだろう。俺もこれ以上この件に関しては蒸むし返したくないから、別にいいんだが。

「この子、怒ったら怖こわいのね。今のは子供とは思えない迫はく力りよくだったわ」

　本当に怖かったのか冷や汗あせをぬぐっている。

「そうか？　まあ、昔キレて大おお事ごとになったりもしたな。あん時はなだめるのに苦労したぜ」

　俺の話を聞いて思い出したらしく、フェイトフォーは高く積まれた料理の後ろに隠れた。恥はずかしいのか。

「そんな事よりも、明日クエスト受けるけどお前ら予定はねえよな？」

「暇ひまっていえば暇ね」

「特に用事はねえよ」

「同じく」

　これで人手は確保できたな。

　問題があるとすれば、俺達がクエストをしている間は誰だれがフェイトフォーの面めん倒どうを見るかだ。

　頭の良い子だからギルドで留守番させておけばいいか。

「フェイトフォー。明日はクエストに行って稼かせいでくるから、ここで待っていられるな？」

「いや。ついてくの」

「わがまま言ったらダメ。モンスターと戦うんだから危ないのよ」

「この人、嫌い」

「ぐはっ！」

　優やさしく諭さとしたリーンを一いつ蹴しゆうした。

　本気で嫌っているようで、他人の目から見ても分かるぐらいのしかめ面つらをしている。感情をここまで表に出せるようになったのか。

「お嬢じようちゃん本当に危ないんだぜ。モンスターとかに襲おそわれたらどうすんだ」

「倒たおちゅ」

「おー、それは心強いな。はっはっはっ」

　冗じよう談だんだと思ってテイラー達は笑っているが、当人はいたって本気なんだよ。

「俺は連れて行っても構わねえんだが」

「はあっ!?　あんた何言ってんの！　遊びに行くんじゃないのよ。もしもの事があったらどうすんのよ！」

　あんだけ嫌われているのに本気で心配するのか。

　キース達もフェイトフォーの身を案じて説得しているが、頑として首を縦に振らない。

　姿は変わっても、そういうところは相変わらずか。

「心配すんなって、俺が必ず守るからよ。それにお前らだって戦せん闘とう中に見捨てるような事はしねえだろ」

「当たり前でしょ。あんただけなら迷わず見捨てるけど、その子は命いのち懸がけで守るわよ」

「だったら、ヤバいクエストは一いつ切さい受けねえって約束するから連れて行ってもいいだろ？　置いていったとしても、こいつの性格なら黙ってついてくるぞ」

「ついていくの」

　当然とばかりに大きく頷うなずいている。

「そうなると、一いつ緒しよに連れて行って守ってやった方がむしろ安全かもしれん」

「でもよ、テイラー。うろちょろされたら邪じや魔まだし、ガキに大人しくしておけってのも酷こくじゃねえか？」

「それはキースの言う通りか。とはいえ自由にさせて、幼子を危険に晒さらすわけにはいかないだろう」

　テイラーとキースは真しん剣けんに悩なやんでいるようだが、そこまで深刻に考える必要はないのにな。

　そんな二人の会話に参加せずに黙っていたリーンが突とつ然ぜん立ち上がると、

「ちょっと考えがあるから、準備してくる。また明日あした」

　俺達の返事も待たずにギルドから飛び出していった。

　出て行ったリーンも気になるが、それよりも……無断で追加注文を続けているフェイトフォーの飯の支し払はらいをどうするか。そっちの方が重要だ。
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「──気持ち良く眠ねむっているようだね」

　隣となりで寝ねそべっているフェイトフォーの体を優しく撫でる。

　初めて会った時は怯えて警戒が酷ひどくなだめるのに必死だったが、根は素直で優しい子だ。

　こうやって無防備に寝ている姿を見ていると安心する。

「利用しているようで心が痛むが、これもこの国と姫ひめのためだ」

　言い訳を呟つぶやき自分自身を無理にでも納得させる。

　悪漢の手からフェイトフォーを助け出して以来、面倒を見るようになった。当初は色々と戸と惑まどう事も多かったが、お互たがいに歩み寄り今では完全に懐いている。

　あの日から姫の次に大切な存在となり、何かと一緒にいる事が多い。

　今日は朝から一緒にかなり暴れたので疲つかれが溜たまっているのだろう。ぐっすりと眠っている。

　窓から見える夜空は星で埋うめ尽つくされている。姫が何かにつけて「ドラゴンに乗せて！」と言ってくるが、国王からの許しもなく乗せるわけにはいかない。

　それぐらい分かっているはずなのに、何度も何度もしつこく言ってくる。

　特に最近はほぼ毎日のように……。理由は分かっている。だが私の立場上、それを指し摘てきするわけにもいかず、誤ご魔ま化かす日々を送っていた。

「結けつ婚こんか。一国の姫であれば許嫁いいなずけがいて当然。聞き分けのない方だ」

　私はただあの方を守るだけだ。騎士として──。









　寝起きの頭をボリボリと搔かく。

　……今日の夢はフェイトフォーの影えい響きようだよな。

「さーてと、気合い入れて稼ぎますか」

　馬小屋で目覚めた俺の隣で気持ち良さそうに寝ているのは、言うまでもなくフェイトフォーだ。

　仲間やギルドにいた冒ぼう険けん者しや達が宿代を出してやると言っていたのに、全すべて断ると馬小屋に来て一緒に寝ていた。

　これがきれいな姉ちゃんなら大だい歓かん迎げいな状じよう況きようなんだが、これは結構ヤバい。

「こんなところを誰かに見られたら、ますます勘かん違ちがいされそうだぜ」

　ロリコン疑ぎ惑わくはカズマだけで十分だ。そんな噂うわさが広まったら女が寄り付かなくなっちまう。

　フェイトフォーを起こしてギルドに行くと、いつもより人が少ない。

　早朝はクエストの依い頼らいが掲けい示じ板ばんに貼はり出されるから、楽なクエストを他ほかに取られないように朝一で探す連中がいつもなら何人かいるのにな。

　朝まで飲み明かした時に、そういう連中を何度か見ている。

「ダスト、いたのね」

　昨日の晩に姿を消してから一度も会わなかったリーンが駆かけ寄ってきた。

「ちょっと、そこ動かないで」

「なんだ、なんだ。おい、この紐ひもなんだよ。何しているか教えろよ、無言で巻き付けんな！」

　俺を無視して布のついた紐を体に巻き付けると、ぐるっと一周して満足そうな顔をしている。

　いや、だからなんなんだよ。

「ぷっ、思ったよりも似合うじゃない、おんぶひも」

　おい、なんで半笑いなんだよ。

「おんぶひもだ？　なんだそれ」

「説明するより実際に使った方が分かりやすいでしょ。フェイトフォーちゃんこっち来て。きゃっ、手に嚙かみつこうとするのやめてよ！」

「ふうううっ！」

　歯をむき出しにして威い嚇かくされるリーン。

　ほんと、この二人相あい性しようが悪いな。
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「だから、大人しくしてって！　こらっ、変なところ嚙まないで！　ほら、こうやったらダストと一緒にいられるでしょ」

　無む理り矢や理り持ち上げて、俺の背中に持っていく。

　俺にしがみついていないのに落ちる様子がない。

「これだと両手も使えるし、ダストの負担も少ないでしょ。ちょっと重いかもしれないけど」

「いや、この重さなら問題ねえよ。助かったぜ、リーン。ほら、お前も礼を言いな」

「むう……。ありがとう、嫌きらいな人」

　素す直なおじゃないが一応は礼を言えたか。リーンは苦笑いしているけどな。

　背負ったフェイトフォーの重さは、全身鎧よろいを着ていた頃ころに比べれば気にもならない。

　いい男が台無しになるこの恰かつ好こうは気になるが、背に腹は代えられないからな。

　それに最近は男でも子こ煩ぼん悩のうの方がモテるという噂を耳にした。意外と女に受けたりすんじゃねえか。

「テイラー達はまだなのか？　俺様が珍めずらしく早起きしてやったのに、たるんでんな」

「それなんだけど、実はテイラーもキースも突然『やることができた』とか言って来ないのよ」

「はあああああんっ？　おいおい、昨日約束したじゃねえか。キースはまだしも、テイラーが約束破るなんてどういう了りよう見けんだ」

「あたしも理由を訊きいたんだけどさ、どうしても無理だって言うのよ」

　キースはいい加減で気まぐれなところがあるから納なつ得とくいくが、テイラーが直前に断るのはあり得ない。

　二人揃そろってキャンセルってのは何か裏があるのか？　後で見かけたら詳くわしく話を聞いてみるか。

「おいおい、どうすんだよ。さすがに二人じゃ厳しいだろ」

　クエストの内容によっては二人でもこなせるだろうが、リーンはフェイトフォーが危険だからって反対するに決まっている。

　こうなったら、少々の危険は覚かく悟ごの上で一人で行くか？

「安心して。さっき、そこで助すけっ人とを確保してきたから」

　タイミングを見計らっていたのか、リーンの背後から二人の人物が歩み寄ってきた。

「お、お邪魔します！　本日はお日ひ柄がらも良く、一緒に冒険させて頂く事になりま──」

「いい加減慣れろよ。手て土産みやげはもらっておくぜ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで長ったらしい挨あい拶さつをしているのは、ボッチ紅魔族のゆんゆん。

　何回か一いつ緒しよにパーティーを組んだ事もあるのに、未いまだに団体行動に慣れないようだ。

「先せん輩ぱい方、今日はよろしくお願いします。……お嫁よめさんに逃にげられた、甲か斐い性しようなしのお父さんみたいで似合ってますよ」

　ゆんゆんとは真逆で緊張した様子が微み塵じんもないのは、ロリサキュバスだ。

　助っ人なんて言うから誰だれかと思ったら、最近顔なじみのメンバーか。

「一言余計だが、手伝ってくれるなら助かるぜ。ちょっとクエスト見てくるから待ってな」

　掲示板に貼られた中からお手頃なものを探してみるが、モンスターの討とう伐ばつ系が多いな。安全な雑用の依頼がほとんどねえぞ。

　偶ぐう然ぜん近くを通りかかったルナが見えたので、呼び止める。

「なあ、ルナ。クエストの内容が偏かたよってねえか？」

　こっちを見た視線が一いつ瞬しゆん俺の後ろに向いて驚おどろいたようだったが、目を逸そらすと一度深呼吸をして平静を装よそおう。

「お気づきになりましたか。ここ数日、冒険者の皆みなさんがクエストを受けてくれないのですよ。それどころかギルドにも来ていませんからね」

　大きなため息を吐つくルナに促うながされてギルド内を観察してみると、確かに冒険者の数が少ない。

「どこ行ったんだあいつら」

「それが、数日前にアクセルの街にやってきたセレナさんに付きっきりだそうです。無む償しようで支し援えん魔法を掛かけてくださるので冒険者の皆さんに大人気でして。……男の人って清潔感があって美人で優やさしくておしとやかに見えたら、すぐにころっと騙だまされるものなんですか!?」

「そんだけ揃ってりゃモテて当然だろ。なんで涙なみだ目めなんだよ！」

　ぐいぐい迫せまってくるので押し付けられる胸の感かん触しよくは嬉うれしいが、必死の形相がかなり怖こええ。

「おかしいじゃないですか！　あんなに簡単に男の人に好かれるなんて絶対変ですよ！　そのテクニックをご教授して欲しいです！」

「なら愚ぐ痴ちってねえで、直接訊いて来いや！」

　人気者だとは思っていたが、そんなにモテてんのか。

　プリーストと聞くと問題児ばかりのアクシズ教徒を嫌いやでも思い出してしまうが、セレナはまともに見えた。特に金に執しゆう着ちやくしないのが良い。

　しかし、そんな事になっていたのか。フェイトフォーの事で頭がいっぱいだったから、ギルドの異変にこれっぽっちも気づいてなかった。

「野や郎ろう共が夢中になるのも分かるぜ。胸も尻しりもいいもん持って、痛いてっ！　首筋を齧かじるな！　分かってる、分かってるって！　そんな事よりクエストだろ？」

　腹が減って気が立っているのか、フェイトフォーが背後から嚙んできやがる。

「クエストを処理してくださるのですか！　こんな状況なので依頼がたまって困っていたのですよ。よろしくお願いします！　今なら三割増しの依頼料に加えて、ここでの飲食のツケが利きくように口利きしますので！」

　相当困っていたらしく破格の条件を提示してきた。

　今日のパーティーは魔ま法ほう使いが充じゆう実じつしているから、火力は期待できる。討伐クエストも内容によっては安全にやれそうだな。

　妥だ当とうなクエストをいくつか選び、リーン達を連れてギルドを出た。







　順調に討伐クエストをこなしている。

　前衛として俺が先頭に立ってはいるが、戦せん闘とうに入るとフェイトフォーを心配して全力の魔法が飛んでくるので、俺が何もしないうちに全てが終わる。

　既すでに三つのクエストをクリアーしたが、残りの二つもあっという間に終わりそうだ。

「上手うまくいきすぎて、ちょっと怖こわいわね」

「楽でいいじゃねえか。くだらねえ心配ばっかしてると老ふけちまうぞ」

「モンスターは任せてください。フェイトフォーちゃんは傷つけさせません！」

「ゆんゆん先輩、頼たのもしいです！」

　俺が囮おとりになって敵が寄ってくる前にゆんゆんが殲せん滅めつ。取りこぼした場合や複数いた時はリーンが各個撃げき破はするか、ロリサキュバスの精神魔法で足止め。

　魔法使いが三人もいる偏かたよったパーティーだが意外とうまくやれている。この四人でのモンスター討伐が初めてじゃないからか。

「んっ？　なんか、肩かたがしっとりしてきて……おい、涎よだれ、涎！」

「じゅるっ。おいちちょう」

　俺の背後から今倒たおしたばかりのジャイアントトードに熱い視線を飛ばしているのは、もちろんフェイトフォーだ。

　空腹が限界に達したのか、滝たきのように涎を垂れ流している。

「ゆんゆん、そこの巨きよ大だいカエルをいい感じに炙あぶってくれ」

「いいですけど、どうするんですか？」

「お嬢じよう様さまのお食事タイムだ。これ以上放置したら粘ねん液えきも滴したたるいい男になんぞ。おんぶ役代わってくれるなら、別にいいけどよ」

　べちょべちょになった手をゆんゆんに伸のばすと、一気に距きよ離りを取りやがった。

「ひいぃっ、近づかないでください。ねちょねちょには嫌な思い出があるんです！　速そつ攻こうで炙りますから！」

　こんがりと丸焼きにされたカエルをフェイトフォーが平らげていく。

　俺達用にも少し切り分けたが、残りの八割以上を一人で食べきるつもりのようだ。

　ドーンと遠くの方で爆ばく発はつ音がして煙けむりが上空に昇のぼっている。あの頭のおかしいのが日課の爆ばく裂れつ魔法を撃うったのか。

　ただの日常なので、この街の住人は驚きもしない。

「見てるだけで胸いっぱいになる食べっぷりね」

「その割には膨ふくらんでねえ……おい、すぐに攻撃するのやめろや！」

「先にセクハラ発言やめたら考えてあげるわ」

　ちょっとからかっただけなのに魔法を撃とうとしやがる。

「しかし、お前さん達、タイミング良くギルドにいてくれて助かったぜ。あのままだったら人手不足だったからな」

「偶然じゃないですよ。フェイトフォーちゃんが気になったので、ギルドでずっとダストさんを見張ってました。ただのお知り合いには見えませんけど、どこで知り合ったんですか？」

「心配というより、お二人の関係にちょっと興味があります。実は年の差を超こえた禁断の愛だったとしても、私としては大だい歓かん迎げいですので安心してください。で、実はどうなんですか？」

　ゆんゆんとロリサキュバスが好こう奇き心しんを隠かくそうともしないで詰つめ寄ってくる。

　どいつもこいつも、そんなに気になる事かよ。

　リーンは昨日のやり取りがあるので、これ以上嫌きらわれたくないのか黙だまっている。だけど興味のない振ふりをしながら、聞き耳立ててんのは知ってんぞ。

　こういう時は噓うそに少し真実を混ぜて話すと信ぴょう性が出るんだったよな。

「昔、悪いヤツに誘ゆう拐かいされてな。俺が偶然その現場に出くわして助けたんだよ。それ以来、こんな調子で懐なつかれちまった」

「女子だったら誰もが憧あこがれるシチュエーションじゃないですか！　ちっちゃい頃ころにそんな経験したら勘かん違ちがいもしますよね。ちょっと納得しました」

「囚とらわれのお姫ひめ様さまプレイですか……需じゆ要ようありそうですね」

　一名納得の仕方がどうかと思うが、まあいいか。

　リーンは似た話を昨日聞いているから反応はないみたいだな。

「ダストさん。前々から気になってたんですけど、アクセルの街に来る前は何をしてたんですか？」

　ゆんゆんが質問を口にした途と端たん、リーンが興味のない振りを続行したまま、こっちに寄ってきている。

「私も気になってました！　いつもはクズでゲスでどうしようもないのに、ちゃんとした礼れい儀ぎ作法を知ってたりしますよね。貴族とか王族についても詳しかったですし」

　こいつに貴族や王族の話なんてしたことあったか？

　いや、待てよ。確か……前に酔よった勢いで、淫いん夢むで王様や貴族プレイをする時のアドバイスをしたな。

　結構細かく余計な事まで語った気がする。

「あー、そのなんだ。あれだあれ。あーっ、ちょっと待て。それどころじゃねえぞ！」

　気が付けば周りを無数のモンスターに囲まれている。

　話に気を取られすぎて周囲の警けい戒かいを怠おこたっていた。

「この異様な数はなんなの!?」

「それに種類もバラバラですよ！　アクセルの街からそんなに離はなれてないのに」

「もしかして、さっきいつもの爆裂音がしましたから、あれに驚いたモンスターが一いつ斉せいにこっちに逃げてきたんじゃ？」

　あの爆裂娘のせいかよ！

　モンスター討伐のクエストを誰も受けないために増ぞう殖しよくしたモンスターが、一気にこっちへやってきやがったのか。

「フェイトフォー、こっちに来い！　早く、おぶされ！」

「うん」

　既にジャイアントトードの丸焼きを食べきっている現状をツッコむ余よ裕ゆうはない。

　おんぶひもでしっかり固定して背負うと、武器を構える。

　逃げ道を探したいが前後左右を完全に囲まれた。

「ゆんゆんは後ろの敵を一いつ掃そうしてくれ！　リーン、ロリーサは左右の敵の足止めを頼む。俺は正面の敵を相手するぜ」

「そっちが一番モンスターが多いじゃないの！　その子もいるのに無む茶ちやしないで！」

「こいつがいるから無茶しないといけないんだろうが。心配ならさっさとそっち片付けてくれや」

　これ以上は話をする余裕もないので、剣けんを抜ぬいてモンスターと対たい峙じする。

　ゴブリンもいればコボルトもいやがる。普ふ通つうは一緒に行動するようなモンスターじゃないんだが、この騒そう動どうで一いつ緒しよに逃にげてきたのか。

「だちゅと、だちゅと」

「悪いが今ちょっと忙いそがしいんだ。話があるなら後にしてくれ」

「槍やりは使わないの？」

「……まあ、色々あってな」

　こいつの前ではいつも槍を使っていたな。今も槍の一本でもあれば話は違ってくるが、無い物をねだってもしょうがない。

　なんて事を考えていたらモンスター達が襲おそい掛かってきた。

「うおっと。危ねえ！」

　攻撃を躱かわして斬きり付ける。軽く振った横なぎの一撃はゴブリンを真っ二つにした。

　その勢いを殺さずに隣となりのコボルトの首もはねる。

　……雑ざ魚こモンスターとはいえ弱すぎねえか？

　攻撃ものろすぎて余裕で避よけられる。

「どうしたのよ、絶好調みたいね！」

　後ろからリーンのはしゃぐ声がする。

　敵が弱いのではなくて、俺の調子がいいだけなのか。

「だちゅと、わたちのおかげ」

　背中から少し誇ほこらしげな声がする。

「……そうだったな。お前さんがいるなら、負けるわけがねえよな！」

　頼もしい声をバックに俺はモンスターの群れへと飛び込んでいった。
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　苦戦するかと思ったらあっさりと目の前のモンスター達を掃討できたので、そのまま苦戦中のリーン達を手伝い、なんとか全すべての敵を退けることに成功した。

「ぜえ、はあ、はあ……。一生分、働いた気がするぜ。もう寝ねて暮らしても許されるんじゃねえか」

「も、もう限界。魔力も空っぽよ」

「すみません。私も魔法使い過ぎました」

「これ以上働いたら夜の仕事ができませんー」

　俺もそうだが全員ギリギリだな。

　他ほかの冒ぼう険けん者しやがクエストをサボっている影えい響きようがここまで出ているとは。これでしばらくはモンスターも大人しくなりゃいいが。




　疲つかれ切った体を引きずるようにして、俺達はなんとかギルドに帰り着いた。

　飯を食って体を休めたかったが、まずは先立つものが必要だ。カウンターの向こうにルナの姿が見えたので、フェイトフォーを背負ったまま受付に向かう。

「帰ったぜ。クエスト達成だ、金くれ金」

「お疲れさまでした。はい、依い頼らい達成ですね。お受け取りください」

　依頼料を確かく認にんすると……多くないかこれ。

　ルナが金の計算をミスるとは珍めずらしい。ここは黙って頂いておこう。

　そのまま何も言わずに踵きびすを返して立ち去ろうとしたら、腕うでを摑つかまれた。

「なんの真ま似ねだ、ルナ」

「そのお金はもう一つのクエスト代も含ふくまれています。厄やつ介かい事がもう一つ発生したので、ご協力を願いたいのですが」

　いつもの笑え顔がおなんだが、妙みような迫はく力りよくがある。あの笑顔の裏に何か潜ひそんでやがるな。

　嫌いやな予感しかしないから断りたいところだが。

「なあ、拒きよ否ひ権はあるのか？　面めん倒どう事ならカズマ達に頼んだらどうだ。ダチは面倒事には慣れてるからな」

　問題しか起こさない連中の相手を毎日している逸いつ材ざいだ。トラブルの処理にはカズマが適任だろ。

「カズマさんは別件で忙しいらしくて、頼たよれる冒険者がダストさん達しかいないのですよ。これが解決すればダストさん達への負担も減りますので、お願いします」

　言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいだが握にぎられた腕からミシミシと音がする。逃がす気ないだろ。

「分かった、聞くだけだからな！　引き受けるかどうかは別だぞ！」

「ありがとうございます。実は街中で妙な言動をする冒険者の方々が目撃されていまして。住民からの苦情が多く寄せられているのですよ」

　妙な言動？

　話半分に聞き流すつもりだったが、それは気になるな。

「詳くわしく教えてくれ」

「はい。セレナさんに夢中な方々とは別で、街中で暴れたりうわ言を呟つぶやいたり、奇き怪かいな行動をする冒険者がいるのですよ。何人かは警察のお世話になって牢ろう屋やに放ほうり込まれてしまいまして」

「なんだそりゃ。ただの酔っぱらいじゃねえのか。そんな連中だったら夜のギルドや飲み屋にわんさかいるぞ」

　ここの連中は毎晩のように宴えん会かいしているからな。

　馬ば鹿かみたいに酔っぱらうヤツらは珍しくもない。

「そうですね。ギルドや飲み屋ならまだいいのですが、昼間から街中で暴れているのですよ。そうなると冒険者ギルドとしては放置できませんから。ただでさえ人手不足なのに」

「妙な言動ね。捕つかまった連中に共通点とかねえのか？」

「うーん、これといってないですね。あっ、暴れている冒険者を偶ぐう然ぜんですが捕まえてくれたのがバニルさんだったそうですよ」

「旦だん那なか。じゃあ、後で話を聞いてくるか」

　バニルの旦那に話を聞くなら、あいつらも連れて行くか。

　黙って行ったら後で文句言いそうだしな。







　バニルの旦那のところへ行く前に目もく撃げき者から話を聞く事になった。

　リーンは相変わらず旦那の事が少し苦手らしく、同行しないでギルドで待っている。

　情報を集めた結果、分かったのは冒険者だけではなく街の住民も何人か暴れていた事実だ。

「ええと、症しよう状じようは理性を失って暴れたり、あらぬ方向を見て叫さけんだりしていたみたいです」

　予想通り付いてきたゆんゆんが、メモ帳を片手に張り切っている。

　どうやら、最近探たん偵ていが活かつ躍やくする小説を読んだらしく、当人はその気分に浸ひたっているらしい。

「酔っぱらいというより、幻げん覚かくの魔ま法ほうでも掛かけられたみたいな行動ですね。もしくは呪のろいの類たぐいかもしれません」

　付いてきたもう一人──ロリサキュバスは精神に関かん与よする魔法が使えるから、ピンときたようだ。

　呪いに関しても悪魔として知識があるからな。意外といい線を行っているのかもしれない。

「どっかの魔法使いが街中で面おも白しろ半分に魔法を掛けまくったか、何らかの呪いが発生したって事か。アクセルの街で無差別に魔法をぶっ放す輩やからは……一人だけ心当たりがいるが、そいつはあの魔法以外は使えねえしな」

　ちらっとゆんゆんを見ると、自分の事のように恥はずかしそうに身を縮めている。

　俺が誰だれの事を言っているか察したようだ。

「となると、呪いか？　教会にでも行って話を聞いてみるか。ここからだとアクシズ教の方が近いが……エリス教の方に行くか」

　全員が大きく頷うなずく。

　わざわざ自ら話をややこしくする必要はないからな。アクシズ教徒と関かかわるとろくなことがないのは、嫌というほど経験済みだ。

　教会に着くとロリサキュバスは俺達から離はなれた。遠くから見守ることにしたようだ。アクシズ教もエリス教も悪魔嫌ぎらいで有名だからか。

　教会の扉とびらを叩たたくと、中からプリースト姿の女が出てきた。

「どうされましたか。……ああっ、みんな早く来て！　あの不心得者が性しよう懲こりもなくやってきましたよ！」

「そんな大声を上げてはしたな……あああああっ！　エリス様を侮ぶ辱じよくした神の敵かたきが！」

　俺の顔を見て奇声を上げると、問答無用で殴なぐり掛かってきやがった。

「何しやがんだ！　善良な市民に暴行を加えようなんていい度胸じゃねえか！」

「誰が善良な市民ですか！　あの暴言を忘れたとは言わせませんよ！」

　なんでこんなに怒おこってんだこいつら。暴言とか意味不明な事を言っているが、身に覚えはない。

「おいおい、聖職者様が言いがかりはよしてくれや」

「この男、本気で忘れてるの？　噓うそでしょ」

「ちょっと待ってくれ、今思い出すからよ。あー、あれか。金がない時に炊たき出しの飯に何回も並んで、味が薄うすいっていちゃもん付けたあれだろ。それとも、エリス教徒のじいさんに女め神がみエリスに会った話をして、パトロンになってもらおうとした話か？」

「ダストさん、あなたって人は……」

　ゆんゆんが侮ぶ蔑べつを込めた視線を注いでくる。

　お前がドン引きしてどうすんだよ。

「……それだけではないですよね？」

「『エリス教のプリーストは、信しん仰こう心の高さと胸の大きさが反比例するって本当なんですね。うひゃーっひゃっひゃっ！』ってからかったのは俺じゃなくてキースだぞ？」

「……その時殴ったのは私でなくマリスです。他にもありましたよね？」

　笑顔で受け答えしているのが逆に怖こわい。

　他にもなんかあったか？　特に思いつく事はもうないな。うん。

「ねえな」

「ダクネス様と一いつ緒しよにいた時に『女神エリスはパットだって噂うわさを聞いたんだけどよ、そのエリス教徒が巨きよ乳にゆうだなんて、女神に破門とかされないのか？　そもそもそれって本物なのか？　ひょっとしてパットじゃないんですかお二人さんよぉ!?　違ちがうってんならここで見せて証明してみろ！』と言った事を忘れたとは言わせませんよ」

　わざわざ声真似までして熱弁を振ふるっているが覚えてない。

「そんな事、あったっけ？」

　覚えてないので首を傾かしげると、全力の右ストレートが顔面に突つき刺ささった。

「てめえ、プリーストのくせに殴りやがったな！」

「エリス様と女の尊厳を傷つけた輩はアンデッドと同等の扱あつかいをして良いのです！　私が今決めました！」

「おいこら、数の暴力は卑ひ怯きようだろ！　神に仕える者がこんな小さな子の前で暴力を振るっていいのか？　このつぶらな瞳ひとみを見てみろ……ゆんゆん？　おい、フェイトフォーを連れて行くな！」

　振り返るとフェイトフォーを担かついで、離れた場所にいるロリサキュバスのところまで移動するゆんゆんの背中が見えた。

　周りをエリス教徒に取り囲まれて、逃にげ道は完全に塞ふさがれている。

「まずは冷静に話し合おうじゃねえか。女神エリスも無益な争いは好まないはずだぜ？」

「「「「うるさいっ！」」」」
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「くそっ、ボコボコにしておいてヒールも掛けずに放置しやがった。信じらんねえ」

　プリーストのくせに地面で痙けい攣れんしている俺を無視して教会に引っ込みやがった。

　なんとか立ち上がると、遠くで傍ぼう観かんしていたゆんゆん達がやってくる。

　こいつらも薄はく情じよう者だよな。

「ダストさんのせいで話が聞けなかったじゃないですか」

「エリス教を敵に回すなんて、凄すごいですね」

「んしょ、んしょ」

　呆あきれる者もいれば感心する者もいるかと思えば、何も言わずに俺の背中によじ登って、おんぶひもを自分で装着する者もいる。そこが自分の定位置だと思ってそうだな。

「問題はこれからアクシズ教の教会に話を聞きに行くか無視するか。多数決と行こうぜ。アクシズ教の教会に行くのに賛成のヤツは手を挙げてくれ」

　誰も挙げなかったので、取りあえず旦那のところに行ってみる。




「お、お邪じや魔まします」

「バニル様、何かお手伝いできる事はありませんか」

「旦那、ちょいと訊ききたいんだが」

　魔道具店の扉を開けると香こうばしい臭においが漂ただよってくる。

　床ゆかには黒くろ焦こげの店主、ウィズが転がっているがいつもの事だ。

「ふむ、役に立ちたいのであれば床に転がっているゴミを捨てておくがよい」

「はーい、分かりました～。ふーふふーん」

　ロリサキュバスは笑えみを浮うかべて、手慣れた手つきでウィズをどこかへと運んでいる。

「ボッチンピラもいるのか。今は取り込んでいてな、冷やかしなら後にしてもらおう」

「ボッチンピラ!?　ダストさんと一緒くたにするのやめてください！」

　旦那、上手うまいこと言うな。

「ちなみにウィズは何をやらかしたんだ？」

「聞いてくれるか。このゴミ店主は我わが輩はいがポーションの材料として大量に仕入れていたマンドラゴラをあろうことか、ご近所からお裾すそ分わけしてもらった野菜と勘かん違ちがいして……無料で配りおったのだ！」

「マンドラゴラって引っこ抜ぬいたら悲鳴を上げて、聞いたヤツは死ぬとかいう物ぶつ騒そうで希少な植物型モンスターだよな」

「ああ、それだ。無料で配ったのも腹立たしいが、それよりも問題があるのだ。適切な処理をすれば高価な薬となるのだが、そのまま食べると害があってな。配ったマンドラゴラのいくつかは回収できたのだが、まだいくつか行ゆく方え知れずで困り果てておる」

　そりゃ怒られて当然だな。

　耳元で唸うなり声がするので慌あわてて振り向くと、険しい顔をしたフェイトフォーと目が合う。

「だちゅと、ちょの男は危険」

「おっと、これは珍めずらしいものを背負っているではないか。ほほう、このような場所でお目にかかれるとは」

　睨にらまれているのに物もの怖おじ一つしないで顔を近づけるバニルの旦那。

　至近距きよ離りで睨む幼女と口元の笑みを絶やさない仮面の男。傍はたから見たら奇き妙みような光景だろうな。

「大だい丈じよう夫ぶだ。旦那は悪魔で性格はあれなところがあって人じん畜ちく無害でもないけどよ、敵対はしてない。だから、落ち着いてくれ」

「……だちゅとがちょう言うなら」

　今にも飛び掛かろうとしていたが、我が慢まんしてくれたようだ。

　しかし、さすが旦だん那なと言うべきか。フェイトフォーを一目で見抜いたか。

「忙いそがしい時に悪いんだけどさ、旦那が街中で暴れている冒ぼう険けん者しやを捕つかまえた話を詳くわしく教えて欲しくてよ」

「その件であるか。我輩がマンドラゴラの回収に励はげんでおると、奇声を上げながら暴れる輩がいたのでな、ついでに叩きのめしただけの話だ」

　偶ぐう然ぜん通りかかっただけか。これは期待できる情報は得られそうにないな。

「まあ、その時の症状がマンドラゴラを食した時とよく似ているのは気になったが、些さ細さいな事であろう」

「へーそうなのか。……ちょい待ってくれ、旦那。それって間違いなくマンドラゴラを食った症状だろ」

　あっさり、元げん凶きようにたどり着いちまった。

　これで追加クエスト達成……とはいかないか。

「ちなみに行方知れずのマンドラゴラは、あとどれぐらいなんですか？」

「ふむ。聞き出した話によると、無料で配っていると大量に強ごう奪だつして行った遠えん慮りよ知らずの輩やからがいたようでな。残りはおそらく、そやつらが確保しておるだろう。だが、かなり厄やつ介かいな相手なのだ」

　旦那が厄介な相手なんて言うのは相当だぞ。

　楽に終わる仕事かと思っていたら、そう簡単にはいかないってオチかよ。

「バニル様が警けい戒かいする相手とはどのような者なのですか？」

「持って行ったのはよりにもよって……アクシズ教徒の連中だ」

「「「あー」」」

　全員同時に納なつ得とくした。

　悪魔の天敵と言っていい相手だ。

　俺もできる事なら関わりたくない連中なんだが、不幸な事に最近は何かと関わる事が多いんだよな。

　カズマのところのアクアもそうだが、エルロードではアクシズ教の最高責任者らしいゼスタとも知り合っちまった。

　正直言って、これ以上あの連中に近づきたくない。

「うむ、ここに丁度いい輩がいるではないか。頭の軽い愚おろかな神を信じている集団からマンドラゴラを回収してきてはもらえぬか。謝礼は弾はずむぞ」

「旦那の頼たのみなら引き受けたいんだけどよ、俺もあいつら苦手なんだよ」

「わ、私も苦手です」

　ロリサキュバスもおずおずと手を挙げる。旦那の言う事ならなんでも従うのに、アクシズ教だけは無理らしい。

「あのー。マンドラゴラを大量に持って行ったプリーストの特とく徴ちようって、何か聞いてませんか？」

「ふむ。確かアクシズ教の神官衣を着た女で『久しぶりにところてんスライム以外のものが食べられる』とか言っていたそうだが」

　んんっ？　今、一いつ瞬しゆんだが悪お寒かんが走ったぞ。知り合いにそんな輩がいたような……。

　ガタッと音がしたので隣となりを見ると、ゆんゆんが頭を抱かかえてその場に座り込み、ため息を吐ついている。

「どうしたんだ、急に。腐くさりかけの弁当でも拾い食いして腹が痛いのか？　ヤバい臭いがした時は要注意だぜ。あと酸すっぱいのはアウトだ」

「ダストさんじゃないんですから、そんなアドバイスいらないです。えっとですね、その人、知り合いかもしれません。言動に覚えがあります……残念な事に」

「そうであったか。ならば友として頼めぬか？　我輩にはこのような時に頼たよれる友が汝なんじしかおらぬのだ」

「任せてください！　お、お友達の頼み事なら断ったりしません！」

「「ちょろい」」

　ほくそ笑む旦那を見て、俺とロリサキュバスの口から同じ言葉が出た。

　こっちとしても都合がいいから、このまま話を進めさせてもらおう。







　俺達はアクシズ教のアクセル支部がある郊こう外がいの教会に向かうのかと思っていたら、金持ちが住む一等地へと向かっている。

　なんで郊外にアクシズ教の教会があると知っているのかといえば、街中の人々があそこには近づくなと警告してくるからだ。

　特に街の子供達は親からきつく言われているので誰だれも近寄らない。

「で、そのプリーストはここに住んでんのか？　アクシズ教ってのは金持ってないイメージなんだが。おいおい、噓うそだろ。……豪ごう邸ていじゃねえか！」

　目の前にあるのは巨大な屋や敷しき。カズマの屋敷もかなりのものだが、それでも比べ物にならないぐらいの豪邸だ。

　マジでこんなところにケチ臭くせえプリーストが住んでるのか？

「こんな屋敷に住んでいるのに、野菜を強奪なんてするんですか？」

　ロリサキュバスの疑問はもっともだ。俺だって同じ事を思った。

「えっと、団員……私の知り合いが借りているお家うちというかアジトみたいな感じで、そこにいつの間にか住み着いちゃったんです。たぶん、教会よりもこっちにいる時間の方が長いんじゃないかな」

　今はまだ昼過ぎだ。アクシズ教のプリーストなら炊たき出しや何らかの活動をしている時間帯だ。そのプリーストは何もせずにサボっているって事だよな。

「聖職者としてそれでいいのか？　……でもまあ、アクシズ教だからな」

「アクシズ教ですもんね」

　冷静に考えてみれば、アクシズ教なら驚おどろくような事じゃねえな。

　納得したので屋敷の扉とびらの前まで移動すると、ロリサキュバスは後方へと後あと退ずさる。

「私はご遠慮しますので、皆みなさんでお話をしてください」

「変わっているけど、そんなに悪い人……人じん畜ちく無害、じゃないよね。……ええと、たぶん大丈夫だよ？」

「もっと自信を持って言えよ、不信感が増すだけだろ。ロリーサはちょっとアクシズ教と因いん縁ねんっちゅうか、ろくでもない思い出があってな。まあ、俺もアクシズ教徒には嫌いやな思い出しかねえけどよ」

「……私もいっぱいあります。無む理り強じいは良くないですよね、分かりました。ロリーサちゃんはそこにいて……あっ」

　驚いた声を出したゆんゆんの視線の先に一人のプリーストがいた。

　掲かかげた両手の指を蠢うごめかせて怪あやしい目つきでロリサキュバスの背後に迫せまっているが、ロリサキュバスは気づいてない。

　そして、そのまま後ろからがしっと抱だき着いた。

「ふえっ!?」

「ロリっ子を確保したわ！　さあ、入信ですか、それとも入信ですか？　もしくは入信ですか？　ロリっ子枠わくは空いているから安心して！」

「ぎゃああああっ!!　た、助けてくださいーっ！　アクシズ教に入信させられちゃいます！　入れられちゃいますうううう！」

　暴れるロリサキュバスを抱きしめて放そうとしない女プリースト。

　助けてやりたいところだが、その顔を確かく認にんしてちゅうちょする。最悪な予想に限って当たるんだよなぁ。

「セシリーさん、放してあげてください！　その子は入信希望者じゃありません。それにここは教会じゃないですよ」

　あの女プリーストはセシリーっていうのか。

　何度か遭そう遇ぐうしているが名前は知らなかったな。

「あら、それもそうだったわ。最近、教会よりもこっちでだらだらしている時間の方が長いから、お姉ちゃん勘かん違ちがいしちゃった、てへっ」

　頭を小こ突づいて舌を出しているセシリー。

　カジノ大国エルロードで会った問題アクシズ教徒の一人だ。

「お前さん、アレと知り合いなのか？」

「はい、ちょっと色々ありまして」

「ゆんゆんさんも来てたのね。イリスさん、めぐみんさんに続いて、新たなロリっ子を仲間に引き入れるのよね」

「ちょっ、ちょっとセシリーさん！　その事は秘密だって言ったじゃないですか！」

　仲間？　それに今、イリスって言わなかったか。イリスってベルゼルグ王国の第一王女、アイリスの偽ぎ名めいだよな。

　あー、そういう事か。前にめぐみんやイリスとつるんで、ゆんゆんが何かやっていたな。そん時に俺の素す性じようを調べて噂うわさのドラゴンナイトだったら仲間にするとか、どうとか。
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　この屋敷もアイリスの権力で手に入れたのなら納得だ。

「いいわね、淫いん乱らんっぽいピンクの髪かみに凹おう凸とつを抑おさえ気味の控ひかえめな体。お姉ちゃんの好みよ！　あれっ、でもちょっとこの臭におい……」

「放して、放してくださいいいいっ！　助けてダストさん、ダストさ──ん！」

　ロリサキュバスが絶ぜつ叫きようして暴れている。アクシズ教徒の総本山でもあるアルカンレティアとエルロードでの一件が原因で、アクシズ教徒が完全にトラウマになってやがるな。

　そんな反応を気にも留とめずセシリーが背後から頭や首筋を嗅かいで、首を傾かしげている。

　どういう嗅きゆう覚かくをしているのかは知らないが、前にゼスタも悪あく魔まは臭いで分かるとか言ってたな。これ以上は危険か。

「おい、変態プリースト。ロリーサを放しやがれ。ほら、泣くんじゃねえよ」

「ありがどうございばずう。ごわがったでずぅ」

　マジ泣きじゃねえか。怖こわかったのは分かるが、抱き着いたついでに鼻水と涙なみだ擦こすり付けんな。

「女の子に泣かれるなんて、お姉ちゃんショック。でも、怯おびえた顔の女の子ってちょっとムラムラするわよね」

　ほんと、アクシズ教はどうにかした方がいいんじゃないか。

　赤ら顔でハアハア言っている姿が変態そのものだ。

「同意求めないでください！　そんな事を話しに来たんじゃないんです。セシリーさん、最近お野菜いっぱいもらいませんでしたか？」

　野菜がマンドラゴラだと知ると悪用や転売される恐おそれがあるので、ただの野菜として話を聞く事にしている。

　下手したら配ったウィズやバニルの旦だん那なが罪に問われる可能性もあるからな。

「ああ、もしかしてあれかしら。幸さちが薄うすそうな女の人が大量に野菜を配っていたから、ここぞとばかりに持てるだけ持って逃にげるようにゲットしてきたけど、それがどうしたの？　今いま更さら返してとか言われても、もうないわよ」

「ええっ、もうないんですか。あの、もらったお野菜はどうしちゃいました？」

「あれね。食べたかったんだけど、見た目が人っぽくてちょっと不気味だったから、炊き出しの具材として使っちゃった。ほら、最近セレナとかいう怪しいプリーストが媚こび売って信者を増やしているそうじゃないの。だから、対たい抗こうして少しでもアクシズ教に人を呼ぼうと思って、エリス教の真ま似ねしてやってみたのよ、炊き出し」

「自分が食うのをためらうような物を炊き出しに入れんなよ！」

「えっ、何言っているかちょっと分かんない」

「分かれよ！　難しい事は言ってねえだろ！」

　やっぱ苦手だアクシズ教は。特にこいつとゼスタとは話すだけでも疲つかれる。

「でも味見はしたわよ。いつも下ネタばっか言ってる信者の一人が美味おいしさのあまり感動して、壁かべに頭を打ち付けながら『気持ちいいっ！』って興奮していたぐらいで特に問題なかったし」

「……問題しかないですよね」

　俺の後ろに隠かくれたままのロリサキュバスがぼそっと呟つぶやく。

　怖いのにツッコミは入れるのか。

　これで暴れている連中の原因は解明されたな。

「その野菜まだ余ってたりしないのか？」

「あれっ、あんたどこかで会わなかった？」

「お前、まだ俺の顔覚えてないのかよ。エルロードの街で会ったばかりだろうが」

「あー、いたわね。イケメンと美少女以外は記き憶おくに残らないから、完全に忘れてたわ。でも、もう大だい丈じよう夫ぶよ。銀ぎん髪ぱつのかわいい幼女を背負った何かって覚えたから」

　こいつ、俺の後ろしか見てねえな。小さくてかわいかったらなんでもいいのか。

　その視線から危険なものを感じ取ったのか、フェイトフォーが背中をぎゅっと摑つかんで離はなさない。

「安心しな。アレの前で降ろしたりしねえからよ。お前だけは必ず守ってやるから」

「うん」

「私も守ってくださいよ！　なんでフェイトフォーちゃんにだけは優やさしいんですか、贔ひい屓きは良くないと思います！」

　ロリサキュバスも背中にくっついて離れようとしない。

「話を戻もどすが、野菜はもう残ってないんだな？」

「え、ええ、もちろん。全部使い切ったから、もし、万が一にも何かあったとしても証しよう拠こは残ってないわよ！　何も関かん与よしてないわ、私は無実よ！」

「お前、その態度……街中での騒そう動どう知ってんだろ？」

　……露ろ骨こつに怪しい。

　今のは確実に自分達が何をやらかしたか理解している者の反応だ。

　落ち着きなく視線を彷徨さまよわせている姿は不ふ審しん者しや以外の何物でもない。

「な、なんの事か分かりませんわ。私は敬けい虔けんな信者なので、これから礼拝をしなければなりません。申し訳ありませんが、お帰りいただけ──」

「セシリーさん、あの妙みような野菜を言われた通り遠くの森に捨ててきたけど、約束の報ほう酬しゆうはいつ頂けるのかね」

　話に割り込んできたのは荷車を牽ひいた中年のオッサンだった。頭に包帯を巻いている姿からして、味見をした下ネタ信者か。

　今の発言から推測すると答えは一つ。

「こいつ、証拠隠いん滅めつしやがった！」

「な、何を仰おつしやっているのか分かりませんわ。まだボケるには早いですよ。ほら、ところてんスライムあげるから、あっち行って！　早く！」

「約束が違うじゃないか。新入りプリーストの脱ぬぎたてほかほかの下着を渡わたすって約束──」

　オッサンに強ごう引いんにところてんスライムの粉末が入った袋ふくろを握にぎらせて、虫を払はらうように追い出している。

　問題だらけだが一応解決になるのか。森に捨てたのを後で捜さがした方がいい気もするが、これで街中の被ひ害がいはもう出ないだろう、たぶん。

「これで解決だな。うーし、旦那に金もらって飯でも食いに行こうぜ」

「で、でも。まだ被害者がいるかもしれませんよ。ギルドが納なつ得とくしてくれます？　それにこれで解決ってバニルさんが認めてくれるかな」

　言われてみれば、これで依い頼らい料を渡してくれるかは微び妙みようだ。

　被害の原因を突き止めて収めるのが、そもそもの依頼内容だった。

　ただ働きはバカらしいよな。だったら、もっと仕事した感を出すべきか。

「そうなると、食って暴れている連中を二、三人ふん縛じばって連れて行くのがいいのか。おい、そこの生なま臭ぐさプリースト」

「それって、もしかして私の事？」

「他ほかに誰だれがいんだよ。炊たき出しは別のとこでやったりはしてないのか。それか、誰かに野菜をやったとかよ。もう噓うそは吐つくなよ」

「アクア様に誓ちかって噓は言わないわ。炊き出しは私達だけで、もう他に食べた人は……あっ！　えっと、さっきの誓いはゼスタ様に誓うにチェンジでもいい？」

「いい訳ねえだろ！　噓吐く気満々じゃねえか！　おらっ、さっさと吐きやがれ」

　こいつ噓が下手くそだ。

　セシリーを問い詰つめてマンドラゴラの行ゆく方えを聞き出し、現場へと向かった。







「このままじゃ、追いつかれちゃいますよ！」

「捕つかまったら、絶対に酷ひどい目に遭あわされますうううう！　逃げないと、逃げないと！」

「黙だまって走れ！　舌嚙かむぞ！」

　俺は今、大おお鍋なべを摑んで全力疾しつ走そう中だ。

　必死の形相で併へい走そうしているのは、ゆんゆんとロリサキュバス。

　背後から押し寄せてくる団体は……エリス教のプリースト共だ。

「止まりなさい！　直ちに止まるのであれば、慈じ悲ひの心で許しましょう！」

「包丁振ふりかざしながら言われても、説得力ねえよ！」

　こんな状じよう況きようになったのには理由がある。

　セシリーが炊き出しをする際に具材がマンドラゴラしかなく、エリス教徒にマンドラゴラを押し付けて代わりに肉を奪うばったからだ。

　それを説明して炊き出しを止やめさせようとしたが、俺の言う事に聞く耳を持たず話が進まないので、強引に奪ってこうなった。

「捕まったら何されるか分かんねえぞ！　死ぬ気で走れ！」







　どうにか逃げ切った俺は鍋の中身を処分して、次の目的地に向かい……またも全力ダッシュ中だ。

「アクシズ教舐なめんなよ、野菜泥どろ棒ぼう風情ふぜいがっ！」

　後方から怒ど声せいと砂すな埃ぼこりが押し寄せてくる。

　ちらっと振り返ると、十人以上のアクシズ教徒が怒いかりの形相で駆かけてくる姿が見えた。

「なんで説明して返してもらわなかったんですかっ！　奪う必要なかったですよね！」

「あいつら、俺を見て金髪のチンピラ、チンピラうるせえんだよ！　無む駄だに交こう渉しようするより、奪った方が手っ取り早いだろ。アクシズ教徒相手なら少々荒あらっぽい事やっても、警察は目をつぶってくれるから心配は無用だぜ！」

「そういう問題じゃないですよね！　面めん倒どうになって全部投げ出すの止めてください！　バニル様に怒おこられても知りませんからね！」

　初めは俺も普ふ通つうに野菜を返せって訴うつたえたんだが、あの連中、

「もらった物を返す義理はねえ。どうしてもって言うなら……分かるよな。ロリっ子が冷めた目で俺のケツを踏ふみながら罵ば倒とうしてくれるなら、考えてやってもいいぜ」

「そこの姉ちゃんの一揉もみで一本返すってのはどうだ」

「甘えた声でご主人様って言ってくれたら考える」

　と欲望むき出しの要求ばかりしてきやがった。ただでセシリーからもらったくせに図ずう々ずうしいにも程ほどがあんだろ。

　そこで全員に従う振りをして野菜を持ってこさせると、無言で奪って逃とう走そうした。

「犯罪者だから、捕まえたら好きなことしていいよな！　俺はロリっ子への言葉責め担当するぜ！」

「あっ、てめえずるいぞ！　じゃあ、あの大人しそうな子には俺がセクハラする！」

「ボクはあのお兄さんの全身をまさぐりたいです！」

　……とんでもねえ事を言ってやがるな。背筋がぞわっとしやがった。

　だから、アクシズ教には関かかわりたくなかったんだよ！

「捕まったら、エリス教徒よりも酷い目に遭わされませんっ!?」

「アクシズ教、嫌いやあああああああああああああっ!!　バニル様助けてえええっ!!」

　俺が渡したマンドラゴラを抱かかえたまま、涙なみだ目めで走る二人。

「足が千切れてもいいから全力で走れ！　捕まったら、明日はないと思えよ！」

　俺達は死に物もの狂ぐるいでアクセルの街を逃走した。
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「……てなわけで、かなり頑がん張ばったと思うんだけどよ」

　ほんのりウィズの焦こげた臭においが残る魔ま道どう具ぐ店で結果を報告する。

　ゆんゆんとロリサキュバスは疲れ果てて、床ゆかにうつ伏ぶせで倒たおれている。ときどき、ぴくぴく痙けい攣れんしているから生きてはいるようだ。

「これ以上、騒さわぎが大きくなる事はないようだな。一ひと先まずは安心、といったところか。謝礼を受け取るがいい」

「助かるぜ、旦だん那な。じゃあ、また何かあったら言ってくれよ」

「ふむ。我わが輩はいからはないが、近々貴様の方から頼たのみに来る事があるやもしれぬぞ」

　また意味深な事を旦那が言っている。

　普通なら聞き流すところだが、旦那の予言は当たるからなあ。

「まあ、そん時はよろしく頼むぜ」

　どうせ近い内にまたここに来るんだろうなと思いながら、魔道具店を出た。

「私はバニル様のお手伝いしますね～」

「そうか、じゃあな。ゆんゆんはどうするんだ？」

「えっ、ええと。私はめぐみんにでも会ってきます。子連れのダストさんと一いつ緒しよにいると、また変な噂うわさになりそうですから……。この上チンピラで甲か斐い性しようなしの旦那とその子供がいるなんて噂になったら、もう友達なくすどころか街を歩けません」

　どうでもいい事を心配してるな、こいつは。

　今も友達がいねえんだから、どっちにしろ一緒だろ。







　店の前でロリサキュバスとゆんゆんと別れて、冒ぼう険けん者しやギルドに戻って報告をする。

「お疲つかれさまでした。それなら、これ以上騒動が大きくなることはありませんね。ありがとうございます」

　これで依頼完かん遂すいだ。旦那とギルドから金がもらえたからお得な依頼だったな。

　いつもならこの金で豪ごう遊ゆうするんだが、背後からぎゅるぎゅると腹の音が鳴り続けている。

「だちゅと、お腹なかちゅいた」

「わーってるよ」

　はあー……何食分持つのか。

　ひな鳥に飯を運ぶ親鳥ってのはこんな感じなのかね。食費のためだけに働いている気がしてきたぞ。

「迷めい惑わく？」

　おっと、顔に出ちまっていたか。フェイトフォーが悲しそうな顔で俺をじっと見つめている。

「んなわけねえよ。俺とお前の仲だろ、遠えん慮りよなんてすんな」

　それを聞いて嬉うれしそうに笑う顔を見たら、どうでも良くなってきた。

「あれ、戻もどってきてたのね。どうだった？」

　店の隅すみで手を振っているのはリーンか。

　フェイトフォーを背中から降ろしてから、一緒に歩いて行く。

「おう、無事解決だ。金は入ったが、これはこいつの食費だかんな」

「分かってるわよ。別に取ったりしないから、隠かくさなくていいって。それよりも、テイラー達の事で話があるのよ」

　ウェイトレスを捕まえて注文しているフェイトフォーから少し離はなれて、リーンと顔を突つき合わす。

　さっきの一件ですっかり忘れていたが、ドタキャンしたあいつらへの制裁がまだだった。

「それがさ、妙なの。二人ともずっとセレナと一緒にいるのよ」

「ああん？　もしかして、うちのパーティーを抜ぬけてセレナと組むつもりなのか？　女の魅み力りよくがあっちの方が上だからって、そりゃねえだろ。確かにこっちと違ちがってオッパイもケツもいいもん持ってたから、気持ちは分からんでも……うおっ!?」

　無言で振り下ろされた杖つえを両手で挟はさみ込んで止める。

　フッ、戦士の俺がそう簡単に何度も魔法使いの物理攻こう撃げきを食くらうかよ。

「甘あめえな、リーン。俺がそうやすやすと……馬ば鹿か野や郎ろう、至近距きよ離りからの魔法は止めろ！」

　目の前にある杖の先せん端たんに宿った魔法の光が徐じよ々じよに大きくなっていく。

　こいつ杖を振り下ろしながら魔法詠えい唱しようしてやがった。

「フェイトフォーちゃんがいるから我が慢まんしてあげるわ。話続けていい？」

「お願いします」

　無表情の顔と目が怖こええ。

「あんたがいなくなってから、二人を見つけて話をしたのよ。そしたら『俺達はセレナ様の護衛で忙いそがしい』『悪漢の手から守らねばならない』とか言い出して、話が通じないの。あれは絶対変よ、普通じゃなかった」

「キースは童どう貞ていをこじらせて、そうなっちまったとしてもあんま不思議じゃねえが、テイラーはあり得ねえよな。お人ひと好よしだが、理由も話さずに約束を破るようなヤツじゃねえ」

「そうなのよ。キースはわかるとしても、テイラーはそんな人じゃないでしょ」

「……ちんぱいちてもらえない、きーちゅ、かわいちょう」

　頰ほおを膨ふくらませて食事をしながら、フェイトフォーがツッコミを入れた。

　一いつ瞬しゆん俺達の会話が止まったが、リーンが咳せき払ばらいをして話を戻す。

「そ、それでね。ちょっと調べてみたら似たような冒険者が結構いるのよ」

「ルナも似たような事を言ってたな。セレナに夢中になって仕事をしないとかどうとか。こりゃなんか裏がありそうな話じゃねえか？」

「でしょ。それにさ、セレナって宗派も謎なぞでしょ。魔法って宗派が違ったら同じ魔法の重ね掛がけができるんだって。それでエリス教の人が重ね掛けできたから、エリス教じゃないってのは分かったんだけど」

「この国だとほとんどがエリス教でたまにアクシズ教がいる程度だよな。あの温泉街は別として」

　アクセルの街にも結構アクシズ教徒がいたりするが、それでもお金の単位にもなっているエリス教とは比べ物にならない。

「そうなるとアクシズ教かもっとマイナーな宗派って事か。ますます、雲行きが怪あやしくなってきやがったぜ。俺は前々から胡う散さん臭くさいって思ってたんだよ」

「あんた……。金に執しゆう着ちやくしないって褒ほめてなかった？」

「覚えてねえな！　清純ぶってるヤツに限って実は淫いん乱らんだったりするもんだ。セレナも見た目と中身が真逆だったりするんじゃねえか。まともなプリーストに見せかけて実は中身がアクシズ教徒ってのはないか？」

「アクシズ教徒ってこんな回りくどい勧かん誘ゆうするかなあ。あの人達って勧誘がしつこかったり、破は天てん荒こうな事をやらかすけどすぐにぼろがでるよね。欲望に忠実すぎて詰つめが甘いみたいな？」

　言われてみれば確かにそうだ。アクシズ教徒ならもっと分かりやすい手段を使ってくる。

　それに無む茶ちやはやらかすが自分のところの神を偽いつわるような真ま似ねはしないはずだ。

　一度、あの女──セレナを調べてみた方がいいか。

「そういや、セレナと何かと揉もめていたアクアの姉ちゃんを今日は見かけねえな」

　いつもなら、辺りが暗くなるとギルドの酒場でどんちゃん騒ぎをしているのに、今日は姿が見えない。

「あーその事ね。少し前にセレナとギルドで揉め事を起こしたらしくて、その時にギルドの酒を水に変えて出入り禁止になったそうよ」

「何やってんだ……」

　セレナがカズマのパーティーに入りたがっていて、自分の立場が危あやうくなるのを心配したアクアが対たい抗こうしていたのは知っているが、そんな事をやっていたのかよ。

　これでセレナがアクシズ教徒の可能性は完全に消えたな。

　テイラー達の変化も気になるが、俺としてはフェイトフォーの食費を稼かせがねえと。

「とはいえ、セレナが何か迷惑行こう為いをしたわけでもねえから、変にちょっかい出すとこっちが悪役になっちまうぞ。……しばらくは様子を見るか。テイラー達もそのうちに熱が冷めるんじゃねえか。俺はこいつを養う金稼がねえと」

「うーん、そうよね。二人共セレナの追っかけをしているだけで犯罪でもないし。特に用事もないから、あたしもクエスト手伝うわよ」

　結局、打開策も思い浮うかばなかったので情報収集をしながら様子を見る、という事で落ち着いた。
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　数日が過ぎた。

　他ほかの冒険者がサボっているからクエストには困らず、収入も落ち着いてきた。フェイトフォーの食費で大半は消える、それでも余よ裕ゆうが少し出てきたのはいいんだが……。

「妙みようなんてもんじゃねえよな」

「そうね。クエストで街にいない時間が増えてたからピンとこなかったけど、これはどう考えても異様よね」

　さっきまで、ギルドの中にいる冒険者の数が片手で足りるぐらいでしかなかったというのに、セレナがギルドに現れると、

「セレナ様のお話に間に合ったわ！」

「早く前列を確保しないと、生でご尊顔を拝見できない！」

　とか言いながら大量の冒険者がやってきて、ギルド内が満員御おん礼れい状態だ。

　よく見るとその人波の中にテイラーとキースの姿もある。

「おいおい、冗じよう談だんだろ。なんなんだよ、この人気は」

　色香に惑まどわされたスケベな男ばっかだと思っていたら、女も結構いる。

　そんな連中を集めて何をしているのかと思えば、順番に悩なやみ事を口にしてセレナが受け答えしているだけだ。

「なんつうか、普ふ通つうだな。もっとエロい手段とか、非合法な手段で勧誘してんのかと思ってたんだが、ただのお悩み相談かよ」

「でもさ、ああいうプリーストっぽいプリーストっていなかったから、結構新しん鮮せんよね。相手を気き遣づかって優やさしく諭さとしているみたいだし」

　聖職者で冒険者になろうって連中は変わり者が多い。特にアクセルの街はその比率が高い。金に汚きたないプリーストも珍めずらしくはない。

　だというのに無む償しようで奉ほう仕しする姿は………。

「怪しいぜ。ああいうのは信用なんねえ。そもそも聖職者ってのは曖あい昧まいな言葉で幸せのために祈いのります、とかほざいて元手もかかってねえのにがっぽりお布ふ施せを稼ぐ連中だ。勧誘もしなけりゃ金も受け取らない聖職者なんているかよ」

「ねえ、聖職者に何か嫌いやな思い出でもあるの？」

「アクシズ教限定なら山ほどあるな！」

　とはいえ、あそこの教義には同意する部分も結構ある。あの欲望に忠実で毎日が楽しそうなところは正直羨うらやましい。

　リーンと軽口を叩たたきながらも視線はずっとセレナに向いている。

　そんな集団から少し離れた場所にカズマ達一行を発見した。

　パーティーメンバーが全員いるようだが……あの陽気なアクアがしおれた花のように落ち込んでいる。それを仲間達が心配しているようだ。

　あの時は金に目がくらんでセレナを称しよう賛さんしたが、こんな姿を見ると罪悪感がこみあげてくる。二人の聖職者を比べるなら、やっぱ俺はアクアの姉ちゃん派だ。

「ちょっと、どこ行くの？」

「カズマ達が見えたからな……酒でも奢おごってもらおうと思ってよ」

　そのついでに謝っとくか。

　立ち上がってあいつらのところへ行こうとすると、急にカズマがセレナに向かって駆かけ出した。

　カズマはその勢いを殺すことなくセレナに接近すると、

「今日はお互たがい寝ねるとしようぜ！　お前の妨ぼう害がいに、明日あしたから本気出すわ！」

　そう言ってセレナの顔面に飛び蹴げりをかました。

　セレナが豪ごう快かいに吹ふき飛び、蹴った当人のカズマも吹き飛んだ。

　両者が床ゆかに崩くずれ落ち、あまりの衝しよう撃げきに誰だれも何も言えずギルドが静まり返っている。

「……えっ？」

　誰がこぼした驚おどろきの声かは不明だが、その声を皮切りにセレナの取り巻き達が慌あわて始めた。

「な、な、な、なんて事を！　セレナ様の手当てを早く！　警察も呼んできてくれ！」

「セレナ様に蹴りをかましたこいつを捕つかまえろ！　……こいつ、カズマじゃねえか!?」

　慌てふためいていた冒ぼう険けん者しや達だったが犯人がカズマと分かると、どうしていいか対応に戸惑っている。

　アクセルの街でカズマの事を知らない冒険者は新人か余よ所そから来たヤツぐらいだ。

　それでも熱心な取り巻きの何人かがカズマを縛しばり上げようと動き出すと、カズマをかばうように前に進み出たのはダクネス。

「理由は分からないが、考えなしにこのような事をやる男ではない！　ここは私に預からせてくれ」

「考えがあろうがなかろうが、女の顔面に蹴り入れたら犯罪だろ！　領主の娘むすめとはいえそれは聞けないな。そこをどいてくれ！」

「そうだ、そうだ！」

　そんな言葉で収まるわけもなく、群衆が一いつ斉せいに詰め寄っている。

　テイラーとキースを見ると、何もしないでぼーっとしている。本当に何やってんだ、あいつらは！

「皆みなの怒いかりも分かる。その抑おさえきれぬ怒りは私にぶつけてくれ！　言葉責めでも拳こぶしでも構わん！　なんなら、両方でもいいぞ！　さあ、遠えん慮りよはいらない！」

　頰を赤く染め息の荒あらいダクネスが両りよう腕うでを広げ、無む抵てい抗こうをアピールしている。

　……途と中ちゆうまでは格かつ好こ良かったんだがなあ。

　何人かは怖おじ気けづいて手を出せないようだが、それでも怒りの収まらない連中の方が多く、じりじりとカズマににじり寄っている。

「ダスト、これってヤバくない？」

　俺の袖そでを引っ張るリーンの顔に焦あせりの表情が浮かんでいる。

　セレナにあれだけ夢中な連中だ。抵抗できない相手に限度を超こえた仕返しをしても不思議じゃない。

「警察が来るまで時間を稼いでやるか」

　何が目的であんな事をやらかしたのかは知らねえが、どっちを信用するかなんて決まっている。

　俺は着ていた上着を脱ぬいでカズマ達を取り囲む連中に潜もぐり込むと、ハンカチで口元を隠かくして手当たり次し第だいに尻しりを揉んでいく。

「きゃっ、誰よ！　今、私のお尻触さわったの！」

「ぐへへ、いいケツしてんじゃねえか」

「おふっ！　お、おい、俺の尻も揉まれたぞ！」

「くそっ、外れか！」

「騒さわぎに乗じて、男女かまわず尻を触る痴ち漢かんがいるぞ。気を付けろ！」

　これは親友を助けるための尊い行動であって、どさくさに紛まぎれて痴漢行こう為いを楽しんでいるわけじゃない！　そこのところは勘かん違ちがいして欲しくねえ！　その証しよう拠こに男のケツも触ってるからな！

　この状じよう況きようでの痴漢騒ぎで、混乱が大きくなっていく。

　よーし、そろそろ退散するか。満足したのでそっと抜ぬけ出そうとすると、腕をがっちりと摑つかまれた。

「痴漢を発見したぞ！　セレナ様が大変な時にふてえ野や郎ろうだ！　みんなぼこっちまえ！」

「あっ、やべえ……。おっ、セレナの服がはだけて半はん裸らになってんぞ！」

「マジかっ！　……なんもなってねえじゃねえか！　しまったっ!?」

　冒険者の一人に捕まりそうになったが咄とつ嗟さの機転で気を逸そらすと、腕を振ふり払はらってギルド内を逃にげ回る。

「痴漢のくせに素す早ばやいぞ！」

「警察との追いかけっこで鍛きたえた、俺様の逃げ足に敵かなうと思うなよ！」

「気を付けろ、こいつ根っからの犯罪者だぞ！」

　カズマそっちのけで俺を追い回している連中と暴れていると警察がやってきた。俺は遠くの席で呆あきれた顔をしているリーンに目配せをして、窓から飛び出す。

　セレナが心配な連中は外までは追って来なかったので、路地裏に逃げ込むと口を覆おおっていたハンカチを外した。

「どうにかバレずに済んだな。ギルドの方が落ち着いたら戻もどるとすっか。それまでフェイトフォーはリーンが面めん倒どう見てくれんだろ。飯食わせておけば大人しいからな」

　二人の仲は悪いが食事が終わるまでは大だい丈じよう夫ぶだろう。

「しっかし、カズマはなんであんな真ま似ねをしたんだ。やっぱ、セレナには何かあんのか？　……さーて、俺はどうすっかね」

　何か考えがあってやったのなら、俺は余計な事をしない方がいいのか？　一度、カズマに会ってから決めた方が良さそうだ。

　セレナに関してはテイラーやキースの件もある。カズマの側に付くつもりだが問題はフェイトフォーだ。

　情報収集するにしても、子供を背負ったままは悪目立ちする。

「あとは食費か。金さえあれば色々やれんだが」

　ここで悩んでいても埒らちが明かないので、警察がカズマを連れて行くのを見送ってからしれっとギルドに戻った。
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　次の日、カズマとセレナが談だん笑しようしていた。

　あんな事をやっておいて、笑え顔がおで話せるなんて異常だろ。

　その後はカズマがお悩み相談の邪じや魔まをしたぐらいで暴力沙ざ汰たにはならなかった。

　ただ、一いつ瞬しゆんだけセレナの表情と口調が豹ひよう変へんしたのを見み逃のがさない。

「ああっ、テメ……」と口にしかけて慌てて表情を取り繕つくろった。

　……あっちが本ほん性しようっぽいな。

　カズマが何をする気かは知らねえが、何か面おも白しろい事をやらかしてくれると信じてるぜ。

　何をやらかすのか近くで見物したいが、こっちはこっちでやる事がある。

「うーっし、今日のノルマ達成だ」

「あんたが毎日こんなにまともに働いたのって初めてじゃないの？」

　クエストを達成して気分のいいところに醒さめるような事を言うなよ、リーン。

　戦せん闘とう中は背中におぶさっているフェイトフォーは、モンスターを倒たおすと自力でおんぶひもから脱だつ出しゆつする。

　そして慣れた手つきでモンスターを魔法で焼くリーンの近くに、ちょこんと座った。

　もう何日も同じ事を繰くり返しているから、険悪だった二人の距きよ離りも少しだけ縮まっている。

「もう少しで焼けるから待っててね」

「ゆんゆんはもっと早く焼けたの。ここ生」

　リーンのこめかみがぴくぴくと痙けい攣れんしている。

　お前らは嫁よめと姑しゆうとめか。仲良くなるにはもっと時間が必要そうだ。

　そんな文句を言いながらも、フェイトフォーは焼けたカエルに勢いよく齧かじり付いている。

「テイラーとキースまだ戻ってこないわね」

　食事中のフェイトフォーを眺ながめながら、リーンが寂さびしそうに呟つぶやく。

　あれからテイラーとキースを捕まえて強ごう引いんに話をしたが、聞く耳を持たず「セレナ様の護衛で忙いそがしい」の一いつ点てん張ばりだった。

　話してみて分かったが、あれは洗脳か呪のろいの類たぐいだ。

　冒険者になる前の話だが、呪いの魔道具を身に着けた時の同どう僚りようがこれと同じような状態だった。

　カズマと協力しようと思って捜さがしてみるが、仲間にも告げずに姿をくらまして行ゆく方え不明。そんな状況で数々の嫌がらせをセレナに実行している、という情報は得ていた。

　かなり陰いん険けんで心にくる嫌いやがらせらしく、最近はセレナの化けの皮が剝はがれかけているそうだ。

「カズマがなんかやってるっぽくてな。たぶん、それが上手うまくいけばあいつらも戻ってくんだろ」

「他人任せね……。んー、でもあれだけ護衛に囲まれていたら、話し合いすら難しいか」

　カズマの嫌がらせを恐おそれているようで、セレナの周りには常に冒ぼう険けん者しやの護衛が複数いて、近づこうとするだけで追い払われる始末だ。

「もうちょい待ってみようぜ。セレナのところにいるからって虐ぎやく待たいされたり、無む茶ちやな事をやらされているわけでもないみたいだしよ」

「そうね。目つきは怪あやしかったけど病気もしてなかったみたいだし、大丈夫よね」

　……寂しそうな面つらすんなよ。あのバカ二人は帰ってきたら説教だな。全部奢りでフェイトフォーにたらふく食わせる罰ばつを与あたえてやる。







　ギルドに戻ると閑かん散さんとしていた。

　誰もいないわけじゃないが、ギルドにいる冒険者は大抵一人でぼーっとしている。

　仲間がセレナの方に行ってしまっているらしく、クエストも受ける事ができない状態で一日中、ギルドで暇ひまをつぶしているだけだ。

　俺が子連れで子こ守もりをしていたら、いつもならギルドでいじられるに決まってんだが、みんなそれどころではないらしく、俺との関係について訊きいてくるヤツすらいない。

「まあ、面倒な事にならなくていいんだけどよ」

　とはいえ、どうにかしねえと。

　俺はこの街の顔で、冒険者の頭かしらみたいなもんだ。

　アクセルの街の冒険者ギルドはもっと活気があるもんだろ。

　頭のおかしい爆ばく裂れつ娘むすめがバカにした連中に絡からみ、それを止める振りをして殴なぐられようとする女騎き士し。宴えん会かい芸が達者なプリーストと迷めい惑わくそうな顔でそれを眺めている親友。

　そして、そんな連中を煽あおって楽しむバカ野郎共。

「こんなのらしくねえよな」

「どうしたのダスト？　似合わない顔しているけど」

「むかちみたいな顔」

　隣となりと背後から顔を覗のぞき込むリーンとフェイトフォー。

　リーンの仲間を心配する顔も見み飽あきたな。

　フェイトフォーには俺が今住む、本来の賑にぎやかなアクセルの街を見せてやりたい。

「いい加減俺も本ほん腰ごし入れて、セレナの問題をどうにかすんぜ」

「そりゃ、丁度いいや。ダスト手伝ってくれないか？」

　俺が決意を口にすると、背後から聞こえてきたのは予想外な声。

　振り向いた先には俺の──親友がいた。
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　冒険者が多く集まる酒場で顔見知りを捕つかまえて、酒を奢おごっている。

　軍資金はたんまりカズマからもらったからな。俺の懐ふところが痛まないので高い酒を頼たのんでおく。

　俺は今、カズマからの依い頼らいをこなしている。

　ダチの頼みは「セレナへの嫌がらせの手伝い」だ。あいつの評判が落ちるような噂うわさ話ばなしを広めて欲しい、との事だった。

　詳くわしい理由は話せないそうだが、俺は特に追つい及きゆうせずに依頼を受けた。

　前まえ払ばらいで大金をもらったのもあるが、それよりも利害の一いつ致ちとカズマの頼みなのが大きい。俺も何かしようと考えていたところだったからな。

　噂を広めるのは夜の酒場が何かと都合がいいので、渋しぶるフェイトフォーをなんとか説得してリーンに託たくすと、一人で行動している。

　夜の酒場に幼女を背負って行くのは無理があるからな。

「なあ、お前知ってっか？　あのセレナって聖職者いるだろ」

「ああっ、今話題のあの人か。美人だよな～、俺もお近づきになりたいんだけどよ」

「セレナって……特とく殊しゆな性せい癖へきがあるらしいぞ」

「特殊な、性癖だと？　詳しく聞かせてくれ！」

　おっと思ったよりも食いついてきた。

「実は男の匂においが大好きらしいんだよ。特に汗あせ臭くさい強い匂いがたまらないらしくてよ、はき古して洗ってない靴くつ下したをプレゼントすると喜ぶそうだぞ。その証しよう拠こにセレナの周りにいるのはむさ苦しい男ばっかだろ」

　カズマの嫌がらせが怖こわくて屈くつ強きような冒険者に護衛させているからな。

「言われてみれば、確かに。……おいおい、マジかよ」

　こんな馬鹿な話は普ふ通つうなら信じないところだが、俺が飲みやすくて高い酒を大量に飲ませているので思考力が鈍にぶっている。

　ここでもう一押ししておくか。

「更さらにだ、これはここだけの秘密だからな、絶対に誰だれにも言うなよ」

　急に声を潜ひそめて男の頭を引き寄せる。

　真しん剣けんな俺の口調に驚おどろいた顔をすると、真ま面じ目めな表情で一度頷うなずいた。

「セレナってな、実は……男らしいぞ」

「噓うそだろっ!?」

「おいっ、大声出すなって。ここだけの秘密だって言ったろうが」

「す、すまねえ」

　謝りながらも男の顔は好こう奇き心しんで染まっている。

　こりゃ、後で周囲に言いふらしてくれそうだ。酒の席での「ここだけの話」や「誰にも言うな」なんて約束を守るヤツは、まずいない。

　それを見み越こした上で俺は噓を吹ふき込んでいる。

「セレナの取り巻きに話を聞いてみろよ。たまに男言葉が出たり、口調が荒あらくなるらしいぜ。自分の事をわたくしって言うのも怪しいと思わないか？」

「マジか、マジかよ……。あれだけ美人で男だと。いや、待てよ。それはそれで、ありか？」

　腕うでを組んで唸うなっている。

　いい感じに疑ってやがるな。噂話は虚きよ実じつを取り交ぜると真しん実じつ味みが増す。

　この調子でもっともっと噂を広めてやるぜ。







「──こんな感じで客に話してくれよ」

「あのー、なんで私が？」

　サキュバス店でロリサキュバスを捕まえて、セレナの噂を街中に広めるのを手伝わそうとしたら嫌な顔をしやがった。

「分かってねえな。これはお前さんの得になる話なんだぜ？」

「なんで知らない人の悪口を言いふらして得するんですか」

「はあー。この店の現状分かってんのか？　周りを見てみろよ、スッカスカじゃねえか」

　ゆっくり頭こうべを回めぐらして店内を確かく認にんしたロリサキュバスが大きくため息を吐つく。

　この時間帯はいつもなら女のいない男冒険者が詰つめかけているのに、俺を含ふくめて三人しかいない。

「確かに最近お客さん減ってますけど、それがそのセレナさんと関係あるのですか？」

「大ありだっての。あの女が野や郎ろう共を奪うばってんだよ。つまりは……」

　そこでわざとらしく言葉を区切って、サキュバス達の注目を集める。

　客がいなくて店内が静まり返っているのが功を奏して声がよく響ひびく。

　暇そうにしていたサキュバス達が俺の方を見ているのを確認してから、更に大きな声でハッキリと断言する。

「つまりは……サキュバスよりもセレナの方に男共は魅み了りようされたんだよ！」

　ギシッと空気が軋きしんだような気がする。

　サキュバス達の目つきが鋭するどくなり、じりじりとにじり寄ってくるのが視界の隅すみに見えた。

「それは聞き捨てなりません。人間のプリーストが私達を差し置いて男を魅了した？　サキュバスの私達よりも聖職者の方が魅力的だって言っているのですか？　冗じよう談だんだとしても笑えませんね」

　ロリサキュバスは笑え顔がおなのに強きよう烈れつなプレッシャーが押し寄せてくる。

　こいつの迫はく力りよくに圧おされたのは初めてじゃないか？　男を奪われるってのはサキュバスには禁句だ。

　分かっていて口にしたが、予想以上に効こう果か覿てき面めんじゃねえか。

「だよなー。俺もサキュバスよりもセレナが勝まさっているなんて思ってもねえよ。アイツはな、自分が清純派なのをアピールして、暗にサキュバスよりも私の方が魅力的だって笑ってんだよ。他ほかにも夜の商売を馬ば鹿かにしたような話を耳にしてんだけどよ……。まあ、お前が興味ないならしゃあねえか」

　諦あきらめた振ふりをして立ち上がると、その腕をロリサキュバスといつの間にか俺の周囲を取り囲んでいたサキュバス達に摑つかまれた。

「「「「詳しい話を」」」」

「お、おう」

　露ろ出しゆつ度の高いべっぴんな姉ちゃんに囲まれている状じよう況きようなのに、背中を流れる冷や汗が止まらなかった。
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　次の日の昼、フェイトフォーが腹一いつ杯ぱい食べて昼ひる寝ねを始めたので、宿屋の部屋で寝かせて街に繰くり出す。

「俺が言うよりあいつらが言った方が信じる輩やからも多いからな。これで冒ぼう険けん者しやの男共に一気に広まるぜ」

　サキュバス達のあの意気込みなら、数日の内にセレナの良くない噂話が男の冒険者に蔓まん延えんする。俺も夜は他の酒場に足を運んで、酒を飲みながら仕事をこなす予定だ。

　問題は俺の苦手な分野。

　街の連中と女相手だと、俺はちょ────っと信用が足りないからな。そっち方面に顔が広いヤツに頼みたい。

　あと一押しできればセレナを追い詰められそうなんだが。

「ダストさん、今日は子連れじゃないんですね」

　おしゃれな飯屋の前で中を覗のぞき込んでは、行ったり来たりをやっている怪あやしい女が話し掛かけてきた。

　よく見るとゆんゆんじゃねえか。

　店に入りたけりゃ入ればいいのに、人見知りには初めての店は入り辛いんだろうな。

「そこで反復運動する暇ひまがあるなら、俺の仕事を手伝……やっぱいいや」

「途と中ちゆうで止やめると気になるじゃないですか」

「お前さんには荷が重いから止めたんだよ。お互たがいに無む駄だな事はしたくねえだろ？」

「どういう意味ですか。私は次の紅こう魔ま族の長おさになる者ですよ。毎日暇を持て余しているダストさんとは違ちがうんです。今ならどんな無理難題だってこなせる自信はあります！」

　胸をドンと叩たたき背を反らして自じ慢まんげだ。

　俺が断った族長の試練とやらに合格して、少しは自信が付いたのか。……無駄に偉そうな態度が鼻につくな。

「自信満々じゃねえか。なら頼むとすっかな。今からある人物の噂話を、友人！　や、知り合い！　に広めて欲しいんだよ。次期族長様なら簡単だろ？」

「すみません、浮うかれてました……」

　いとも簡単に自信がへし折られやがったな。

　一目でこいつは無理だと悟さとったから、言わないでおいてやったのによ。

「あのー、ちなみに誰のどのような噂を？」

「セレナってプリーストがいるの知ってるか？」

「はい、知ってますよ！　お友達が欲しいって相談したら、やんわりとレジーナ神でも無理って言われました……」

　神の力もこいつのボッチ力には勝てねえか。

　ちなみにレジーナ神ってのはセレナが信じるマイナーな神だ。ちょいと調べてみたんだが、誰も知らなかった。かなり人気のない神らしい。

「お前さんは特にころっと騙だまされそうなもんなんだが、なんともなってねえよな。なあ、あのセレナってヤツをどう思う？」

「どう、ですか？　うーん、お友達がいっぱいで羨うらやましいです」

　こいつはいつも通りか。

　セレナがどういった手段で信者を増やしているのかはまだ分からねえが、少なくとも話をした相手を誰でも信者にできるってわけではないようだ。

「あの女に近寄るのはやめておいた方がいいぞ。色々とヤバいヤツみたいだからな」

「ダストさんが忠告するなんて、相当危険な相手なんですか？」

「お前さんは特に危険だな」

　信じやすいところなんて特にな。ゆんゆんの場合は「友達」という言葉を使えば簡単に騙せるので洗脳も何も関係ないが。

　ゆんゆんは勝手に勘かん違ちがいしたようで、深刻な顔で頷くと去っていった。

　街の住人と女冒険者に関しては地道な作業でなんとかすっか。これから数日は噂うわさ話ばなしを広めるので忙いそがしくなりそうだな。
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　大量の軍資金の半分はフェイトフォーの食費に回し、残りを活動資金に回してここ数日は昼夜問わず街中を歩き回った。

　カズマの嫌いやがらせと俺の地道な活動が上手うまくいったのか、精神的に追い詰められたセレナが信者を引き連れてカズマを追い回している姿が目もく撃げきされた、という情報が耳に入る。

　それだけなら順調だとほくそ笑むところだが、その後の展開を聞いて頭を抱かかえたくなった。

　カズマがなぜかセレナの信者になっちまったらしい。屋敷にも帰らずにずっと一いつ緒しよに過ごしているそうだ。

　更に俺を困こん惑わくさせたのが他の連中が続々と正気を取り戻もどして、そいつらと一緒にテイラーとキースも戻ってきた事だ。

　今は目の前で吞のん気きに酒を飲んでいる。

「お前ら、よくもまあしれっとした顔で戻ってこられたな。一生、セレナの信者としてやっていくんじゃなかったのかよ？」

「それがだな、あまり記き憶おくがハッキリしていないのだ。なんで、あれ程ほどまでに執しゆう着ちやくして信じ切っていたのか、自分でも分からないんだ」

「俺もおんなじだぜ。頭にずっと靄もやが掛かっていたみたいな？　今はすっきりしてんだけどよ」

　二人の首を傾かしげている様子は惚とぼけている感じには見えない。

　やっぱ、魔法か何かしらの方法で洗脳されていたのか。

「都合が悪くなったら記憶にございません、ってか。そんな言い訳が通用すると思うんじゃねえぞ。お天てん道と様さまはしっかり見ていたんだからな！　さあ、詫わびとして俺達に慰い謝しや料りようを払はらえ！　有り金全部で特別に許してやるよ！」

「ダスト。都合が悪くなったら記憶を失うのは、あんたの専売特許でしょ。無事に戻ってきたんだし、もういいじゃないの」

　リーンの呆あきれながらもほっとした顔を見て、口元が緩ゆるむ。

　時折、どこか憂うれいを帯びた横顔をしていたが、それも昨日までの話になりそうだ。

「こういうのは一度甘やかすと癖くせになんだぞ。飼い主としてしっかり躾しつけしておかねえと」

「「誰だれがお前のペットだ!!」」

　リーンは殴なぐり合う俺達を見て、「やめなさいよ」と口では止めながらも嬉うれしそうに笑っている。

　これでこっちの問題は一つ解決だ。

「って、お前ら殴り過ぎだ！　ちっとは遠えん慮りよしやがれ！」

「久しぶりで力の加減を間違えたようだ、すまん。ところで……フェイトフォーはどうしたんだ？　姿が見えないようだが」

「さっき部屋を出る時は寝てたけど、そろそろ起きている頃ころか。ちょっくら様子見てくるぜ。お前らの奢おごりで大量に注文しておけよ」

「いつもなら断るんだけどよ、しゃあねえな。色々迷めい惑わく掛けたっぽいからよ」

　キースが渋しぶ々しぶウェイトレスを呼ぶのを目の端はしで捉とらえてから、フェイトフォーのいる宿屋の一室へ向かう。

　部屋の扉とびらを開けるとベッドには誰もいない。

「まさか一人で出かけたのか。勝手に出歩くなって言い聞かせていたのに、おいおい反はん抗こう期きか？　街を一人でぶらつくのは色々面めん倒どうな事になるぞ……。なんだこれ？」

　ベッド脇わきの机の上に紙が一枚置いてある。

　手に取って確かく認にんすると、お世辞にも綺き麗れいとは言えない文字で書き置きがあった。

『遊んでくれないから、お外で遊んできます』

　……これってフェイトフォーが書いたんだよな。頭の良い子だとは思っていたが字も書けるようになったのか、成長したなあ。って感心している場合じゃねえな。

　そういや、最近セレナの一件に付きっきりで一緒にいる時間がほとんどなかった。だからいじけて一人で出かけたのか。

　アクセルの街は先日まではセレナ信者だらけで不ふ穏おんな状況だったが、今はカズマだけがおかしくなって後はいつもの街に戻っている。

　この状況だったら一人でうろついても危険性は少ない。そもそもフェイトフォーをどうこうできる連中がこの街にいるとも思えない。

　……バニルの旦だん那なを除いてだけど。

「危害は加えられないかもしれないが、常識が分かってないから与あたえる側になりそうなのがなあ」

　幼女と思って甘く見る連中に対して、飢うえた状態のフェイトフォー。

　涎よだれを垂れ流しながら、相手の頭に齧かじり付きかねない。

「エグいシーンを想像しちまったじゃねえか。捜さがしに行くべきだよな、やっぱ」

　正直、そんなに心配はしてないが、幼女を放置していたら何を言われるか分かったもんじゃない。

　仲間にも手伝いを頼たのんでさっさと見つけるか。







　仲間に事情をざっと説明して迷子捜そう索さくを手伝ってもらっている。

「見つかんねえな。どこ行きやがったんだよ。……捜し回るよりも道に串くし焼やきでも刺さしてギルドまで並べたら、拾い食いしながら帰ってくるんじゃねえか？」

　妙みよう案あんだとは思うが、串焼きを刺しているのを警察に見つかったら捕つかまる可能性が高い。あいつら俺を目の敵かたきにしているからな。

　そんな警察の目を気にしながら走り回ったが、どこにもいやがらねえ。

　雑貨屋のオッサンとロリサキュバスにも訊きいてみたが「見てない」と言っていた。

　飯が食える場所はあらかた捜し終えたが、影かげもかたちもありゃしない。

「マジで、どこに行ったんだ。くそっ、キース達に期待するしかねえのか」

　一いつ旦たん、予あらかじめ決めておいた集合場所の広場に戻るとリーンだけがいた。

「その様子だと見つからなかったのか」

「あんたも空から振ぶりみたいね。キースとテイラーはまた捜しに行ったわ。ねえ、フェイトフォーちゃんが行きそうな場所に心当たりはないの？」

「前から寝ねてるか食ってるかのイメージしかねえな。あとは森や草原を眺ながめるのが好きで、強ごう引いんに引っ張りまわされたりもしたが。他ほかには……フェイトフォーは綺き麗れい好ずきで水浴びをしている時はご機き嫌げんだったけどよ」

「ふーん、やけに楽しそうに話すじゃない。あの子に関しては詳くわしいんだ。幼女まで許容範はん囲いなんて、ふーん。昔の方が幸せだったんじゃないの？」

　素す直なおに答えただけなのに、なんでお前が不機嫌になるんだ。じゃあ、訊くなよ。

　文句の一つも言いたいところだが、今はフェイトフォー優先だ。……だけど、一言だけ言っておくか。

「昔の事なんてどうでもいいじゃねえか。それにな……リーン、お前の目には今の俺がこの街で楽しんでないように見えてたのか？」

「人の迷惑を顧かえりみずにやりたい放題の日々よね。うん、あたしが間違ってたわ」

「そんな風にあっさり納なつ得とくされると、それはそれでイラッとするな」

「はいはい、悪かったわね。それでフェイトフォーちゃんなんだけど、さっきの話を踏ふまえて考えるなら街の外に出て行ったってのはあり得ない？」

「ない……とは言えねえな」

　もしかして書き置きの『お外』は街の外の事なのか？

　昔は俺の言いつけを守って勝手な行動はしなかったが、アクセルの街まで俺に会いに自力でやってきたぐらい行動的になっている。

　んんっ？　あれっ、今いま更さらなんだが……フェイトフォーは俺の居所をどうやって知ったんだ？　国を出てから俺は誰とも連れん絡らくを取ってない。鼻が利きくにしても隣となりの国からここを見つけ出すなんて不可能な話だ。

　……答えの出ない事を考えても埒らちが明かない。見つけたら説教の後に聞き出すか。

「もし外に出たなら急がないと！　ジャイアントトードにでも出くわしたら一ひと吞のみよ！」

「一吞みはさすがに無理じゃねえか？」

　フェイトフォーは大食いだけど、あれを一気に吞み込むのは無理がある。

「「ん？」」

　二人同時に顔を見合わせて首を傾かしげた。

　どうにも話がかみ合ってない気がする。

「と、ともかく、話をしている暇ひまがあるなら門まで行くわよ。門番に話を聞いた方が早いから」

「それもそうだな。門番も幼女一人を外に出すほど間ま抜ぬけじゃねえか」







　門までたどり着くと暇そうにしていた衛兵の一人に声を掛かける。

「なあ、ここら辺で真っ白い頭のガキを見なかったか？」

「あんたね……。もうちょっとちゃんと説明しなさいよ。ええと、これぐらいの背せ丈たけの小さな女の子で髪かみの毛が長くて白いんだけど、見てない？」

　リーンが自分の腰こしの高さに手を置いて、背の高さを分かりやすく伝えている。

「ああ、見ていない。今日外に出たのは乗合馬車と冒ぼう険けん者しやのグループぐらいだ。特に子供が迷い出ないように警けい戒かいしているので、我々の目を盗ぬすんで街の外に出られるとは思えんぞ」

　そりゃそうか。門番の役割は街の外からの脅きよう威いを防ぐのが一番だが、やんちゃな子供が街から出ないようにするのも仕事の一つだ。

　忙いそがしい時ならどさくさに紛まぎれて門から出るのもいけそうだが、最近は魔ま王おう軍を警戒してなのか人の出入りは少ないからな。

　アクセルの街をぐるっと取り囲む城じよう壁へきは高く分厚い。前にアクアが大水で壊こわしてから新築されたので耐たい久きゆう度も高いはずだ。

　普ふ通つうなら無理だが……。

「一ひと先まず安心ね。アクセルの街は治安が良い方だから、そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだって」

　俺が門を睨にらむように見上げていると、リーンが気を遣つかって安心させるように言う。

「だよな。そんな目立つ真ま似ねしないか。それじゃ、もっかい街中捜すとすっか。そろそろ腹に限界がきて拾い食いしてそうだしよ」

「ダストじゃあるまいし、無いでしょ」

「あいつの腹ぺこ状態を知って、本気でそう言えるか？」

「……早く捜すわよ！」

　ここ数日、俺がいない時に面倒を見ていたから、よーく理解しているようだ。

　フェイトフォーの名前を呼びながら走っていくリーンの後を追う前に、もう一度門を振り返る。

「まさかな」
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　全員が見つけられないまま数時間が経過した。

　一度落ち着いて相談するためにギルドの片かた隅すみで会議を開いたが、仲間に加えてなぜかロリサキュバスとゆんゆんもいる。

「なんで、お前達がいるんだ？」

「心配だからに決まってますよ！　フェイトフォーちゃんが家出したって本当ですか!?」

「私はダストさんとの関係がちょっと気になっていたので」

　ゆんゆんは本気で心配しているようで俺の肩かたを摑つかんで激しく揺ゆさぶってくる。

　ロリサキュバスは心配よりも好こう奇き心しんが勝まさっているようだ。

「家出じゃなくて、散歩しているだけだと思うぜ？」

「なんで、他ひ人と事ごとなんですか！　子供が一人で街の外に出たかもしれないんですよ!?」

　ゆんゆんが言った事は噓うそじゃない。

　戻もどってきたキースとテイラーが仕入れてきた情報によると、乗合馬車に黙だまって乗り込むフェイトフォーらしき人影の目もく撃げき談だんがあった。

　それに街中では見たヤツが誰だれもいなかったので、外に出てしまった可能性はかなり高い。

「俺の目にも焦あせっているようには見えんぞ？」

「お前ってそこまで薄はく情じようだったのかよ」

　男二人で俺に迫せまってくんじゃねえよ。

　リーンとロリサキュバスは咎とがめるような事は言わないが、冷めた目の無言の圧力がある。目は口程ほどに物を言うってか。

「はあー、心配してないのには理由があんだよ。実は親に連れられてアクセルの街に来たってのは噓でな、一人で隣の国から来たんだよ。それぐらいのしっかり者だからな、もう自力で国に戻ったのかもしんねえぞ？」

「それだと書き置きの意味が違ちがわない？　『遊んでくれないから、お外で遊んできます』って書いてあったんでしょ。そんな噓までつくほど、捜すのが面めん倒どうなわけ？」

　リーンが眉み間けんにしわを寄せた顔で迫ってくる。

「そこまで薄情者だったとはな」

「クズ野や郎ろう」

「前から知ってましたけど、もっと見み損そこないました！」

「それは酷ひどいと思います。女の子に優やさしくしない人は、料金の値上げしちゃいますよ？」

　全員が俺を責める。

「何か言い訳とか、他に隠かくしている事とかないの？　あるなら、言っちゃいなさいよ」

　リーンの口調は問い詰つめるといった感じではない。むしろ、俺を心配しているかのような声こわ色いろだった。

　最近、フェイトフォーと一いつ緒しよにいる機会が多かったリーンは何か感づいているのか？

　ここで正体を話してこいつらが信じたら、今までの誤解と疑惑は霧む散さんする。

　だが、フェイトフォーの身を本当の意味で案じるなら、許可なく誰かに明かすわけにはいかない。

「けっ、うっせえな。俺はもう寝ねるから、勝手に捜さがすなり好きにしてろよ」

　俺は不ふ貞て腐くされた振りをしてギルドを出る。

　背後から非難する声がやまないが無視して城門まで歩き、街の外に一人で出ていく。

「あの不良幼女はどこぶらついてんだ。羽を伸のばしているなら森辺りか？」

　あいつが好きそうな場所を探たん索さくしてみるが、発見できず居た痕こん跡せきすらない。

　そんなに遠くまでは行ってないはずだと予想して暗くなるまで捜してみたが、結局見つける事ができなかった。
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　あれから二日が経過した。

　フェイトフォーは一度も帰ってきていない。

　仲間とゆんゆんとロリサキュバスも捜し続けてくれているようだが、消息は不明のまま時だけが過ぎている。

　そんな状態の中、俺の立場がどうなっているかというと。

「おい、幼女を使い捨てにした外げ道どうがいやがるぞ」

「子供を騙だまして利用した挙げ句に捨てたんでしょ……。クズなんてレベルじゃないわよね」

　わざと俺に聞こえるように陰かげ口ぐちを叩たたく冒険者達。

　セレナの一件が収まりつつある現状でギルド内に冒険者が戻ってきたのはいいんだが、人が増えると噂うわさ話ばなしも広まるようで、今じゃこの扱あつかいだ。

　それでも堂々とギルドの片隅の席に居座っている。今更、悪評の一つや二つ増えたくらいで応こたえるほど繊せん細さいな精神は持ち合わせていない。

　外野は好き勝手にさえずっていればいい。

「幼女に飽あきて今は熟女にハマっているそうだぞ。あの店でピンク髪のちっちゃいのが言ってたぜ」

「それどころか男女どっちもいけるそうよ。前に兜かぶとを被かぶった変な人が断言していたから間違いないって」

　悪評の三つや四つなんて気にも……。

「実はあの紅魔族の頭のおかしい子を尊敬していて、最近弟で子し入りしたとかどうとか」

「あー、俺が聞いたのはララティーナお嬢じよう様さまと性せい癖へきが一緒で、深夜秘密クラブに通ってお嬢様と一緒にムチでしばかれ──」

　五つや六つ……っ!?

「てめえら！　他ほかの噂はまだ我が慢まんできたが、カズマのところのと一緒にすんじゃねえ！　お前らそこに並べ。端はしから順番に全力でビンタくれてやる！　女共はオッパイかケツ出せや。揉もみしだくので勘かん弁べんしてやんよ！」

「「「「やってみろ！」」」」

　悪口を言っていた相手に派手な立ち回りをしていると、他の連中も加わってきて大だい乱らん闘とうになりギルドを追い出された。

　仲間もギルドの中にいたが俺の方をちらっと見ただけで、加勢も敵対もしないで眺ながめていた。

　……まだ俺に対して腹を立てているのか。

「とっとと、フェイトフォーを見つけて、あいつの口から疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくしてもらわねえとな」

　今日も一人で街の外に出て行こうとすると、突とつ如じよ女の声がした。

「そこのスケベそうな面つらをしたチンピラ」

「いきなり、ひでえ物言いじゃねえか。今ちぃとばっか機き嫌げんが悪いからよ、女であろうが手加減はできねえぞ……。お前さん、なんか雰ふん囲い気き変わってねえか？」

　振ふり返った先には何かと話題の女プリースト、セレナがいた。

　俺の知っているセレナは穏おだやかに微笑ほほえみ、清せい楚そなイメージがありながらも大人の色いろ香かを漂ただよわせていた。

　だが、目の前にいるこいつはどうだ。髪かみの所々が撥はね、目の下に隈くまがあって目つきも悪い。

　おまけに頰ほおもこけて見るからに不健康そうだ。

「あの男のせいで、こうなってんだよ！」

　聖女と崇あがめられていたプリーストとは思えない荒あらい口調と発言。

　こいつ、やっぱり猫被ってやがったのか。

「そっちがお前さんの本ほん性しようか。あの男ってのは、もしかしてダチのカズマか？」

「てめえ、サトウカズマのダチなのか。くそっ、よりにもよって」

「おっ、図星か。いひひひひひ。ダチを敵に回すと厄やつ介かいだぞ。ずる賢がしこさはそんじょそこらの小悪党なんか目じゃねえからな」

　悪わる知ぢ恵えが働いて機転も利きくからな。冒険者としての実力は大した事はねえのに、魔王軍幹部を何体も撃退している実績がある。

　俺も一目置いている逸いつ材ざいだ。

「それは身をもって実感している最中だよ。はあー、味方にしたはずがなんでこうなりやがった……」

　肩を落とすと、魂たましいが抜ぬけ出そうなぐらい大きなため息を吐ついた。

　心底疲つかれ切った姿は哀あわれみすら感じる。

　セレナ問題はカズマに任せておけば解決しそうだ。

「なんか知らんがご苦労さん。用がないなら行っていいか？」

「ちょっと待て。用はあるんだよ。これを見やがれ」

　ぶっきらぼうにそう言うと、何を血迷ったのかいきなりローブの裾すそをめくって下着を見せてきた。

　黒か。清純派と見せかけておいて、下着が黒ってのはポイントが高い。

「結構派手な下着はいてんだな」

「お、お前、エロそうな顔をしているのにそれだけなのか？　聖女の下着を見たんだぞ、感謝するとか喜ぶとかそういうのはないのか？」

「何言ってんだ。勝手に下着見せてきたのはてめえだろ、なんで感謝しないといけないんだ。そんなもんになんの価値もねえよ」

　こいつは本当のエロを理解してないようだ。

「はあーっ、分かってねえな。恥はじらいもせずに故意にもろ見えってのは萎なえるだけだ。覗のぞきの常習犯で何度も警察の世話になっている俺に、そんな露ろ骨こつな露出プレイは通用しねえよ！」

　最近のロリサキュバスの演出を見習えってんだ。エロに羞しゆう恥ちのスパイスがどれだけ効果的か分かるぞ。

　それに俺は今忙いそがしいんだよ。

「なんでこいつ胸張って威い張ばってやがんだ。……サトウカズマの知り合いにはろくなヤツがいねえ。なんなんだ、この街は！」

　頭を搔かきむしって奇き声せいを上げている。カズマにかなり追い詰められているみたいだな。

　しっかし、この女は自分の事を棚たなに上げて偉えらそうに。痴ち女じよの分際で生意気だ。

「こいつなら簡単に感謝させて貸しを作って、金を巻き上げられると思ったのによ……」

　なんかぶつぶつ言ってるが、これ以上関かかわっている時間がもったいないので放置しておく。
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「ここも外れか」

　一いち撃げきウサギ数すう匹ひきに囲まれて撃退したぐらいで、フェイトフォーには出会っていない。

　愛あい想そを尽つかして隣りん国ごくに戻もどった展開も本気で考えた方がいいな。

　だけど、俺に何も言わずに帰るようなヤツか？

　いや、俺があの国から出て行った時に連れて行かなかったのを恨うらんでて、意い趣しゆ返がえしのつもりなのかも。……だとしたら俺には怒おこる権利はねえな。

　頭をボリボリと豪ごう快かいに搔かいて大きく息を吸う。

「もう少し捜すとすっか」

　国に戻ったのなら何も問題はない。だけど、この国のどこかに潜ひそんでいるとしたら大おお事ごとになりかねない。

　見つけた時のために倒たおした一撃ウサギを捌さばいて肉にしておく。これだけじゃ、おやつにもならないだろうが少しは腹の足しになるだろう。

「もっと離はなれた場所も捜すか。フェイトフォーなら、もっと遠くまで簡単に行けるだろうしな」

　街の近くの探索は切り上げて、少し足を延ばしてみるか。







　丸一日歩き続けたが、進展はない。

　そろそろ、リーン達に土下座でもして許してもらうしかねえか。フェイトフォーを捜さがすのをやめるつもりはないが、仲間外れでボッチってのは結構精神的に来る。

　ゆんゆんはいつもこんな感じなのか。……これからは、もうちょい優やさしくしてやろう。

　無視と罵ば倒とうを覚かく悟ごしてギルドに戻ると、俺が入ってきたのにも気づかないぐらい騒さわがしい。

　ギルド職員が忙しそうに走り回り、掲けい示じ板ばんに何かを貼はり付けている。

　それを冒ぼう険けん者しやが取り囲むようにして覗のぞき込んでいた。

「美味おいしいクエストでも貼られたのか？」

　連中に割り込んで掲示板の前までどうにか出ると、そこには大きく貼り出された依い頼らい書が一枚あった。




『ホワイトドラゴンの捕ほ獲かく』




「何っ!?」

　予想もしなかった内容に驚おどろきのあまり放心していると、他の冒険者に押されて掲示板の前から弾はじかれた。

　いつもなら怒ど鳴なり付けるところだが、そんな気にもなれない。

「マジか……」

「あっ、ダストいたんだ」

　かなり動どう揺ようしていたらしく、声を掛かけられるまでリーンの存在に気づいてなかった。後ろにはテイラーとキースもいる。

　向こうから話し掛けてきたという事は、もうそんなに怒っていないのか。

「依頼書見たんだけどよ」

「今、その話題で持ち切りよ。ホワイトドラゴンの目撃情報がいくつも届けられているらしくて、ギルドとしても本格的に動き始めたみたい」

「……マジであのホワイトドラゴンなのか？」

「そうらしいぞ。あの幸運と富をもたらすと言われている白いドラゴンだからな。一いつ攫かく千せん金きん狙ねらいの連中が飛びついていた」

　ホワイトドラゴン──穢けがれのない純白の体をした神聖属性で希少なドラゴン。気性は大人しく頭も良いと言われている種族だが、ある理由で絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしている。

「ホワイトドラゴンの牙きばや骨を持ってると、幸運値が上がってがっぽがっぽ儲もうかるって話が一時期話題になってたよな。それを真に受けた貴族や商人、金持ち連中には今でも大人気らしいぜ。もし捕獲して売り払はらったら一生遊んで暮らせるじゃねえか」

　キースの言っている事は間ま違ちがいじゃない。

　実際、ホワイトドラゴンの素材は高額で取り引きされている。一いつ般ぱんには知られていないのだが、その血や肉には不老不死の効果もあるのではないか、という噂うわさもまことしやかに語られている。

　そんな情報を真に受けた連中がホワイトドラゴンを狩かり尽くして滅ほろんだ、という説が浸しん透とうしていたが数年前にその説は覆くつがえされた。

「ホワイトドラゴンといえば有名なのは──」

「あのドラゴンナイトですよね！」

　テイラーの話を遮さえぎって割り込んできたのは、ゆんゆんだ。

　ギルドに居たのか、相変わらず存在感がねえな。

　しかし、珍めずらしい事もあるもんだ。こいつが積極的に話に割り込んでくる事なんて滅めつ多たにないぞ。

「あのドラゴンナイトって、どのドラゴンナイトなの？」

「す、すみません。お話の邪じや魔まをしてしまって……」

「ううん、謝罪はいいから、そのドラゴンナイトの話を聞かせてくれる？」

　興奮して辺りが見えてなかったゆんゆんが何度も頭を下げている。

　そんな事を気にもしてないリーンは話の続きを促うながす。

「ええとですね、隣国にはドラゴンナイトがいるのは知ってますよね？　ドラゴンナイトの中でも若くして天才と噂されていた、誠実でイケメンで騎き士しの鑑かがみのような人がいたんですよ。そして、その人が乗っていたドラゴンがホワイトドラゴンだった！　………らしいです」

　話している内にまた興奮して徐じよ々じよに声が大きくなっていたが、自分の声量に気づいて口元を押さえている。

「素す敵てきですよね。白いドラゴンに乗った騎士様……。はあああ、憧あこがれちゃうなあ。私にもいつか白はく竜りゆうの王子様が現れたりして」

　胸の前で手を組んで、妄もう想そうの世界に浸ひたっているゆんゆんは放ほうっておこう。

「俺もその話を聞いた事がある。隣国の姫ひめを誘ゆう拐かいして連れ回したドラゴンナイトだったか。処しよ刑けいされて当然の罪なのだが、実は誘拐ではなく姫自らの頼たのみだったそうだ。しかし、無断で姫を何日も連れ回した事実が消えるわけではなく……確か家は取り潰つぶしになって若きドラゴンナイトは国から追放されたらしい」

「そんなどうでもいい話よりも、クエストの話をしようぜ。お前らはこのクエスト受けるつもりなのか？」

　妙みような方向に話が流れていきそうだったので本筋に戻す。

　視線を感じたのでちらっと横目で確かく認にんすると、リーンが物言いたげな顔をしていた。ちょっと強ごう引いんだったか。

「いや、俺達ではドラゴン退治は荷が重い。他ほかの連中は十数人で組んでやるようだが」

「カズマ達が参加するなら勝ち目はあるかもしんねえけどよ、なんか忙しいらしくて不参加だそうだ。アクアがいたら蘇そ生せいしてもらえるんだけどな」

　テイラーもキースも消極的か。

　ホワイトドラゴンは他の種族と比べて穏おだやかな性格をしているが、一度怒らせると手が付けられない。

　並の冒険者だと束になっても敵かなわないだろう。

「目撃談によるとモンスター相手に派手に暴れて、目撃した人は威い嚇かくの唸うなり声を向けられたそうだけど、人間に危害は一いつ切さい加えてないらしいよ。そう聞くと捕つかまえるのはちょっとかわいそうよね」

　威嚇？　その言葉に引っかかりを覚えたが追つい及きゆうはせずに提案をしてみる。

「でもよ、依頼書には情報だけでも高額で買い取るってあったろ。大人しいドラゴンだったら見つけるだけなら楽なんじゃねえか？」

「あんたが積極的に危険に首を突つっ込むなんて珍しいわね」

「情報が確かならケガ人すらいないんだろ。温おん厚こうな種族らしいから大だい丈じよう夫ぶだっての。それに希少なホワイトドラゴンとやらを見てみたくねえか？」

　俺の言葉に仲間が冒険者としての好奇心を刺し激げきされたようで、腕うでを組んで唸うなっている。

　あと一押しってところか。

　大きく深呼吸してから、意を決して口にする。

「ついでによ……。その、なんだ、フェイトフォーを捜すの手伝ってくれないか。万が一にでも遭そう遇ぐうしたらヤバいだろ。それによ、一人で捜すには限界があってな」

　照れくさいのでそっぽを向いて言うと、仲間達は一いつ瞬しゆんだけ驚いた顔をしたが、すぐにニヤニヤとムカつく笑えみを浮うかべた。

「あれー、おやおやー。フェイトフォーちゃんの事は、もうどうでもいいんじゃなかったのー？」

「あの子は、もう帰ったのではなかったのか？　んー？」

「おいおい、俺達に内ない緒しよで捜してたのかよ。素直じゃねえな、ダストちゃんはよお。かわいいとこあるじゃねえか」

　くそっ、だから言いたくなかったんだよ！

　にやけ面づらで近づくな、ほっぺを突っつくな！

　頼む側なので我が慢まんしていると、散々からかって満足した仲間は捜そう索さくに付き合ってくれると言った。

「あのー、私もご一緒していいですか？」

　ゆんゆんがおずおずと手を挙げる。

「もちろん、歓かん迎げいするわよ。万が一ドラゴンに遭遇した時は頼たよりにするからね」

「ま、任せてください！　えへへ、頼られちゃいました」

　これでいざという時の戦力も確保できた。

　後は探索に向いているヤツが欲しいところだ。できる事ならもう少し詳くわしい場所を知りたい。

　その二つの要求を満たす方法といえば──。







「まあ、そんなこんなで旦だん那な占うらなってくれねえか？」

　いつもの魔道具店を訪おとずれると、エプロン姿の旦那と床ゆかを磨みがいているロリサキュバスがいた。最近昼は魔道具店、夜はサキュバス店で働いているよな、こいつ。

　美人店主のウィズの姿は見えない。床石の焦こげた跡あとをぞうきんで拭ふいている事から察するに、また何かやらかして旦那にお仕置きされたな。

「ふむ。つまり、あの白銀の娘むすめの行き先を見通せば良いのだな？」

「ああ、頼むぜ旦那。報ほう酬しゆうは……今、手持ちがないけどよ、絶対に後で払う！　マジで！」

　手を合わせて拝み倒たおすと、旦那が小さく息を吐はいた。

　目元を覆おおっている仮面があるので表情が分かり辛づらいが、呆あきれているのは伝わってくる。

「貴様の後払いを信じる者がアクセルの街にいるとは思えぬのだが、まあいい。占ってやろうではないか」

「おおおっ、感謝するぜ旦那！」

「ただし、条件がある」

　旦那が顔を寄せて耳元で囁ささやいた内容は妥だ当とうな条件だったので、ここに交こう渉しようは成立した。

「それを求めてくるなんて、さすがだぜ」

「我わが輩はいに隠かくし事など無意味であるからな。あの小娘は今……湖の近くにいるようだ。以前、安楽少女が寄生していた場所のように見える」

「あー、あそこか。助かったぜ旦那。あとちょっくら、こいつも借りていっていいか？」

「バニル様のためなら～どんな汚よごれ仕事でも～。きゃっ！　何するんですか!?」

　旦那を誘ゆう惑わくするように尻しりを振ふりながら床掃そう除じしていたロリサキュバスの首根っこを捕まえて立たせる。一応許可をもらっておかないとな。

「構わぬ。煮にるなり焼くなり好きにするがいい」

「そんな酷ひどいです！　でも……煮込んだ私の出だ汁しスープをバニル様が飲んでくださるならありです！」

　ありなのかよ。ロリサキュバスは旦那に死ねと言われたらマジで死にそうなぐらい盲もう信しんしてるよな。セレナの信者だったヤツらの方がまだマシじゃねえか？

「じゃあ、借りてくぜ。エプロンなんか脱ぬいでさっさと来やがれ」

「それが人に物を頼む態度ですか!?　親しき中にも礼れい儀ぎありって言葉知ってます？」

「店内で騒さわぐでない。掃除が終わったのであれば既すでに用済み。そこのチンピラとどこにでもしけこむがいい」

「ああんっ。冷たい素振りも最高です！　ネトラレ展開がお好みでしたら、嫌いや々いや、渋しぶ々しぶですが、ダストさんと……」

　頭のおかしい発言をしながらこっち見んな。

　旦那から見えない角度だからって心底嫌そうな顔してんじゃねえぞ！　こっちにだって断る権利はあるんだからな！

　こいつ、バニルの旦那に対する愛情が日に日に悪化していないか。

　名な残ごり惜おしそうに掃除道具を片付けて、当人は色っぽくエプロンを脱いでいるつもりのようだが、見た目がアレだから子供の着き替がえにしか見えない。

　旦那の目を意識しているようだが、こっちに一度も目を向けてないな。

「無視されているのに、このこみあげてくる感覚は……。これが蔑さげすまれ放置される喜び。ダクネスさんの気持ちが少しだけ理解できました。新たな扉とびらが開きそうです」

「おい、その扉は開けるんじゃねえ！」

　ヤバい変態の気持ちは理解すんな。夢の内容がドＭに染まるのだけは勘かん弁べんしてくれよ。

　泣く振りをして旦那に手を振るロリサキュバスを引っ張っていく。

「バニル様が徐々に小さく……。帰ったらまたバニル様の香かおりを胸いっぱい吸い込まないと。あっ、前に拝借したバニル様の土の体の破は片へん、まだ匂においが残ってますよね。帰ったら確認しないと！」

　旦那の体って土なんだろ。土の匂いしかしないんじゃねえか。

「なあ、もう変態は腹はら一いつ杯ぱいだから、お前までそっち側に行くのはやめてくれよ」

「私のバニル様への愛を変態扱あつかいしないでください！　これは純じゆん粋すいな愛なんです！」

「ストーカーって、みんなそう言うよな……」

　連れてきた事を後こう悔かいしそうになるが捜索には必要な人材だ。

　期待しているのは飛行能力。空から捜さがせば地上よりも見つけやすい。

　まだちらちらと魔ま道どう具ぐ店の方向を見ているが、旦那から離はなれたらまともに戻もどるから大丈夫だよな？




　　　　７




「ホワイトドラゴン捕ほ獲かくには人数不足は否いなめないけど、本当の目的はそっちじゃないからいっか」

「リーン。そういう前振りをすると出くわしたりするんだぜ」

「やめてよ、怖こわい事言うのは」

　現在六人で旦那の言っていた湖を目指している。

　他の冒ぼう険けん者しやは道中でちらほら見かけたが、ほとんどが依い頼らい書に記き載さいしてあった目もく撃げき情報をあてにしてそこに向かっていた。

　湖はそこから結構離れた場所にあるので、他の連中に先を越こされる事はないだろう。

「バニルさんは湖にフェイトフォーちゃんがいるって言ってたのよね？」

「そうだぜ。旦那の占いはほぼ確実に当たるからな」

　あれは的中率が尋じん常じようじゃねえ。占いというより予言だけどな。

　いい加減見つけてやりたいが、問題は旦那の発言内容だ。あれはどっちの意味で──。

「湖に着いたようだな。ここは結構広い、二手に分かれて探索してみるか。湖に沿って右と左から調べていけば見落とさずに合流できるだろう」

　テイラーの意見に反論する気もないので、パーティーを二つに分ける事にした。

　俺の方はリーン、ロリサキュバスがいる。

　向こうは、キース、テイラー、ゆんゆんだ。

　男の中に女一人という心細さと、そもそも俺以外とあまり話した事がないので不安が大きいらしく、ゆんゆんは血の気の引いた顔で小刻みに震ふるえている。

「お前、今にも死にそうな顔してんぞ」

「だ、大丈夫ですよ。紅こう魔ま族の次期族長なんですから、こ、コミュニケーション能力も、き、鍛きたえないと」

　嚙かみ嚙みで挙動不ふ審しんのゆんゆんは、どっからどう見ても大丈夫には見えない。

「こっちは俺とキースで事足りる。人捜し向きのスキル《千里眼》が、こちらにはあるからな」

「そうだな。ゆんゆんはあっちを手伝ってやってくれよ。こっちはむさ苦しい男二人で気楽にやるからよ」

　そんな姿を見ていられなかった二人が気を遣つかって、ゆんゆんを譲ゆずってきた。

「そ、そんな。決めた事は守らないといけません。そんなわがままダメですよね？」

　とか言いながら期待交じりの顔でこっちを何度も見ている。

　このままだと次に俺達と合流するまで、ほとんど話さないで終わりそうだ。緊きん張ちようで人を捜す余よ裕ゆうすらないよな。

「じゃあ、こっちに来いよ。一人きりでいるヤツの行動パターン読むのは得意だろ」

「し、仕方ないですね。そこまで言うのなら、ダストさんの方に入ります」

　口ではそう言いながらも安あん堵どした顔をしている。俺が軽く貶けなした事にすら気づいてねえな。テイラー達と別れて湖こ畔はんをのんびりと歩いているが、今のところはおかしな点は見当たらない。

「あ、あのー、今いま更さらなんですけど、フェイトフォーちゃんが一人でこんなところまで来られるんですか？　無理があると思うんですけど」

「子供の足で行ける距きよ離りじゃないですよね。普ふ通つうは無理だと思いますけど、バニル様が仰おつしやっていたのなら間ま違ちがいないはずです！」

「…………」

　ゆんゆんの疑問をバニルの旦那への信頼のみで払ふつ拭しよくしようとするロリサキュバス。

　リーンは否定も肯こう定ていもしないで、俺をじっと見ているだけだ。

「旦那が言うなら大だい丈じよう夫ぶだろ。人をからかうのが趣しゆ味みみたいだけどよ、こういうのはちゃんと……っ！」

　突とつ然ぜん、頭がふらつくと目の前の風景が赤くぼやける。

　立っていられないほどの気持ち悪さに片かた膝ひざを突ついてしまう。

「いきなり、どうしたのよ。石にでも躓つまずいたの？　間ま抜ぬけね」

　リーンの軽口に言葉を返す余裕すらない。

　急に襲おそってきたこの感覚はなんだ!?

　仲間にバレないように深呼吸を繰くり返し、不ふ愉ゆ快かいな感覚を少しだけ和やわらげる。

「昨日の酒が抜けてねえみてえだな。ちょっと休きゆう憩けいするから先に行ってくれ」

　湖に向けて足を投げ出すように座り込むと、背後にいる連中に振り向かず手を振る。

「もう、仕方のない人ですね。ちゃんと後からついてきてくださいよ」

「お酒の飲み過ぎはダメですよ。こちらの仕事にも差し支つかえますからね」

「……先に行ってるから」

　三人が俺を置いて離れて行ったのを確かく認にんしてから、湖に近づき湖面を覗のぞき込む。

　そこに映っている瞳ひとみがいつもより赤く染まっている。

「そういう事かよ」

　不快感を無視して立ち上がると、三人とは別の方向へと走り出した。

　湖の脇わきのうっそうと茂しげる木々の中に飛び込むと、神経を研ぎ澄すます。

　森を吹ふき抜ける風の音。

　緑の濃こい匂い。

　それがいつもよりも鋭えい敏びんに感じられる。

「かなり近いな。どこだ、どこにいるフェイトフォー」

　森の奥おくの方から何かが倒れた音がする。

　これは木々が折れた音だ。それも一本や二本じゃない。何本もなぎ倒しながら進んでいるのか。いつもならモンスターとの遭そう遇ぐうを危き惧ぐしてためらう状じよう況きようだが、俺は音の源を探さぐり突っ込んでいく。

　音が徐じよ々じよに大きく鮮せん明めいになっていく。同時に震しん動どうが足裏から伝わってきた。

　巨きよ大だいな何かが暴れているが、これはおそらく……。

　進行方向が森の中とは思えないぐらい明るい。あそこが震源か。

　近づくにつれ俺の不快感が増していく。腹の底からふつふつと沸わき上がってくる感情は……怒いかり。それにこれは悲しみ、なのか？

　それだけじゃない、いくつもの感情が俺に流れ込んでくる。

　戸と惑まどいながらも足を止めずに走り続けていると、足あし下もとに転がっていた何かに足を取られ転びそうになった。

「はあ、はあっ。こんなところにゴミ捨てんじゃねえよ。なんだこの大量の野菜みたいな……おい、これってもしかしてマンドラゴラじゃねえのか!?」

　そういや、アクシズ教の迷めい惑わくプリーストが炊たき出しで使っていたマンドラゴラの残りを捨てさせていたな。それが、ここか！

　注意深く見てみると、どのマンドラゴラも食べた跡あとがある。

「そうか、これを食って混乱しているのか」

　これで暴れている謎なぞは解けた。

　自分が自分でなくなりそうな感覚に抗あらがいながら、俺はどうにか木々の間を抜けて開けた場所へと足を踏ふみ入れた。

　何本もの木がへし折られ、強制的に作られた空間にいるのは一体のホワイトドラゴン。

　他ほかのドラゴンと違いその姿には怖さよりも美しさがあった。

　シミ一つない白い肌はだは天から射さす光を浴びて荘そう厳ごんな輝かがやきを放ち、俺を威い嚇かくするように大きな翼つばさを広げた姿はまるで天使のようだ。

　その首には赤い宝石がぶら下がった首くび飾かざりがあった。

　富と幸運の象しよう徴ちようとしてだけではなく、観賞用として高値で取り引きされていたのも頷うなずける美しさ。

「お前は──」

「グギルアアアアアアッ！」

　俺の言葉を遮さえぎる咆ほう哮こう。

　本来は気き性しようの穏おだやかな種族のはずが、俺に対して敵意をぶつけ牙きばを剝むいている。黒い真しん珠じゆのような瞳をしているはずが、今はその目が鮮せん血けつのように赤く染まっていた。

「お、おい。落ち着けって。お前はアレを食ったせいで混乱しているだけだ！」

　頭の不快感が強くなっていくが、よろめきそうになる足をなんとか前に出してホワイトドラゴンに歩み寄る。

　俺が進むと相手は威嚇しながら後あと退ずさる。

「大丈夫だ。怖くねえって、そんなに警けい戒かいすんなよ」

　そう言いながらゆっくりと手を伸のばし──。

「ダスト、何やってんのよっ！　『ライトニング』ッ！」

　悲鳴にも似た叫さけび声がしたかと思うと、目の前まで迫せまっていたホワイトドラゴンが大きく仰のけ反ぞる。

　振ふり返ると後方からリーンが駆かけ寄ってきていた。

「ギシャアアアア！」

　閃せん光こうに包まれた体をよじると、赤く染まった瞳をリーンに向ける。

「なんで、ここにいんだよっ！」

「あんたの様子がおかしいから後をつけてみたら、武器も構えないで死ぬ気なの!?」

「こいつは俺に危害を加えねえよ！　だから、手を出すな！」

　俺はリーンを怒ど鳴なり付けると、ホワイトドラゴンと向き合う。

「すまん、驚おどろいたよ……な」

　振り返った俺の眼前には巨大な爪つめがある。

　その鋭するどい爪先が俺の肩かた口ぐちに触ふれると、一気に下まで振り下ろされた。

　ガリッと耳みみ障ざわりな音がしたかと思えば、周りの景色が一いつ瞬しゆんにして前方へと吹き飛んでいく。

　違う！　俺の体が後ろに吹っ飛ばされてんのかっ！

　背中に激しい衝しよう撃げきと二つに折れて倒たおれる大木。

「ぐはっ!!」

　大木に直撃した勢いで息ができねえ……。

　赤く彩いろどられた視界に走り込んでくるリーンの姿が見えた。

　いつもの強気な顔からは想像もつかない、今にも泣き出しそうな顔。

「ダスト、ダスト！　しっかりしてっ！」

　そういや前も、こんな風に泣きそうな声で俺を呼んでいたな……。

　不快感と呼吸のできない苦しさで、頭がぼーっとしてきた。やべえ、このままじゃ、気を失…………。
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「私の命運はここで尽つきるのか」

　足下に転がるのは数え切れないほどのモンスターの死体。

　これだけ倒した自分を褒ほめてやりたいが、目の前には倒し切れていない無数のモンスター。

　仲間を逃にがすために殿しんがりを買って出てみたものの、やはり無理があったか。

　左ひだり腕うでは折れてしまっていてピクリとも動かず、右目には額からあふれる血が流れ込み視界が妨さまたげられている。

　鎧よろいも傷だらけでひびも目立つ。あと一撃でも強きよう烈れつなのを食くらったら砕くだけるのではないだろうか。

「満まん身しん創そう痍いとはこの事か。だが、皆みなを無事逃がすことができた。騎き士しとして最高の最さい期ごを迎むかえられる。私が死んだら……泣いてくれるのだろうか」

　あの方の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。

　悲しむ姿を想像しようとしたのに、死んだ俺に向かって怒鳴っている姿しか思い浮かばない。涙なみだ目めで「私の許可なく死ぬなんて許さないから！」と叫ぶ姫ひめ。

　死地にいるというのに苦く笑しようしてしまう。

「まだ、諦あきらめるには早いか……」

　あの方の無理難題を他の人に押し付けるわけにはいかない。それに、私を待ってくれているのは姫だけではない。

　これからはずっと一いつ緒しよだと約束したのだ。騎士が誓ちかいを破ることは許されない。

　じりじりと間合いを詰つめてきていたモンスターへ槍やりを突き刺さすと、柄つかが真っ二つに折れた。

　得意な武器を失ったが、まだ剣けんがある。剣を失っても拳こぶしがある。拳が潰つぶれたら嚙かみつけばいい。

「私はまだ死ぬわけには……いかぬ！」

　死力を振り絞しぼり、剣を構える。

　そんな私に向かって一いつ斉せいに飛び掛かかるモンスター達。

　死が頭をよぎるが、最後まで諦めてなるものか。

　剣の柄を握にぎりしめた右腕をなんとか掲かかげたが、もう振り下ろす力もない。

　最後のあがきとして、目を閉じずに迫り来るモンスターを正面から見み据すえる。

　鋭い爪が私に届く寸前、視界が白く染まった。

　それは純白のドラゴン。

　モンスターの群れに飛び込むと、その白き体が血に染まることもいとわず蹴け散ちらしている。

「助けに来てくれたのか……相棒」

　ドラゴンとはいえ多勢に無勢。美しい体に無数の傷が走り、血が流れ落ちていく。
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　それでも俺を助けようと必死に戦う、白きドラゴン。

　倒れ込む寸前だった体にムチを打ち、俺も戦いの渦うずへと飛び込んだ。
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　ゆっくりと近づいてくるのは白い何か。

　俺はあいつにやられて……。なんで、やられたんだ？

　何か不ふ機き嫌げんになるような事を……。違ちがう、俺は捜さがしに……。

　俺……私は、誰だれを……。

　泣いてすがっているこの女性。この顔は……姫だ。

　姫に迫る一体のドラゴン。

　私は姫を守る一人の騎士だ。

　こんなところで眠ねむっている場合ではないっ！

「安心して、ください。私が必ず守ります」

　ふらつきながらも立ち上がり、迫りくる強大な敵から姫をかばうように前に出る。

「ふざけている場合じゃないでしょ！　早く逃げないと！」

「この命に懸かけて、守ってみせます」

　姫をかばって命を落としたとしても、それは騎士としての誉ほまれ。

　お得意の槍を構えようとしたが、どうやらどこかで落としてしまったようだ。腰こしにぶら下げていた予備の剣を引き抜ぬく。

　この剣、初めて見るのに手に馴な染じむ。……初めて？

　ならば、どうして私の腰にぶら下がっていた？

　いや、悩なやんでいる場合ではない。私は姫を守らねばならない！

　決意を秘ひめて立ち向かおうとした私の顔を挟はさみ込むようにして姫が摑つかむ。

　そして、強ごう引いんに顔を近づけてきた。

「気持ち悪い事を言わないで！　あんたはそんな献けん身しん的なヤツじゃないでしょ！　もっと姑こ息そくで自分勝手で迷めい惑わくばっかかけて……こんな状じよう況きようでも馬ば鹿かな事を言って、卑ひ怯きような手段を使ってでも生き延びようとするのが、ダストでしょ！」

　姫は何を仰おつしやっているのだ。

　私の名はライン・シェイカー。決してダストなんて名ではない。気高きドラゴンナイトだ。

「姫様お気を確かに」

「それはあんたでしょ！　まだ目が真っ赤だし、正気に戻もどってないのね。……もう、最後の手段よっ」

　姫の顔が更さらに近づいてくる。肌はだと肌が触れ合う直前に、姫の顔が大きく後方へ反った。

「えっ？」

　そして、そのまま勢いよく戻ってくると──額と額が激げき突とつする。

「うごおおおおおっ！　いってえなっ！　なんちゅう石頭してんだよっ！」

「くああっ、かなり痛かったけど正気に戻ったみたいね。自分の名前を言える？」

「ダストに決まってんだろ。頭おかしくなったのか？」

「それはこっちのセリフよ。……バカ」

　まだ頭に霞かすみが掛かっているような違い和わ感かんが残っていやがる。胸のムカつきやごちゃごちゃした感情もまとめて無視だ！

　昔の俺ならくだらねえ事をぐだぐだと悩むんだろうが、今の俺様はダストだろ！

「お前もいつまでもパニくってんじゃねえぞ！　拾い食いすんなって、いつも言ってただろ！」

　なぜか額を押さえて、やり取りをぼーっと眺ながめていただけのホワイトドラゴンに向けて𠮟しかりつける。

　怒おこっているのが伝わったのか言い訳をするように頭を左右に振ふって、大きく広げていた翼をたたむ。

「えっ、ホワイトドラゴンが怯おびえてるの？」

「さっさと正気に戻らねえと、晩飯抜きだからな！」

　俺が叫さけぶとホワイトドラゴンは一度大きく体を震ふるわせた。

　正気に戻ったのかと一いつ瞬しゆんだけ期待したが、目の色は赤いままで大きく顎あぎとを開く。

　鋭するどい歯がずらっと並んだ口の奥おくで蠢うごめいているのは炎ほのお。

　至近距きよ離りからブレスを吐はいて俺達を焼き尽くすつもりか！

　俺だけならこのタイミングでも避よけられるが、隣となりにはリーンがいる。

　全力で大地を蹴り、大きく跳ちよう躍やくして一気に距離を詰める。

「えっ、その跳躍力はなんなの!?」

　リーンの取り乱した声が届くと同時に、灼しやく熱ねつの炎が襲おそい掛かってきた。

　この角度ならあいつには当たらねえ！

　全身を炎で炙あぶられながら俺は拳を握りしめる。

「いい加減にしろ、フェイトフォー！」

　炎から飛び出した俺はそのまま拳を脳天へと振り下ろす。

　鈍にぶい音が森中に響ひびき、俺の殴なぐった衝しよう撃げき波はで枝や草が揺ゆれる。

　殴られたホワイトドラゴンはどうなったかというと、ふらふらとよろめきながら大地に倒たおれ伏ふす。

　そして、体の表面が薄うすく光ると見る見るうちに体が小さくなり、ドラゴンの体が消えた先には涙なみだ目めの小さな幼女──フェイトフォーがいた。

「えっ、えっ、えええええええっ!?」

　リーンがその光景を目撃して驚おどろきすぎたのか、馬鹿みたいに大口を開けて呆ほうけている。

「ごめんなちゃい。落ちてるおやちゃい食べたら、気持ちが悪くなって、何をちているのかも分からなくなったの。だちゅとを傷つけたくなかったの、でも、体が言う事をきかなくて……」

　涙をぼろぼろとこぼし、嗚お咽えつ交じりで震えている。

　十分に反省しているみたいだな。

　俯うつむいているフェイトフォーの頭に手を置いて優やさしく撫なでる。

「正気に戻ったみたいだな。反省しているなら許してやんよ。良い感じに日焼けしちまったけど、気にすんな。まあ、その、なんだ。……俺も構ってやれなくて悪かったよ」

　隣りん国ごくに置いていかれて寂さびしかったこいつの事を、もっと親身になって考えてやるべきだった。

　ドラゴンナイトとしての地位と故郷を失った俺に付いてくるよりも、あの国で暮らした方が大切に扱あつかってもらえると判断して置いてきたが……それが間違いだったんだよな。

　久しぶりに再会した俺は初めて見る人の姿に動どう揺ようして、どう対応していいか戸と惑まどい、その結果フェイトフォーを苦しめてしまっていた。

「まさか、お前が人として会いに来るなんてな」

　母国は他国と比べてドラゴンに対しての知識が豊富で、俺もドラゴンナイトとして機密情報も得てはいたが、あの噂うわさ話ばなしがまさか本当だったとは。

　ドラゴンは長く生きると下位種、中位種、上位種と成長していく。

　卵から孵かえって百年位は下位種、そこを超こえると中位種と呼ばれ人並みの知ち恵えを持ち人の言葉を理解すると言われていた。

　中位種から更に長い年月を経て、自我に目覚めると上位種と呼ばれ、人化の術を覚え人の姿に成れるようになる。

　隣国に置いていった時はギリギリ中位種だったようで、俺と別れてから上位種となり、まだ慣れない人化をしてまで俺に会いに来てくれた。

「色々と、悪かったな」

「ううん。だちゅとだいちゅき！」

　俺の胸に飛び込んできたので、そのまま受け止めて抱だき上げる。

　昔もこうやって俺の胸に顔を擦こすり付けていたな。

「……子供って、無邪気にそういうのできていいわね」

「リーン、なんか言ったか？」

「別にー。あんたらが何か隠かくしているとは思っていたけど、まさかホワイトドラゴンの正体がフェイトフォーちゃんだったなんて。人って驚きすぎると逆に冷静になるのね、初めて知ったわ」

　苦笑いを浮うかべながらリーンが近づいてくる。

　正体を知ったらもっと取り乱すのかと思っていたが、意外とあっさりしてんな。

「あのよ。この事は秘密にしてくんねえか。ほら、色々あんだろ」

「分かってるわよ。ホワイトドラゴンだってバレたら狙ねらわれそうだしね。それにフェイトフォーちゃんだけじゃなくて、あんたも困るんでしょ？」

　そう言ってウィンクをして微笑ほほえむリーンを、俺は飽あきることなくいつまでも見つめていた。
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　豪ごう邸ていの地下に隠された部屋の扉とびらを蹴けり開けて、中へと飛び込む。

「大人しくしろ！　ブライドル王国騎き士し団、ライン・シェイカーだ！　ご法はつ度ととされているホワイトドラゴンの飼育をしているとの情報を得た。神しん妙みようにお縄なわにつけば罪も軽くなる！」

　騎士として恥はじる事のない名乗りと宣言をしたのだが、誰からの返事もない。

　扉の向こうに気配を感じていたのだが無人のようだ。

　……少しだけ気恥ずかしい。

「ごほんっ」

　突つき出した抜き身の剣けんはそのままに室内を見回す。

　地下だというのにかなり天てん井じようが高く、広々とした空間は殺風景で家具がまったくない。

　壁かべも床ゆかも天井も分厚い鉄板で覆おおわれているのは、部屋の隅すみにいるモノへの対策なのだろう。

　見るからに頑がん丈じようそうな檻おりの中でうずくまる一体のモンスター。

　薄暗い部屋の中だというのに、まるで自ら発光しているかのように白い体が浮かび上がっていた。

　ホワイトドラゴンの赤い目は鋭く、敵意と牙きばをむき出しにして私を威い嚇かくしている。

「グガアアアアアアッ！」

　凄すさまじい咆ほう哮こうが私の鼓こ膜まくを激しく揺さぶる。

　あまりの迫はく力りよくに思わず身構えてしまったが、手にしていた剣を床へと投げ捨てる。

　ホワイトドラゴンの首には太い鎖くさりが巻き付けられていて、体には無数の傷があった。

　噂によるとホワイトドラゴンは神聖魔ま法ほうを操あやつれるそうだ。だというのに傷が癒いやされていない。

　つまり、この檻が魔道具の一種で魔法を封ふうじているのだろう。

「なんて、酷ひどい真ま似ねを」

　この子は私を脅おどしたいんじゃない。人間が怖こわくて怯おびえているだけなんだ。

「ほら、武器を捨てたよ。もう大丈夫だ。安心して」

　唸うなり声を上げ続けているホワイトドラゴンを正面から見み据すえる。

　武器を手放して害意がない事を示すように両りよう腕うでを広げた状態で、ゆっくりと近づいていく。

　ドラゴンの巨きよ体たいでは通り抜ぬけられない檻の隙すき間まから中に入る。

　向こうが首を伸のばせば私の頭なんて容易たやすく嚙かみ砕くだける距離まで接近した。

　一度大きく口を開いて嚙みつくような素振りを見せたが、それがこけおどしなのを瞬時に見み抜ぬく。

　殺意が一いつ切さい感じられなかったからだ。

　そんな私を見て戸惑ったのか、口を閉じて興味深そうに見つめている。

「さっきの名乗りを聞いていたかもしれないが、もう一度自己紹しよう介かいさせてもらうね。私の名前はライン・シェイカー。以後よろしく頼たのむよ」

　私が手を伸ばすとホワイトドラゴンは首を垂れて、その頰ほおに触ふれさせてくれた。

「もしよければ、契けい約やくを結ばないかい。君ならその意味は分かるだろ？　契約を結んだ相手はドラゴンの近くにいる時はその力を得る事ができる。その代わり私は君のドラゴンとしての本来の力を引き出してやることが可能になるんだよ」

　ホワイトドラゴンは頭が良いらしく私の言葉が分かっているようで、真剣に聞き入っているように見えた。

「契約を結んだ相手を私は決して裏切らない。辛つらい時も楽しい時もこれからは一いつ緒しよだ」









「何はともあれ、万ばん事じ解決して良かったわね」

　いつも通り打ち上げは冒ぼう険けん者しやギルドの酒場だ。

　あの後、騒さわぎを聞きつけてやってきた仲間達にはホワイトドラゴンを目撃して逃にげられたと伝え、そこにフェイトフォーがやってきて無事合流という設定で押し通した。

　俺だけなら疑われただろうがリーンが上手うまく誤ご魔ま化かしてくれたので、どうにか信用してもらえたようだ。

「見つけられたのは旦だん那なの占うらないのおかげだぜ」

「的中率が高すぎて、ちょっと怖いけどね。あっ、占いの代金は結局どうしたの？」

「おう、ツケにしてもらったぜ」

　本当は占いの礼としてフェイトフォーの髪かみの毛と爪つめの先を少し渡わたしている。ホワイトドラゴンの体の一部はそれだけでもかなりの価値があるからな。

「セレナもカズマがなんとかしてくれたみてえだし。なんで、あんな女にご執しゆう心しんだったのかねえ、俺は」

「まさか、セレナが魔王軍の幹部だったとは。俺達もその術中にはまっていたのかと思うとぞっとするな」

　騒そう動どうに巻き込まれていた側のキースとテイラーが肩かたをすくめている。

　セレナは相手に貸しを作ることで魅み了りようする能力があるらしく、それは感謝の気持ちですら利用できたそうだ。

　冒険者に無料で魔法を掛かけていたのも感謝を得て貸しを作るための打算。

　お間抜けな二人も見事に手玉に取られていた、ってオチだ。

「さーて、これで心置きなく飯が食えるな。約束した通り、思う存分食っていいぞ。このお兄ちゃん二人が奢おごってくれるんだってよ」

「うん、がんばる」

「……程ほど々ほどに頼む」

　テイラーとキースの顔色が悪いが知った事じゃねえ。

　食べ放題と聞いて勢いよく頷うなずくフェイトフォー。表情は変化に乏とぼしいが心なしか嬉うれしそうだ。

　今後どうするかはまだハッキリとは決まってないが、今のところは隣国に戻もどらずに俺の許もとにいるらしい。

　俺としては、やりたいようにやらせてやろうと思っている。

　……ホワイトドラゴンが脱だつ走そうしたとなると隣国では大騒ぎだろうが。

　そんな俺の心中も知らずにフェイトフォーはメニュー表のアルコール以外を全すべて注文し終え、満足そうに鼻を鳴らしている。

　テイラーとキースが持ち金を確かく認にんしているが、まあ、あれだ。ご愁しゆう傷しよう様さま。

　俺も酒を注文しようとしたところで、一つ気になる事を思い出した。

「そういや、なんで俺の居場所が分かったんだ？」

　隣となりの席のフェイトフォーにこそっと耳打ちをすると、ハッとした顔になる。

「言うのわちゅれてたの。えとね、ひめちゃまがおちえてくれたの。ここにいるって」

「はいいいっ？　……マジか!?」

　思わず間抜けな声が口から出た。

　おいおい、この場所を知られているのかよ。

「うん。あとね、近々会いに行くからよろちくーって、言ってたよ？」

　くそっ、一難去ってまた一難か！

　今日は騒ぐつもりだったが、酒は程々にして対策を練った方がいいな。

　あの方がやって来るなんて、嫌いやな予感しかしねえぞ！
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　城のバルコニーで星空を眺ながめる女性がいた。

　肩下まで伸びた艶つやのある茶色い髪を夜風になびかせ、気持ち良さそうに目を細める。

　その人は女性であれば誰だれもが羨うらやむような高価なドレスを嫌いや味みなく着こなし、音も立てずに手すりに歩み寄ると、上半身を乗り出して夜空に手を伸ばす。

　天空に瞬またたく星を摑つかもうとするかのように。

「姫ひめ様さま、深夜の脱だつ走そうは許しませんぞ」

　いつの間にかバルコニーの片隅に立っていたのは、燕えん尾び服ふくを着た初老の男だった。

　白い髪を後ろに撫なでつけ整せい髪はつ料りようで固めた頭に、同色の口くち髭ひげ。背筋をピンと伸ばしたまま、まるで絵のように微び動どうだにしない。

「爺じいや、女性の寝しん所じよに入り込むのはどうかと思うのですが」

「これは失礼しました。どのようなお𠮟しかりでも受け入れますので、まずは……そのロープを手放してもらえますか」

「ちっ」

　闇やみ夜よに紛まぎれるように黒く塗ぬったロープを手放すと、地面にぶつかる音がバルコニーまで届いた。

「今日は爺やの勝ちにしてあげる。感謝しなさい」

「おや、あっさりと負けを認めるとは、どうかされたのですかな。いつもなら麻ま痺ひ薬を塗った吹ふき矢や、攻こう撃げき魔法を遠えん慮りよなくぶっ放されるというのに」

「嫌だわ。私がそんな野や蛮ばんな事をする理由がありませんわ。おほほほほ」

　足下に転がしておいた吹き矢を足でそっと蹴り、バルコニーの下に落とす。

　城を抜け出そうとする姫と、それを妨ぼう害がいする執しつ事じ長とメイドの戦いはこの城の名物で、今日のやり取りも別段珍めずらしい事ではない。

「そういう事にしておきましょうかのう。しかし、どうされたのですかな。やけに楽しそうに見受けられるのですが」

「あら、バレちゃった？　今いま頃ごろあの子は無事に会えてるかなーって物思いに耽ふけっていたのよ」

「あの子、とはもしや……。やはり、あの騒動も姫様の仕し業わざでしたか。あのモノの存在がこの国にとってどれ程重要なのか、賢けん明めいな姫様ならお分かりでしょうに」

　予想はしていたようだが、それでもショックを受けたようで、執事長は額に手を当てて疲つかれたように頭を左右に振ふっている。

「爺や、もう脱走の心配はいらないわ。明後日あさつてにはベルゼルグ王国に向かうのよね。私だってこの旅行は楽しみにしているのだから、それまではバカな真似はしないと約束するわ」

「それまで、ではなくずっと大人しくしていただけると、爺はとても助かるのですが」

「前向きに善処してあげるわ」

　心がこれっぽっちも込められていない言葉を聞いた執事長は大きく息を吐はき、一礼するとバルコニーから姿を消す。

「ライン、今から会えるのが楽しみね。ふふっ」

　夜風に紛れるように呟つぶやくと、室内へと踵きびすを返した。
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　なんと、五巻ですよ皆みな様さま。このすばのスピンオフを任せられた時は一巻で見捨てられたらどうしようかと戦せん々せん恐きよう々きようでしたが、なんとか五巻まで到とう達たつしました。

　今作はダストのあの秘密が明らかになります。思いもしなかった展開に驚おどろきが隠かくせない読者が多いことでしょう。

　……すみません、言い過ぎました。これまで作中であれだけ露ろ骨こつなヒントや情報をばらまいていれば、既すでにお気づきですよね。とはいえ昔のダストがどういった人物だったのかを描びよう写しやしたのは初めてなので、あまりの差に気持ち悪……違い和わ感かんを覚えるかもしれませんが、昔のダストはあんな感じだったのですよ、本当に。

　ダストの過去や設定は私のオリジナルではなく、暁あかつき先生から頂いた資料を基にしています。ただ、今回の白い幼女だけは私のオリジナルキャラです。

　私はスピンオフ担当なので、できるだけオリジナルキャラを出さずに、このすばの本編や外伝でワンシーンでも登場したことのあるキャラを出すように心こころ掛がけていました。

　ちょい役ではなくメインとしてオリジナルキャラを出したのは初……そうか、初なのか……。（脇わき役やくでは雑貨屋の店主、ロリ盗とう賊ぞく団等がいましたが）

　このすばは皆様もご存じの通り、とーってもキャラの濃こいメンツが揃そろっていますので彼かれらに負けない個性のあるキャラを考えてみましたが、どうでしたか？

　狙ねらっているわけではないのですが、ダストの周りに集まる女性はなぜか胸部が慎つつましやかな女性が多くなっています。本当に狙っているわけではないのですが、どうしてこうなったのでしょう。




　さて、五巻のストーリーにも少し触ふれておきます。このすば本編の裏側でダスト達たちが何かをしていた、というのはいつもの展開なのですが実は今回……十五巻と同じ時系列なのですよ。

　これが何を意味するのかは次の巻以降で明らかになると思いますのでお楽しみに。




　ではいつもの、お世話になった方々へのお礼と感謝の言葉を。

　暁なつめ先生、新キャラの許可ありがとうございます。とはいえ、暁先生からダメ出しなんて滅めつ多たに……どころか、ほとんどありませんので、私が心配になって担当さんに「何か、何かダメ出しをもらってくださいっ」と逆に頼たのみ込むぐらいですが。

　三み嶋しまくろね先生。実はセレナの見た目がドストライクなのですよ。十五巻ではカズマに酷ひどい目に遭あわされる挿さし絵えが多くて……ありがとうございます！

　憂ゆう姫きはぐれ先生、今回も美び麗れいな絵の数々ありがとうございます。特にオリジナルキャラとなる彼かの女じよをあんなにもかわいく描いてもらえて、私は幸せ者です！　小説を書き終えてイラストを拝見すると執しつ筆ぴつの苦労がぶっ飛びます。

　スニーカー文庫編集部の皆様、担当のＭ氏、この本に関わってくださった皆みな々みな様さま、本当にありがとうございます。最高の恩返しは作品の面おも白しろさだと思っていますので、今回も全力を尽つくしました！

　五巻を手に取ってくださった読者の皆様にも感謝を！

　今後ともよろしくお願いします。





昼ひる熊くま　　
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この素す晴ばらしい世せ界かいに祝しゆく福ふくを！エクストラ




あの愚おろか者ものにも脚きやつ光こうを！５




白しろき竜りゆうとの盟めい約やく
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